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歌姫イザベラ




　イザベラは幼い頃から歌を歌うのが好きな姫だった。

　気安く〝歌姫〟などと呼ばれるようになったのは、炭鉱夫たちの無事を祈り、教会や学校などで歌う機会が増えてからだ。

　そんな中、町の孤児院で歌っているイザベラにたまたま鉢合わせした吟遊詩人が彼女の歌にいたく感動し、彼によってイザベラの名は世間に広められ〝歌姫イザベラ〟は有名人となった。

　そうして噂が噂を呼び、イザベラの歌は〝天使の歌声〟、〝聴けば幸せになれる〟などと仰々しいうたい文句で近隣諸国に知れ渡って早七年。

　他国にも招待されることが増え、歌姫としていくつかの周辺国を旅することもあった。

　一応、一国の王女なのだが、そのような自由が許されていたのには理由がある。

　イザベラの国エルゴルは、国をあげて炭鉱業を行っている小さな国だ。国民の半分の男たちは炭鉱夫であり、華やかな社交界も存在しない。身分にかかわらず、お互いが身近な国である。それでも資源豊かな鉱山を有しているおかげで、国としては一目置かれている。小国ながらも無視できないというのがエルゴルの立ち位置で、エルゴルの発掘技術なしには鉱物の調達は難しいといわれている。

　この国で唯一の姫がイザベラなのだが、その下に年の離れた弟がふたりいる。彼らは若いがとても優秀で、執務や城の業務などはすでに彼らに一任されていた。炭鉱業は基本的に男の仕事になるので、イザベラは初めからエルゴルの後継者としては扱われていない。

　だからこそ、歌姫として他国を巡業することを許されていた。

『私の歌で、みんなが元気になってくれるならうれしい。歌を聴いて笑顔になってくれるなら幸せ。みんなと一緒に歌うのは、とても楽しいわ』

　そんな幼い頃から変わらない単純で純粋な気持ちを原動力に、はにかみながらもイザベラは皆の心に寄り添ってきた。

　とはいえ、本当に自分の歌声は皆の役に立てているのだろうかと、いつまで経っても自信のないままだった。

　なぜならイザベラにとって一番美しい歌声は、炭鉱に潜る夫たちの無事を祈って歌う、彼らの妻たちのそれだったから。

『私たちの歌は、夫や仲間たちの無事を祈るものさ。暗く深い土の中で、男たちの荒んだ気持ちを癒やすために歌う』

　夫のために歌う炭鉱夫の妻たちの歌が、イザベラにとっての憧れだった。

（いつか私も、たったひとりのために歌えたら）

　そんなふうに、心の奥底で思いながら歌を紡いできた。

　ところが、そんなイザベラに、本人も周囲も予想だにしなかった出来事が起きた。




　二年前、エルゴルと山脈ひとつ隔てた隣に広大な国土を有するアステート公国の騎士棟に、国家間交流との名目で招待されたときのこと。

　騎士団の責任者だという若く美しい男に、イザベラはにこりともしてもらえなかった。

（歓迎されていないのかしら……）

　多くの国で様々な人々を見てきたイザベラでさえも息をのむような、美しい容姿をした男だった。アステートの軍服を着こなし、腰には剣をはいていた。その剣が装飾の多い儀礼用ではなく、実戦向けのものだったことも印象深かった。その剣にはエルゴルで採れた銅が使われている。

　彼はひと言もしゃべらなかった。無言でイザベラに手を差し出し、機械的に騎士棟の中を案内する。

　無骨な造りの騎士棟は足場がいいとはいえず、そこかしこで足を取られるイザベラを彼は黙って支え続けた。

「あの、ありがとうございます……」

　支えてもらうたびに礼を言ったが、笑顔が返ってくるわけでもなく視線すらまともに合わない。

　たまたますれ違った仲間に、彼が小さな笑顔を向けたのが印象的だった。

（私の歌でこの人の笑顔を引き出すことができるかしら）

　こちらを見ようともしない美しい男の横顔を、イザベラはじっと見つめた。

　会話すら交わされず、眉ひとつ動かしてもらえない自分が本当に歌姫として求められているのか不安になったが、これも親睦を深めるための王族としての仕事である。

　なんとか気持ちを切り替えて舞台へ向かおうとしたイザベラをまっすぐ見つめて、男は言った。

『国のために戦った兵士たちへ、あなたの最良の歌を』

　イザベラは心臓が早鐘を打つのを感じた。

　真正面からじっと見つめてくる男は、イザベラよりずっと多くのものを背負い、それらを大切にしているようだった。

　男が守ろうとするものを、託されている――。

（この人の思いに応えたい。この人が大切にする人たちを、私の歌で癒やせたら……）

　イザベラは、男の瞳をじっと見つめた。

（この人に、私の歌を聴いてほしい）

　イザベラは男を見たままうなずき返すと、舞台へと上がる。

　観客席側では、血のにおいが充満していた。そこかしこで痛みに呻うめく声がする。

（彼らのために歌おう。彼らを思う、あの人のためにも）

　そう決意して、いつものように天使の歌声を披露したときだった。

　どこからともなく男の声で『下手くそ』と罵倒されたことが、イザベラの心を深く抉えぐった。

　それまで歌姫だ天使の声だなどと持てはやされていただけに、その衝撃はかなりのものだった。

　やっぱり歓迎されていなかった――と思ったのと同時に、美しい男の顔も浮かんだ。

（……彼の言葉に応えられなかったわ）

　その場はなんとか歌いきったが、初めて浴びせられた悪意の言葉にイザベラのささやかなプライドはぽきりと折れた。

　もともと、歌は好きだが自信が皆無だったイザベラにとって、現実を突きつけられた瞬間でもあった。

（本当は歌もたいしてうまくないのに、みんなは私が王女だからと褒ほめそやしていただけなんだわ）

　歌姫イザベラは、この日から歌を歌えなくなったのだった。




　陽気すぎる炭鉱夫たちに囲まれて育ったイザベラだったが、なぜか少し卑屈な女の子に育っていた。

　そんな性格もあってか、隣国アステートでの一件以来、人前で歌おうとするも、そのたびにあの罵倒が耳によみがえり、歌姫イザベラは人前で歌えなくなってしまった。

　歌おうと思っても、得体の知れないなにかが喉を詰まらせる。

　そしてそんなときに決まって、あの美しい男の顔がよみがえるのだ。

　あのにこりともしない男の期待を裏切ってしまったことも、イザベラに重く圧おしかかっていた。

　今ではどうあっても、人前で伸びやかに歌うことはできなくなってしまった。

　もともと底抜けに明るいという性格でもなかったイザベラは塞ぎがちになり、皆の前では努めて笑顔でいるが、陰でこっそり涙することが多くなった。

　そんなイザベラを、さらに追い詰めるような出来事が起きた。

　原因は、小国のくせに調子に乗って隣の大国アステート公国に裏切り行為を働いてしまった父王である。

　前時代より長く取引を続けてきたアステートを差し置き、他国との貿易を進めてしまったのである。

　少し前に歌姫イザベラを慰問へと赴かせ、国家親交を深めたことなどなかったかのようなその所業を、当然アステートは見逃さなかった。

　軍事の天才と名高いフェルナード王子が守るアステートに、イザベラの父は身柄を拘束された。その上で、父王の解放条件として、歌姫として名高いイザベラをフェルナード王子の妻としてアステートに差し出せと提示してきたのである。

　父王がエルゴルに帰ってくるまでの一ヶ月の間、イザベラは突然訪れた人生の岐路に戸惑い、いっそう憂鬱に日々を過ごすこととなった。

（どうして私なのかしら。アステートでは私の歌は不評だったのに、歌姫として求められることにどんな意味があるの？）

　しかも、今のイザベラは歌えない。

　歌姫として求められたところで、おそらくなんの役目も果たせないだろう。

　そもそもアステート公国のフェルナードといえば、若くしてアステートの軍事国家としての基盤を築き上げた才能ある王子だと聞く。そんな優秀な王位継承者の妻として、なぜイザベラを指名してきたのか。

（……裏切り者の姫を妻として迎える意図は？）

　考えても考えても答えは出ない。

　わかっていながら、イザベラはアステートに嫁ぐまでの間、そんなことばかりをぐるぐると考え続けた。




「お初にお目にかかります、エルゴルの第一王女イザベラと申します」

　目の前に座る美しい青年の前で、イザベラはゆっくりとこうべを垂れた。

　この日のために誂あつらえたドレスは美しかったが、それに反してイザベラの心は重い。

　エルゴルからアステートまで、全行程一ヶ月と少し。

　山脈を越えてやって来た隣国の空気は冷たかった。

　あのトラウマを生んだ国に、イザベラは再び足を踏み入れていた。

　騎士棟どころか城でも歓迎されていないのかと、あの日の苦い思いがよみがえり、憂鬱になっていく。

　さらに、出立の際の父王の取り乱しぶりも尾を引いていた。

　小さいながらも一国の主が涙と鼻水を流して別れを惜しむのである。冷たく送り出されるよりはよほどいいが、あの調子だと数日は執務や事業が滞るかもしれない。苦労するのは弟たちと周りだ。

　祖国を支えてくれる皆の苦労を思うと、イザベラはますます心が重くなる。

　そもそも泣いて後悔するくらいなら、余計な欲をかくなと言ってやりたい。

　ちなみに弟たちは、姉のイザベラが嫁ぐことで大国と貿易以上に太いパイプができたと喜んでいた。薄情なものである。




「山脈を越えるのは大変だったでしょう。今日はゆっくりとお休みになってください。アステートはあなたを歓迎いたします」

　イザベラが頭の中で父王をサンドバッグにしていると、正面に座る美しい青年ではなく、そのうしろに立つ若い従者が口を開いた。

　イザベラが嫁いだ男――王太子・フェルナードは、ひと言も発することなく、ただイザベラを見つめている。

　イザベラの夫となる人は、それはそれは美しい人だった。

　歌を嗜たしなんできたイザベラは、それこそ見み目め麗うるわしい吟遊詩人や踊り子とも何度か会うこともあったが、彼ほど美しい人は見たことがない。

　陽光を反射させる黒髪は少しうねり、その白磁の肌をやわらかく縁取っている。

　瞳は美しい緑だ。例えるなら、春に芽吹く新緑の色。アーモンド型の目が愛らしい印象を与えそうなものだが、きゅっと閉じられた唇は薄く、それが逆に顔全体を引きしめている。鼻は高すぎず低すぎず、少しだけそばかすが散ったイザベラの鼻とは異なり、しみひとつない。

　容姿はとても優雅なのに、着ている服は詰襟の軍服だ。黒に近い深緑に、金色の刺し繍しゅうでアステート公国に伝わる蔦つたの紋様が成されている。ともすれば禁欲的なそれが、フェルナードにはとても似合っていた。

（……美しいのに表情がないから、まるで人形の顔みたいだわ。なにを考えているのかまったくわからない）

　心が読み取れない人が一番怖い、とイザベラは未来の夫を見ながらぼんやりと考えた。

　そして、二年前のあの出来事が頭をよぎる。

　彼に見覚えがあった。見覚えどころか、記憶に焼きついている。

　一度見たら忘れられないほどの美しさ。この美しさを、イザベラは知っていた。

（なんという運命のいたずら）

　神様は無慈悲である。

　イザベラが失望させてしまっただろう男の妻になる日がこようとは――。




　今イザベラがいるのは、おそらく客室である。それもかなり上等な部屋だ。貴族たちに用意されるようなものではなく、王族が賓ひん客きゃくを迎えるためにつくられた部屋である。

　内装は白で統一され、ところどころ金色のアクセントが入る壁紙の品がいいこと。天井には薄緑で蔦の紋様が踊るように描かれ、置かれた家具はどれも一級品だとわかる。

　その部屋の主であるフェルナードは、大きな窓を背に腰掛けていた。

「このたびは、我が父の帰国を許していただきありがとうございました」

　引き換えにイザベラがこの国へと嫁いだわけだが、非があるのはもちろんエルゴルである。なにをおいても、まずは感謝の気持ちを伝えなければと、イザベラは深く頭を下げて謝辞を示した。

　イザベラの輿入れを条件に父王が解放されるというものだったが、父王が自国に帰った後も、イザベラはしばらくエルゴルにとどまることを許され、アステートに向け出立するまで猶予をもらえた。おかげで嫁ぐ準備は父王の采配で滞りなく行えたし、涙と鼻水をドレスにつけられたとはいえ、父王を含む家族との別れもきちんと済ますことができた。

　長きにわたって親交があったとはいえ、裏切りを働いたエルゴルに対して大変寛大な処置といえる。

　そんなイザベラの思いを知ってか知らずか、フェルナードはとくになにを言うでもなくうなずいただけだった。

（話してはくださらない……。ひと言でも話してくだされば、彼がどう思っているか少しはわかるのに）

　イザベラは、人の声で嘘を見抜くことができる。昔から〝声〟に対して敏感で、成長するにつれ、声の微妙な変化で相手が嘘をついているかどうかがわかるようになったのだった。

　アステートに着いたら、彼にこの結婚についてどう思っているのか聞いてみようと思っていたのだが、そもそも口もきいてもらえないのでは話にならない。

　どんな事情があろうと、一応は婚姻が決められた王族同士の顔合わせに変わりはない。小国の王女相手とはいえ、己に嫁いできた相手にひと言もないのは失礼にあたるのではないかと、イザベラは少し不満に思った。

（裏切った国の女とは話す価値もないということかしら。それとも、二年前のあの日、役に立たなかった私など、相手にする気も起きない？）

　もしそう思われていたら、この結婚生活は悲劇的だな、とイザベラがぼんやり考えていると、フェルナードではなく従者が口を開いた。

　男性にしては少し高く、神経質そうな声をしている。

「なにか必要なものがあれば、すぐにそろえさせましょう」

　なにも語らない主からイザベラの意識を逸らすような言葉だ。

　そうと気づいていても、イザベラはこの意心地の悪さを和らげたくてその言葉に飛びつきそうになった。とはいえ、この冷たい空気の中で要望を口にする勇気はない。

　欲しいものはあるが、もう少し彼らと仲良くなれてから申し出ることにしようと決めた。そして、親しくなるための努力を惜しむまいとも思った。

（今は私の言動でどんな事態を招くかも予測できない。指先ひとつの動きに、慎重にならなくては。……それでもいつか、彼らと仲良くなれるかしら）

「十分でございます。ご配慮ありがたく存じます」

　もう一度頭を下げて、イザベラは護衛の騎士とお付きの侍女に促されるままフェルナードの前を辞した。

　客室を出て、ふたりに連れられて回廊を歩いていく。

　高いアーチ型の天井にはこの国の歴史が宗教画の様相で描かれて、それだけで美術品のようである。格子の窓からはやわらかな光が差し込んでおり、そこから、紅葉し始めた深い森と城下町が見えた。

　イザベラが嫁いだアステート公国は、高台に建つ美しい白亜の城と城下町の赤い屋根のコントラストが美しい国だ。周囲は豊かな自然に囲まれ、おおよそ軍事に長たけた国とは思えないほど穏やかである。

　一方、イザベラの母国エルゴルは、国土は小さいながらも銅と青銅が採れる国で、どちらかというと城も民衆の家屋も、石壁造りの実用性重視のものが多い。

　王族と銅鉱山の鉱夫たちは普段から密接に話し合いを行い、年間の発掘量を決めたり産業発展の指針をまとめたりする。ほかの国と比較しても王族と民衆の距離が近い。

　そしてたまたま新しく発掘した鉱山で、鉄が採れた。

　そんな中、有頂天になったのはイザベラの父王である。この鉄を材料に、あろうことか長年国交のあった大国アステート公国ではなく、別の国へと商売を持ちかけた。

　国をもっと発展させようという父王の考えはわからなくもないが、いかんせん敵に回した相手が悪かった。

　父王はアステート公国へと連行され、国の鉱山で採れる銅の半分を独占する権利をアステート公国に譲渡することになり、そして自身の解放条件として、イザベラとの政略結婚を提示されたのである。

　政治に疎いイザベラでも、この待遇が破格のものであることがわかる。相手は長年その力を誇示してきた軍事国家だ。

　ちょっと鉄が採れたからといっていい気になって裏切り行為を働いてしまうような小国など、侵略して自国の領地にしてしまえばいい。父王以前の時代から成されてきた交易に免じて、とのことらしいが、どう考えても処罰が甘い。

　先ほどのフェルナードの態度も、正直納得できるものだ。

　なにが悲しくて、自国を裏切るような真似をした男の娘を娶めとらねばならないのか。

（私のような、歌うしか能のない姫より、もっと有益な縁を結べる姫はたくさんいるだろうに）

　アステートほどの大国なら、国内には有力な貴族も多くあるだろうし、フェルナードほどの容姿端麗な王子なら、それこそ引く手あまただろう。

（今はもう歌うことすらできないのに、それを隠してのうのうと嫁いでくるなんて、私はなんて厚かましいの）

　イザベラの歌を聴いた相手に、婚姻を申し込まれたのは初めてのことではない。他国で歌を披露していた頃は、有力な商家や王族、時たま庶民の男性からもプロポーズされることはあった。

　その時の決まり文句はこうである。

〝イザベラ姫、あなたのその歌声を私だけのものにしたい〟

　ありがたい申し出だが、イザベラは断り続けてきた。

　イザベラの価値はその歌声だけ。

　卑屈だとはわかっているが、まるでそう言われているようで素直に喜べなかったのである。

　アステートの婚姻でも同じようなものだ。イザベラの歌には興味があるが、イザベラそのものには用はないと言われているような気がした。

　フェルナード王子との結婚。どんな相手かもわからない人に嫁ぐことは王族同士の結婚では多くあることだ。そもそも小国育ちのイザベラは、自国のよく知る誰かといつか結婚するのだろうと漠然と考えてきた。それがまさか、こんな大国の、あんな美しい王子に嫁ぐことになるとは。あまりの予想外の展開に、戸惑うことしかできない。

　あの王子に果たして自分が見合うかと言われたら、誰もがノーと答えるだろう。

　それでも、この結婚はもう決まったことなのだ。

（それなら、私はこの国のために、王子のためになにができるのだろう……）

　舞踏会や貴族たちが集まる席で、歌を求められるのは当然だ。

　しかし、その時歌えなかったら、きっとイザベラは笑い者になる。フェルナード王子にもアステート公国にも恥をかかせることになる。

　そしてなにより、歌えない歌姫を差し出したとして、今度こそイザベラの母国は制裁を受けるかもしれない。

　だからといって、『人の目が怖くて歌えません』などと言ってはいられない。人前で歌う機会が訪れる前になんとかしなければと思う。

　この国でのイザベラの評価はひどいものだ。実害を及ぼさなかったとはいえ、この国を裏切った隣国の姫である。王家や国民が、イザベラの一挙手一投足に注目している。

　今、イザベラの前とうしろを歩いている騎士と侍女も例外ではない。彼らはいわば監視役なのだ。

　そんな中で、一番求められている歌が歌えないと知られれば――。

　想像して、イザベラはぞっとした。

　この国に受け入れてもらうには、きっと相当な時間と労力を費やさなくてはならない。

　回廊を歩きながら、イザベラは静かに心の中で悟っていた。




「本日の晩餐は、フェルナード王子もご一緒されるそうでございます。それまでごゆっくりとおくつろぎください」

　ここまでついてくれた侍女と騎士に礼を言うと、イザベラはひとり部屋へと入る。

　普通ならば、自国から従者を数人連れてくるだろうが、あいにくイザベラにそういった者はいない。

　小国ならではというか、お国柄というか、使用人はいるがお手伝いさんという感覚だし、従者は友達、民衆も友達、命令というよりお願い、といった中で生活してきた。

　ドレスの着脱も、水浴びも、部屋の片づけも、全部自分でこなしてきた。時には城の給仕の者たちと一緒にご飯を作ったり、鉱山に出向いて鉱夫たちと歌い合ったりもした。

　イザベラにとって、国は家族だ。城の者たちは従わせるものではなく、同じ国で共に生きる者であり、友人であった。

　人質として政略結婚するイザベラについてきても、その者がつらい思いをするだけである。

　共についていく、と言ってくれた者たちもいたが、彼らに自分のせいで要らぬ苦労などさせたくない。

　だから、誰を伴わせることなく、たったひとりで嫁いできた。

　歌えなくなった歌姫イザベラの、小さな覚悟だった。

　隣国とはいえ故郷から遠く離れたこの大きな国で、イザベラは生きていく。

　そう思うと、少し胸が苦しくなった。

　窓際に置かれたソファへと腰掛けて両開きの窓を開けると、乾いた風に乗って緑と土の匂いが入ってきて、鼻をくすぐる。

　豊かな自然を思わせるそれに、フェルナードの美しい緑の瞳を思い出した。

　芽吹く春の色。美しい生命の色だ。

（あの人はなにを思って、なにを考えて私を妻に迎えるのかしら）

　考えてもわかりそうもない。

　言葉ひとつさえもらえなかった。

　しかし、好意など持ってもらえなくてもいいと思った。

（……エルゴルだけは守るわ）

　目の前には、越えてきたばかりの山脈がその美しい尾根を連ねている。

　あの向こう側に、イザベラの大好きな祖国がある――。

　そう思うと、口から自然と歌がこぼれ落ちていった。

　歌はイザベラにとって言葉と同じ。人には聴かせられなくても、自分自身で聴くことはできる。

　生まれた頃から、鉱夫や鉱夫の妻たちの歌を聴いて育ってきた。

　イザベラの歌は、彼女の心の声そのものだ。

　届くはずがないと知りながら、それでもどうか届いてほしいという願いが込められたイザベラの歌は山脈の向こうへと流れていく。

　おそらく、明日から結婚式に向けて様々な準備が行われることとなる。

　アステート公国王位継承者の式である。世に名高い軍師フェルナードが小国の姫と婚姻するとあって、注目度も高い。招待客も多く、舞踏会も盛大なものになるだろう。

　考えただけで憂鬱だが、その準備に追われてフェルナードとの時間も取れなくなるかもしれない。

　ならば今夜の晩餐で、少しでも打ち解けなくては。

　窓の外に漏れないよう小さく声を抑えて、故郷の歌を歌いながら、イザベラはそう決意した。




　太陽が沈みきる前に侍女に呼ばれ、イザベラは晩餐室へと連れてこられた。

　そこは、入口の左右に一体ずつ甲冑が置かれた重厚な雰囲気の部屋である。

「今日は晩餐をご一緒できてうれしいです。ありがとうございます」

　室内に入ってすぐに挨拶をしたが、フェルナードからの返事はない。わずかに口もとを緩ませたような気はするが、イザベラの願望が見せた錯覚かもしれない。

　赤を基調とした壁に、アステートの城が描かれた大きな風景画が飾られている。中央には十人は優に掛けられそうなダイニングテーブルがあり、その真ん中に王子の席が設けられていた。イザベラはすでに席に着いている王子の向かい側の席へと侍女に案内される。とはいえ、テーブルの幅がそれなりにあるので、距離は遠く感じる。

「そういえば、この国へ入る前に大きな鷲を見ました。長い旅の行程に疲れておりましたが、大空を旋回する勇壮な姿にとても励まされました」

　料理が運ばれてくるまでの間に少しでも場の雰囲気を和らげようと、席に着くなり話題づくりに励むことにした。

　この部屋に来るまでに廊下を歩きながら必死で考えてきた話だったのだが、フェルナードの反応もうなずくだけにとどまり、後が続かない。

「このスープ、とてもおいしいです」

　繊細な織り柄が見事な真っ白なテーブルクロスの上に、一皿目の料理が運ばれる。

　何種類もの野菜を煮込んだ味わい深いスープに、イザベラは思わず素直な感想を漏らした。しかし、目の前のフェルナードは静かにスプーンを口に運ぶだけである。

「これは、アステート公国で採れるムクの実でしょうか。採れたてのものは綺麗な赤色なのですね。エルゴルには乾燥させたものしか出回りませんから、新鮮なものは初めて食べましたが、みずみずしいですね」

　今度は質問を交えてみる。反応はない。

「えーと」

　もちろん、これらすべて彼女の独り言ではけっしてない。

　目の前に優雅に腰掛け、共に晩餐を過ごすフェルナードに向けて発した言葉の数々である。

　笑うでもなく怒るでもなく、王子の表情が読めないイザベラは、なんとか王子の言葉を引き出したいと、話題探しに辺りを見回してみる。

　彫刻で細工された木製のテーブルの脚は艶々に磨かれ、重厚感を放っていた。

　だが、テーブルの脚が美しいですねと話題を振られて答えようがあるだろうか。少なくともその話題には、イザベラもうなずくしかできなさそうである。

　イザベラは挑むのをやめた。

「……ご馳走さまでした」

　結局、一度も言葉を返してもらえなかった。小さくうなずいたりはしてくれるのだが、あくまでそれだけで、声を聞かせてもらえない。

　どちらかというと無骨な料理の多かったエルゴルとは違い、その見た目も香りも優美な晩餐に思わずイザベラの心は躍った。しかし彼女を待っていたのは話しかけても返事をしてもらえない、ずいぶんと寂しい晩餐だった。

　テーブルと同じ細工の椅子に腰掛けたフェルナードは、昼に身にまとっていた軍服から簡素な詰襟のシャツとズボンに着替えており、ずいぶんとリラックスしているように見える。

　昼間、フェルナードの言葉を代弁していた従者も、おそらく今は席をはずしており、結果、イザベラがひとりでしゃべり続けるという状況に陥ったのである。

（話す価値もない、ということかしら……）

　それならわざわざ晩餐を共にする必要もないのでは、と思わず口にしそうになり、イザベラはフェルナードをじっと見つめた。

　すでに外は暗く、いくつかの燭台で照らされた部屋の中で、美しいフェルナードは妖しく浮いて見える。

　まるで人をたぶらかす悪魔のような人だ。

　暗い鉱山に住まい、人々を土の闇の中へと引き寄せる、美しくも妖しい悪魔。

「……フェルナード王子」

　彼にとって、イザベラとの結婚も、この晩餐も、政治的な意味合いしかなく、王子としての果たすべき義務でしかないのかもしれない。

　けれど。

「私はあなたの妻として、山脈を越えてこの国へとまいりました。私が嫁いだからといって、父王の愚かな所業が帳消しになるとは思っておりません。私にできることでしたら、なんだってやりましょう。あなたが私を疎ましく思っても、私はこの国に骨を埋める覚悟で嫁いできたのです。……どうかそれだけは、お忘れくださいませんよう」

　目の前の美しい悪魔がどのような人か知らない。言葉も交わしてもらえない。

　けれどイザベラは、この男に嫁いできたのだ。

　いうなれば、イザベラとアステートをつないでいるのはこの男の存在だということ。

　無視をするならすればいい。けれどそうしたところで、イザベラは消えたりしない。

　だが、フェルナードはやはりなにも言わなかった。

　恐れ多いことを言ってしまったと、震えながらもこぶしを握って耐えるイザベラを、彼はじっと見据える。

　けれど、すぐに黙って部屋を出ていってしまった。

　なにか話そうと唇が動いた気がしたが、やはりそれもイザベラの幻想かもしれない。

「……これは、本格的に嫌われたわね」

　そんなひと言がイザベラの口をついて出る。

　無遠慮な女だとあきれられただろうか。

　言葉を飾ることを知らない女だと思われただろうか。

　それとも、母国を守るためにいけしゃあしゃあと媚を売る女だと、嫌悪されただろうか。

　フェルナード王子の意図がまったく読めない。この婚姻はいわばエルゴルの裏切りの代償である。彼がこの結婚に乗り気でないのなら、晩餐を共にする必要はない。イザベラの歌が目的なら、さっさと歌えと命じてもいいくらいである。

　しかしそれをする様子もない。晩餐は開かれど、会話もなければ、歌を要求されることもなかった。

　イザベラがこの国にふさわしいかを試しているのかとも考えたが、効率のいいやり方とはいえない。

（仲良くなれたらピアノを用意してもらいたかったのだけれど、まだまだ道のりは長いわね）

　イザベラはお行儀悪く背もたれに体を預けると、深い深いため息をついた。










秘密の丘




　予想通り、翌日からは毎日スケジュールがぎっしりと詰まっていて、目も回る忙しさだった。

　ドレスの採寸にアステート公国の歴史の勉強、公国特有の礼儀作法の指導、国の主だった貴族との目通り、結婚のお祝いにと届いたプレゼントへのお礼状作成に、貴族のご夫人方との茶会、舞踏会の招待客の暗記、揚げ句の果てには歌のレッスンまで。

　よかれと思って組み込まれたのか、噂の歌姫の実力をはかろうというのか。真相は定かではないが、国一番の声楽家を講師に呼んでいると言われ、イザベラの気は遠くなった。

　歌のレッスンはなくていいと必死で訴え、なんとかわかってもらえたが、侍女からとんでもないことを聞いてしまった。

「ですがイザベラ姫、舞踏会では招待客の皆様も、フェルナード王子も姫様の歌を楽しみにしていらっしゃいます。練習をされているご様子はありませんが、大丈夫でございますか？」

　要するに、練習不足な下手な歌を招待客に聞かせてフェルナードに恥をかかせるなよ、ということだろうか。どう考えても、あの王子がイザベラの歌を楽しみにしているようには思えないのだが。

「……どうしても、歌わなくてはいけないのかしら」

「なにか不都合でも？」

「……ございません」

　思わず侍女にまで敬語になってしまうほど困惑してしまった。

　これは予想できた事態だった。周囲の認識は稀代の歌姫なので、それもあたり前のこと。しかしやはり、日程が決まってしまうと現実味が一気に増すというものだ。

　ここまできっぱりイザベラが歌うのは当然、という態度でこられると、当の本人としては正直困る。

（……どうしよう、練習しなくては）

　もちろん、ひとりでだ。プロの声楽家などに聴かせて、噂の歌姫もこの程度かと思われては立ち直れない。

　歌えない、では駄目なのだ。歌わなくてはいけないのである。

　今まで甘やかされてきた〝エルゴルのイザベラ〟のままではいけない。

　晩餐の日、フェルナードにもたんかを切ったではないか。

『私にできることでしたら、なんだってやりましょう』と。

　歌姫として所望されたのだから、アステートの人間にとってイザベラの価値はそれ以上でもそれ以下でもない。

　そう、イザベラは、歌姫でなくてはならないのだ。

「……ねえ、ひとつお願いがあるのだけど」

　イザベラは怪訝な顔をする侍女に、そっと耳打ちした。




　風は冷たいが、日差しは暖かい。

　冬が近い澄んだ空気の中で、イザベラは草原に広げた敷き布の上に座り込んでいた。

　少し小高い、アステートが見渡せる丘。赤く色づいた楓かえでの木が数本、さわさわと風に枝を揺らしているだけで、それ以外は見あたらない、よく風の通る場所だ。

　イザベラの視界には、アステートの街並みと、あの苦い思い出の騎士棟の石壁が見える。

　さすがのアステートも、基地はそっけない要塞様式だった。どことなくエルゴルの城に似ている。

　この丘は、その騎士棟のすぐ近くにあった。

〝人ひと気けがまったくなくて、大きな声で歌っても聴かれる心配のない、なおかつ、あなたたちが私を監視できる場所〟というイザベラの無理難題にも、侍女は見事な答えを用意してくれた。

　イザベラがひとり、ここで歌うことを許されたのは、城からも比較的近く、遮るものもなく騎士棟から見張ることができるからだ。

　おそらく今頃あの堅そうな石壁から、貧乏くじを引いた兵士がイザベラを監視していることだろう。

　本来なら音楽講師についてレッスンするはずだった時間を、この草原での個人練習に変更してもらうことにイザベラは成功した。

（ありがたいことだわ。最低限以上の自由が約束されている。人質同然の私を外へなんかに放り出すなんて、本当なら許されることじゃないでしょうに）

　最終的に許可を出したのはフェルナードだろうから、今度会ったらお礼を言わなければならない。

　たまにお勉強の合間に遠くを歩いているのを見かける程度で、あの晩餐以来会っていない。

　彼は元気だろうか。そんな間が抜けたことを思いながら、イザベラは敷き布から裸足で草原へと足を踏み出した。

　かさりと冬の固い草が足をくすぐり、イザベラはほうっと息を吐く。

　この固くて無骨な草は、エルゴルでも多く見られた雑草だ。春になればやわらかい芽を出すが、冬の間は美しい緑色をしていてもカサカサに乾いてしまう。母国を離れてまだ一ヶ月ほどしか経っていないというのに、懐かしさで胸がいっぱいになった。

　周囲を見渡し、人がいないことを十分に確認して、一応、見張りがいるだろう基地に向けても一礼する。

　持ってきた瓶からゴブレットへと水を注ぎ、口を湿らすと、イザベラはすうと大きく息を吸った――冷たく乾いた空気が肺を満たす。

　目を閉じ、明るいまぶたの向こうで想像した。

　ここは教会。

　目の前には大勢の聴衆たち。

（恐れる必要はない。皆、聴いてくれる。みんなに聴いてほしい）

　イザベラは、歌うことができる――そう自分で暗示にかけるのだ。必殺、思い込み療法である。

　この方法は、歌えなくなってから何度か試したことがあった。結果はさんざんだったが、ここでまたあきらめるわけにはいかない。

　とはいっても、結局この草原にはひとりしかいないとわかっているので、イザベラの口からはなんなく旋律がこぼれた。軽やかな声が空へと吸い込まれていく。

　あの高い空へと届くようにと、イザベラは歌った。

　こんな大きな声で歌ったのは久しぶりだ。そのせいか、毎日のように人前で歌っていた頃と比べ声の伸びが悪い。高い音がかすれる。低い声が震える。

　選んだ曲は、アステートでもよく歌われている国民にもなじみ深い聖歌だ。

　そしてイザベラにとっての悪夢の歌でもある。

　あの日も歌った曲だ。

　慰安目的だった。戦で疲れていたアステートの兵士たちを歌声で癒やしてほしいという、親睦の会と銘打たれた歌姫としてのれっきとした仕事だった。

　腕や脚をなくした兵士、怪我のため座ることができず、地べたに直接寝転がって曲を聴く者もいた。

　あの美しい男に託されたからじゃない。

　イザベラ自身が、傷ついた彼らを癒やしたいと思ったのだ。少しでも、心を潤すことができたなら、と。

　鉄に裂かれた彼らの冷たい傷に、歌というぬくもりをあげたかった。

　戦場がどのような場所かも知らぬくせに、イザベラは厚かましくも、そんなことを思ったのだ。

（だからきっと罰が下ったんだわ。分不相応にも、歌で彼らを元気づけられたらと思ったりしたから）

　そんな傲慢さを、神も、兵士たちも、そして〝彼〟も、見透かしていたのだろう。

（次、私の歌を聴いた彼は、どんな顔をするのかしら）

　イザベラはまぶたを開けた。

　高い空に、筆でさっとはいたような雲が浮かんでいる。

　そしてその下で、美しい緑色の瞳が、イザベラを貫いていた。

　驚きのあまり、ひゅっと喉が鳴る。

　幻かと思った。けれど、どれだけイザベラが瞬きしても、熱心に見つめても、その幻が消えることはない。

　そこにはたしかに、フェルナードがいた。

　いつもの軍服で馬に乗り、離れた場所からこちらを見ている。

　距離はある。ずいぶんと離れているような気がするが、イザベラの歌が届く距離であるような気もする。

　フェルナードのうしろから、従者が馬に乗って駆けてくる。フェルナードを追ってきたのか、大声で「王子！」と叫びながらどこか怒っているようだった。イザベラに気づいた様子はない。

（聴かれた）

　歌は、とっくに途切れている。

　心臓が大きく跳ね、どくどくと血流が激しくなる。

　それを服の上から抑えるように、イザベラは胸の上でこぶしを握った。

（どうしよう、聴かれてしまったわ）

　聴かれたからなんだというのか。

　聴かせるために練習していたはずなのに、イザベラは逃げるように近くの木の裏へと隠れた。この大きな幹はきっと従者から、フェルナードから、イザベラの存在を隠してくれる。

（聴かれた。どうしよう……）

　またあんな顔で見られたら立ち直れない。

　イザベラは、フェルナードが反応する前に逃げたのだ。

　このまま黙って過ぎ去ってくれるように、と胸の前で手を組んで祈る。その願いが届いたのか、小さな馬のいななきが聞こえると、しんと静かになった。

　フェルナードの従者が、「また黙って抜け出して」とか、「いい加減にしてください」とか遠くで怒っている声がイザベラの耳に届く。

　その声がどんどん遠くなってやっと、イザベラは全身から力を抜いた。

　ドレスが土で汚れることも気にならず、幹にもたれ、地面に座り込む。

（聞こえていたのかしら。でも、聞こえていたら今の歌はなんだと言われるはず……）

　今のイザベラの歌は、とても人に聴いてもらえるようなものではない。歌姫として嫁いできたのに、あんな歌を聴かせてしまえば罵倒されても致し方ない。

　最悪、この結婚は破談になり、祖国エルゴルに新たな罰が下されるかもしれない。

　イザベラは太もものあたりで、ドレスをぎゅうと握った。

（……それともやっぱり――）

　口を出すほどの価値もない歌声だと、思われているのだろうか。

　久々に全身を覆う不安感を、イザベラはまぶたを閉じて耐えた。

　暖かかった日差しはいつのまにか雲に遮られ、妙に肌寒かった。










茶会とチョーク




「え、舞踏会でのイザベラ姫の歌声の披露ですか？」

　騎士棟に向かう道すがら、フェルナードの従者サムエルは、なにを今さら、というような顔を浮かべた。

　その顔が少なからず不機嫌そうなのは、己の主君がまた黙って仕事から抜け出したからだろう。

「当然催されますよ。そのための歌姫でしょう。なんのために裏切り者の娘を娶ったんです」

　フェルナードの妻として容姿の冴えないイザベラが選ばれたのは、その歌声あってこそだ。

　二年前、アステートに慰問に来た際に披露した歌声は、それはもう見事なものだったという。その歌声を生で聴いた兵士の中には、あの歌で傷が癒えた、寿命が延びたなどと言う者までいる。

　正直、エルゴルの裏切りは許しがたいが、引き換えにあの歌姫が崇拝するフェルナード王子に嫁いでくるのならばと、そわそわ、わくわくした兵士や貴族ばかりなのである。

　それなのに舞踏会で歌わないとなれば、なんのために山脈を越えてきたのかと、皆が問いたくなるというものだ。

　サムエルはイザベラの歌を聴いたことがない。

　もともと、そんなものに感動するような豊かな感性も持ち合わせていないし、皆が皆、大袈裟なまでにイザベラの歌声を褒めるので、過大評価しすぎだとどこか冷めた目で見てしまうのだった。

　そんなサムエルに、フェルナードは考え込むように顎を引いた。

　先ほどのイザベラの様子を思い出す。こちらに気づいた途端、真っ青になって逃げたイザベラを。

「え、中止にしろ？　本気で言ってるんですか？　二年前の慰問に参加してた貴族たちからも並々ならぬ期待を集めてるんですよ」

　フェルナードの意思をたがえることなく理解したサムエルが、今度こそあきれ返った声を上げる。

「貴族のご令嬢方にしたってそうです。この国で一番美しく、負け知らずの戦神であるあなたの妻が、未来の王妃が、どんなものか知りたいと、まるで獲物を狙う獣のような目をしてうろついてるんですよ。舞踏会の歌声披露を中止になんてしたら、イザベラ姫はあっという間に噂の的になって、ご令嬢方に付け入る隙を与えることになります」

　そうなれば、最近は静かだったフェルナードの周辺も荒れるに違いない。

　なにせフェルナードは美しい上に王位継承権を持つ王子であり、この国を守護する軍神でもある。

　彼の正妻にはなれなくとも、一夜限りの情けが欲しいと、艶やかなドレスをまとった獣は虎こ視し眈たん々たんとチャンスを狙っているのだ。

「あんな田舎出身のぼんやりしたお姫様に、ギラギラしたわが国のご令嬢方の相手が務まるとお思いですか」

　じとりとサムエルに睨みつけられたが、フェルナードはその件についての明言は避けた。

　あの晩餐で対面したイザベラが、果たしてぼんやりしただけのお姫様であるとは到底思えなかったからだ。

「……あなたがどうしてもと言うのなら、なんとかかけ合ってはみますけど」

　黙り込んだフェルナードに思うところがあったのか、サムエルが勝手にそう解釈して話を進める。

　イザベラの歌披露の中止――納得させられるかどうかは別として、理由ならいくらでもでっち上げられる。

　まだ国に来て日が浅いだとか、皆に聴かせたいがために練習しすぎて喉を傷めてしまっただとか、フェルナード王子が彼女の歌声をその他大勢に聴かすのを許可しなかったとか。

　渋々といった態だが、結局は主の意向に従うサムエルに、フェルナードは微笑んだ。

「そんな顔をしたって無駄です。その顔はどうぞ、未来のあなたの奥様へ見せてください」

　未来の奥様――それをイザベラとは明言せず、サムエルはもうひとつ釘を刺した。

「それと、いつまでも隠し通していないでさっさとお話してください。それこそなんのために奇跡の歌姫を娶ったんです」

　あの晩餐以降、イザベラを避けているフェルナードへの忠告だったが、当の本人はまったく気にしていないようである。

　騎士棟に到着すると、いつも通り鬼より怖いフェルナードの訓練が始まったのだった。




「なんて美しいドレスかしら、イザベラ様。それはどちらのデザイナーのものですの？」

　イザベラのドレスよりずっと華やかで、レースがふんだんに使われたドレスを着ている少女、ミラが言う。

　デザイナーというかなんというか、エルゴル城のお針子ミシェルが母のドレスに手を加えて花嫁道具として持たせてくれたものである。

　この日、イザベラはアステート公国の有力貴族の令嬢から招待を受け、フェルナード王子の婚約者として歓迎される茶会に参加していた。茶会とはいえ小規模なもので、イザベラのほかに年若い令嬢が三人いるだけのものである。

「まあ、イザベラ様の肌は白くてまぶしいわね」

　イザベラの肌よりずっと白く透けるような肌をしたハンナが笑う。

　少し白粉を塗りすぎではないだろうかと、イザベラは心配になる。

「イザベラ様の国には鉱山があるのでしょう。そちらでは粗野で野蛮な男たちが働いていると聞きました」

　間違ってはいない。流血沙汰の喧嘩なんて日常茶飯事だった。

「わたくしも聞いたことありますわ。なんでも裸で仕事をしていらっしゃるとか」

　炭鉱夫は裸で仕事などしない。裸になるときといえば、せいぜい、土で汚れた服を脱いで体を拭くときと、あとは飲めや食えやの大騒ぎのとき、ちらほら見かけるぐらいである。

「まあ怖い」

　ミラが怯おびえた様子で口に手をあてて言う。

「なんて恐ろしいの」

　かぶせるようにハンナも後に続く。

　たしかに裸で炭鉱に潜っていく男たちを想像すると怖い。

　イザベラはありもしない話に不快感というよりはおかしさを覚えつつ、この少女たちはいったいそんな噂をどこで耳にしたのかとあきれてしまう。

（フェルナード王子へと嫁いだ私へのやっかみというところかしら）

「そんな国からいらしたなんて……、イザベラ様はわたくしたちとは住む世界が違いますわね」

（なるほど、ついでにあなたたちの大好きなフェルナード王子とも住む世界が違うのだとおっしゃりたいわけね）

　扇子の向こうで笑みを浮かべているくせに、目だけは憐れみを浮かべているアステート公国のご令嬢たちを眺めながら、イザベラは小さくため息をついた。

　あからさまに感情を見せてはいけないとわかっていても、自然と肩が下がってしまう。

（残念。同年代の娘たちとお話できると楽しみにしていたのに。これから友を持つこと自体、稀なことになるということなのね）

　歓迎の茶会とは名ばかりで、蓋を開けてみれば、イザベラの品評会だっというわけである。

　皆が皆、異様なほど美しく着飾ってきたかと思ったら、この機会にフェルナードに見み初そめてもらい、あわよくば田舎から出てきた小娘を正妃の座から引きずり下ろそうということらしい。

　城に上がる機会が滅多にない年頃の娘たちは、イザベラとの交流を理由にまんまと自分たちの計画を成功させようというわけだ。もしかしたら、彼女たちの父親による画策もあるかもしれない。

　イザベラはエルゴルが懐かしいと心から思った。

　酔っ払いが裸で踊っていたっていいではないか。普段仏頂面の鉱夫たちが酔っ払って気持ちいいまでに騒ぐ様子はなかなかの見物なのである。

　そんな彼らは皆、この未熟なイザベラの気のいい友人でいてくれた。

「……たしかに、この洗練されたアステート公国と、我がエルゴルでは世界が違うかもしれません。ですが、エルゴルで採れた銅がこのアステートの武器の源となります。銅がどのように採れるかご存じでしょうか。他国の鉱山では露天掘りという浅い場所での発掘が主流ですが、我がエルゴルでは長い歴史の中での著しい自然破壊から学び、今は地中深く坑道を掘る方法を取っております。小さな明かりと仲間たちを頼りに、暗い穴をひたすら突き進んでゆくのです。酸欠や崩落も当然ありえます。生き埋めになった鉱夫たちも少なくありません。アステートの勇敢なる騎士たちが命がけで国と民を守るように、我が鉱夫たちも命を賭けて炭鉱に潜ります。……たしかに、我が国は優美とはほど遠い。ですがエルゴルは、わたくしの誇りです。そしてこれからも、このアステートの騎士たちを支えていけるよう、努めてまいります」

　ここまで言えば、エルゴルの姫としての体裁も保てただろう。

　少し模範的すぎる回答だったが、母国を馬鹿にされたままで言い返しもせず悔し泣きでハンカチを噛むのも耐えがたいことなのだ。

　怒涛の返答に戸惑ったのか、威勢のよかった令嬢たちが静かになる。

　このまま終わってくれないだろうか、とイザベラが紅茶へと手を伸ばしたとき、ぱちんと扇子を閉じる音がした。

　顔を上げれば、ひと際美しい少女がイザベラを睨みつけている。

　アステート公国で宰さい相しょうを務める家のステラ令嬢である。

「……イザベラ様が今ここにいらっしゃるのは、その誇りであるエルゴルが我がアステートを裏切ったからではありませんの」

　ステラ嬢の瞳には、並々ならぬ敵意がみなぎっている。

　言われずとも、以前からフェルナードを好ましく思ってきたのだろうということがよくわかる。

（母国を裏切った国の姫に憧れの王子を横からかっさらわれるなど、たしかに許せることではないわね）

　イザベラも、なにも好き好んでこの悪夢の国に来たわけじゃない。

「だからこそ、これからなおいっそうこの国に仕えることを誓うために山脈を越えて来たのです」

　表情を変えずにそう言えば、ステラ嬢はぐっと唇を噛んだ。

　自国の罪を償うための政略結婚だ。裏切ったエルゴルの姫として、アステートに身を捧げるのは当然だろう。

　正確には、エルゴルの姫として、というよりイザベラの歌声に価値を見出されたからだが。

　フェルナードに歌の練習を目撃された日の夜、フェルナード王子付きの従者であるサムエルから、スケジュールの調整から舞踏会での歌披露は中止になったと教えられたのだった。

　そのため、サムエルからは練習は行わなくていいと言われていた。その言葉を聞きながら、イザベラは足もとにぽっかりと穴が空いたような感覚に陥った。

　やはりあの丘での練習を聴かれていたのだと察した。

（中止にせざるをえないほど、私の歌はひどいのだわ――）

　絶望であった。

　練習する必要はないと言われたとはいえ、イザベラは今も定期的にあの丘で歌の練習をしている。

　舞踏会での歌披露が中止となっただけで、これから歌わなくてはいけない機会はまだまだ増えるだろう。その時のために、効果があるかどうかは別として、練習は続けておかなければと思ったのだ。

（フェルナード王子に初めて会った、あの国家間交流の日と同じように、私の歌声は気に入ってはもらえなかったのね）

　あれこれと考えて、悲しくなってしまった。

　歌で誰かを幸せにできると信じていたあの頃、人前で歌うことはイザベラにとっての幸福だった。

　自分の歌で大切な誰かが笑顔になってくれる。一緒に歌ってくれる。

　それはうれしくて楽しくて、とても素敵なものだった。

（私の歌がみんなに愛されていたことは、一国の姫という立場の上に成り立ったものだったなんて）

　自業自得だと反省した。世間を知っているようで知らなかった。

　イザベラの立場に遠慮して、褒めてくれていただけ。

（私の歌に、人を笑顔にする力はない……）

　その事実がただただ悲しかった。

　フェルナードともあの丘でひと目見て以来会っていない。

　遠くで目が合ったとしても、会釈すらされずにすぐに視線を逸らされてしまう。

　無視されているというのとは少し違う。たまにじっと見つめられているときもある。それも冷ややかで強力な目で。

（いよいよ歓迎されていない。……さらにはその姫が人前ですら歌えないなんてことがわかった日には）

　想像してぞっとした。

　なんとしてでも、人前で歌えないという事実は隠さなくてはならない。

　下手くそでもいい。せめて、思い込み療法で成果が出るまでは――。

（本当にできるのだろうか。あの日だって、フェルナード王子に聴かれていたと思っただけで足がすくんでしまったのに）

　今までずっと逃げてきたつけが、国をも巻き込んで大きくなって回ってきたような気分だった。




「そ、そうだわ。イザベラ様は、歌がとてもお上手だとか。お聴かせくださいませんこと？」

　茶会の凍りきった空気を変えようとしたひとりの令嬢が、名案だと言わんばかりに声を上げた。

　イザベラにとっては、大変ありがた迷惑な提案である。

　それまで多少はあった余裕が跡形もなく消えた。

「……え、いえ、あの」

　うまい言い訳も思いつかない。

　ぐるぐるとフェルナードの無表情が思い出される。

「それはもう素敵な歌声だとか。天使の歌声と賞されていたのでしょう」

　無邪気にぐいぐいとイザベラの心を抉ってくる。まだ先ほどのかわいらしい嫌みのほうがよかった。

「えーと」

　背筋を冷たい汗が流れるのを感じた。

　歌えない。

　歌えるわけがない。

　偶然とはいえフェルナードに聴かれ、大事な舞踏会での歌披露を中止にさせるほどひどい歌声など、彼女たちに聴かせられるわけがない。

「父上に聞きましたわ。舞踏会でのイザベラ様のお歌、中止になってしまったそうですわね」

「残念ですわ、楽しみにしていましたのに」

　おそらく、フェルナードの妻の座を仕留めた歌声はいかほどのものか、ということだろう。

　イザベラは顔も体つきも冴えないし、この容姿からまさか天使の歌声とやらが飛び出すわけがないと思われているのかもしれない。ここで歌わせて、とんだ期待はずれだと笑うつもりなのだろう。

　実際は、歌うことすらままならない、彼女たちが思う以下の歌姫なのだが。

「イザベラ姫」

　進退窮まったイザベラを救ったのは、なんとサムエルであった。

　年若い女たちの茶会に涼しい顔で割り込んで、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに礼を済ませる。

「ご令嬢方、お楽しみのところ申し訳ございません。フェルナード王子が姫をお呼びです」

　言いながら、ちらりとサロンの入口のほうへと視線をやる。

　つられるようにそちらを見た令嬢から悲鳴が上がった。イザベラも可能なら悲鳴を上げたかったが、唾をのみ込んで我慢した。

　思った通りそこには、フェルナードが立っていた。

　今日も首をすっぽりと覆う詰襟の軍服を着こなし、柱に頭と肩を預け、腕を組んでこちらを見ている。

　きざな立ち方だが、彼がまったく他意なくそれをしているのがわかる。おかげで令嬢方の頬が桃色に染まっていた。

　令嬢たちと同じような気持ちで彼を眺めていると、目が合った。

　あの美しい瞳が、じっとイザベラを見ていた。

　フェルナードの出現にそわそわしだしたご令嬢には目もくれず、サムエルはイザベラに目配せすると先導するように歩きだす。

　その背中を慌てて追いながらも、イザベラはフェルナードから視線をはずせないでいた。

　今さら呼び出すとは何事だろう。しかも茶会の最中に。

（……あまりにもひどい歌だったから、国に追い返されてしまうのかしら）

　国に帰れるのは素直にうれしいが、取引はどうなるのだろう。

　銅と鉄の取引量を増やすことで、なんとか手打ちにできないだろうか。

　できれば一度自由になった父王の身柄を再び拘束するのはやめてほしい。発掘のいっさいを取り仕切る父王の不在は、エルゴルにとって大きな損害となる。

　実際、フェルナードとイザベラの政略結婚が成立する前――アステートに父王が拘束されていた期間はけっして長くはなかったが、その間、エルゴルの産業は停滞した。

　鉱夫から技術者としても認められている父王なくては、エルゴルの繁栄はない。

（どうしよう、やはりこの結婚はなかったことにと言われたら――）

　そしてイザベラの胸には、言い知れぬ寂しさもあった。

「イザベラ姫」

　サムエルに呼ばれ、イザベラははっと顔を上げる。

　いつのまにか目の前にはフェルナードが立っており、微かにハーブのような香りがする。

　ここまで近づいたのは初めてかもしれない。

「フェルナード王子からお話があるそうです。ご令嬢方はわたくしが引き受けますので、姫はどうぞ王子と庭でも散策してきてください」

　サムエルはそう言い残すとさっさとその場を立ち去り、イザベラとフェルナードはふたりきりにされてしまった。

　サムエルが自分で麗しいご令嬢方の相手をしたくて仕方がないように思える。が、賢明にもイザベラは口をつぐんだ。

　無言のままフェルナードが歩き始める。脚の長さが違うので、あっという間に距離が離れてしまった。

　白亜の回廊を、フェルナードの鍛えられた背中を目指して小走りで追いかけていく。

　吹き抜けになった回廊の両脇は美しい庭になっており、華やかな花々が咲き誇っていた。

　その中でも浮き立つ、まっすぐ伸びた硬質の背中。

　まるで一幅の絵のようだ。

（こんなことが、前にもあった……）

　あの時は、堅牢な騎士棟の廊下だった。

　初めて訪れた騎士棟で、イザベラは当時から軍を率いていたフェルナードに引き合わされたのだ。あの時は、彼がフェルナード王子だとは知らなかった。

　そして今と同じように言葉なく対応され、冷ややかな瞳を向けられた。

　どこに行っても歓迎されてばかりいたイザベラにとって、初めての体験だった。

　人にそのような眼まな差ざしを向けられたことのなかったイザベラは途端に萎縮し、彼の美しさにおののいたのを覚えている。

　それでも、彼はイザベラに期待してくれていたのだろうか。

　あの言葉がどういった思いから紡がれたものなのかわからないし、もう声すら思い出せないでいるが、言われた言葉はずっと、イザベラの胸の中にあった。

　笑顔のない美しい男が、唯一イザベラにくれたもの。

（……天使のようだったのはむしろ彼のほうだわ）

　無言のまま鍛錬場へと連れていかれ、無言のまま歌うように促された。

　そして歌ったはいいが、そこでイザベラは惨敗したのである。

（……そうだわ）

　王子は知っていたはずだ。

　イザベラが天使の歌声など持っていないことを。

　だって実際に、彼は聴いたことがあるのだから――。

　見れば、フェルナードはずいぶんと遠くを歩いている。

　イザベラは慌てて歩くスピードを上げた。

「王子、フェルナード王子」

　脚にまとわりつくドレスをなんとかさばきながら、待ってほしいと声をかける。

　そこでようやくイザベラとの距離に気づいたフェルナードが、唐突に足を止めて振り返った。

「あっ」

　突如振り返ったフェルナードの胸に、イザベラは小走りの勢いのまま激突した。

　先ほど薄かった香りがいっそう強くなって、イザベラを包み込む。

（この香り――どこかで嗅いだことがある気がする。黒板の……そうだわ、チョークのような……）

　鼻がむずむずするようなこの特徴的な香りは間違いない。

（なぜ、彼からこんな匂いが）

　考えようとしたが、額にフェルナードの息がかかり霧散した。

　ごわついた軍服越しに触れ合った体温に、イザベラの心臓は跳ね上がる。

　鉱夫たちと比べればとても細い体だと思っていたが、イザベラを受け止めた腕はびくともせず、力強い。

「ご、ごめんなさ……」

　い、と続ける前に、勢いよく体を引き離された。

　両肩を痛いくらいに掴まれている。

　近い。

　明るい緑が陽光に弾けて、金色の粒子が見える。

　綺麗だな、と思ったのも束の間、掴まれた肩をどんっと押されて拒絶され、追い打ちをかけるように舌打ちされた。

「え」

　びっくりして声を上げたときにはすでに、フェルナードはイザベラの前から忽然と姿を消していた。

　慌てて見渡せば、先ほどより速い歩調で、あっという間に城の中へと消えてゆくうしろ姿が見えた。

　取り残されたイザベラは、ぽつりと回廊に立ち尽くした。

　しばらく待ってみたが、フェルナードが戻ってくる様子はない。

（まただわ……）

　何度これを繰り返せばいいのだろうか。

　目が合った瞬間、フェルナードの喉仏が動いて、唇が震えた。

（なにか話してくれるかと思ったのに……）

　イザベラは嫁いできてから、まだ一度もフェルナードの声を聞いたことがない。










舞踏会




　結婚式が延期になった。

　イザベラのお披露目として舞踏会が行われたが、その後招待客が滞在している間に予定されてた式だけが延期になった形だ。

　侍女から淡々とそれを聞いた夜、イザベラは眠れなかった。

（舞踏会が中止できないのは納得だわ。ここに来てから、城の者がその準備のために奔走しているのを見てきたもの。これだけ労力と資金をつぎ込んだものを、式が取りやめになったからと簡単には中止にはできないわね）

　イザベラの中ではすでに、この結婚はなかったことにされると決まっていた。

　おそらく、延期という形で先延ばしにし、頃合いを見はからってこの婚姻自体を取りやめにするのだろう。

　正直、どのように事を運ぶのかは定かではないが、できればエルゴルにとって害のない方法を取ってほしい。

　政略結婚とはいえ、圧倒的に国力に差がある。もともと、エルゴルに都合のよすぎる話であった。

　アステート公国にとって、そしてフェルナードにとっても、この結婚がなくなっても大した不利益にはならないだろう。




　――あの日、あの回廊で。

（……あの日のことばかり思い出して、ため息ばかり。なんて間抜けなの、私）

　あれ以来、やはりフェルナードとは会っていない。

　きっと、今夜は会えるだろう。

　舞踏会の招待客も、数日前から続々とアステート公国へと集まってきている。

　その中にはエルゴルからの使者の名もあった。父王と家族は復興のため今は国を離れられないが、信を置く者を寄越してくれたらしい。それこそイザベラにとって家族同然の者だ。会えるのはとてもうれしい。

（うれしいけれど……）

　きっと今夜の舞踏会が終われば、イザベラはその使者と共に国へと帰されるのだろう。

（そうなれば、たまに遠くで見かけるあの美しい黒髪を、もう見れなくなるのだわ）

　そう思うだけで、イザベラの胸はしくしくと泣いた。




「ご準備が整いました。イザベラ様」

　侍女に連れられ舞踏会の会場へと足を運ぶと、そこにはイザベラの知らぬ世界が広がっていた。

　もとより美しい城ではあったが、今日はとくに美しい。

　城中に花が飾られ、暗いところなどひとつもないほど惜しげもなく明かりがつけられている。

　舞踏会場の天井はおそらく城で一番高いだろう。広い空間をさらに広々と感じさせ、そこから下がるシャンデリアの絢爛さには息をのむ。やはりこの会場にも生花が飾られ、美しいクロスのかかったテーブルには贅ぜいを尽くしたご馳走が所狭しと並んでいた。

　そしてその舞踏会場を埋め尽くす、人、人、人。

　様々な香水の匂いが入り混じっていて、思わずくしゃみが出た。するとすかさず侍女に睨まれる。

　その視線から逃れるように首を回すと、扉から一番遠いところに玉座が見えた。

　アステート国王夫妻がゆったりと腰掛け、次から次へと訪れる招待客の相手をしている。その優雅な物腰は、母国エルゴルの国王夫妻とは比べ物にならない。

　そこから離れたテラスの入口には、茶会に来ていた令嬢たちもいた。皆イザベラに気づいたようだが、ステラ嬢がつんとそっぽを向くとそれに倣い皆が無視する。

　まあ、こんな場所でひと悶着起こすのも大変なので、その対応はありがたい。




「イザベラ様、フェルナード王子と国王陛下へのご挨拶へ」

　侍女が去り際にそう言ったかと思えば、ざわりと会場が波打った。

　人々の目がイザベラに集まっている。

　いや、イザベラのうしろを見ている。

　そっと振り向くと、そこには目もくらむような美貌の男が立っていた。

「……フェルナード王子」

　例の一角から黄色い悲鳴が飛ぶ。いや、会場にいる女性の大半がそんな悲鳴を上げた気がした。

　いつもの軍服と同じような服ではあるが、今日のそれは格段に質が違う。

　純白の生地に同じく純白の糸で繊細な紋様が施され、差し色として金色の縁取りが成されている。えんじ色の飾しょく緒しょが白い服に映え、全体を引きしめていた。上質なリボンで首から下げられている十字型の騎士の勲章は細工が素晴らしく、きらきらと輝いている。腰には儀礼用の細く長いサーベルを差し、その装飾も息をのむほど美しかった。

　こんな美しい細工を施せるなんて、なんて素晴らしい職人かしら、とイザベラは感嘆した。素材を加工する難しさはよく知っている。エルゴルでもそういった職人を育てようと、数年前に小さな学校を開いた。

（この職人をエルゴルに呼んで、先生になってもらえないかしら）

　などど考えているのは、完全にフェルナードの姿に見とれていた証拠だ。

　会場にいるその他大勢と同じように口を開けて見とれるなどなんだか悔しくて、フェルナードから目を逸らすように無理矢理違うことを考えた。

　そんなイザベラに、無言で手が差し出される。けれど視線は合わない。

　汚れひとつ見あたらない白い手袋にそっと手をのせ、イザベラは覚悟を決めた。

（この舞踏会で笑い者になってもいいわ。この夜がもしかしたら、この人と過ごせる最後の日になるかもしれない）

　最後に見たフェルナードが、神がかりなまでに美しいのだから悔いはあるまい。

　美しすぎるフェルナードになるべく恥ずかしい思いをさせないようにと背筋を伸ばす。

　国王夫妻への挨拶では、イザベラと両陛下がいくつか言葉を交わして終了した。

　その中には、歌声が聴けなくて残念だ、との言葉もあり、恐縮至極である。

　国王夫妻は表面上は穏やかな人物だが、そんな彼らを裏切った国の代表として緊張しないわけがない。実際、イザベラが国王陛下と言葉を交わしている間も、『裏切り者』だとか『同じ同盟国として恥ずかしいだとか』だとか、そんな言葉が聞こえてきた。

　大変申し訳ない。

　叶うならここで父王の所業を詫び、大声で謝罪したいくらいである。

　この時もフェルナードはひと言も話さず、完璧な礼を持って御前を辞しただけだった。

　とはいえ、国王たちも側近たちも、それが普通とでも言わんばかりの態度である。

　フェルナードが言葉を交わしたくないほどイザベラを嫌っているのは周知の事実なのだろうか。さすがにこれにはイザベラもこたえた。

　そんなふうにひとり勝手に追い詰められているイザベラは、フェルナードの手によって比較的静かな一角にあるソファへと誘導された。

　イザベラがソファに座ったのを見はからうようにして、サムエルが現れる。

「イザベラ姫。お耳に入れたいことが」

　サムエルの顔はたいそう真剣である。

　戸惑い、フェルナードを見ると、彼もまた表情が硬かった。何事か。

「エルゴルから来るはずだった使者殿がまだ到着しておりません。馬を飛ばしたところ、山脈の麓で山賊に襲われたようです。使者殿の姿はなく、乗ってきたであろう馬車のみが残されていました」

　抑えた声でそんなことを言われ、イザベラは思わず立ち上がった。

「ここ最近、山賊の出没が頻繁にあり、騎士団の一部を警らにあたらせていたのですが、このような事態になり……」

　謝罪を受けている途中で、イザベラははっとなる。

　その使者が誰なのか、ふと頭をよぎった。

「あの、いえ、お気になさらず。おそらくエルゴルの使者は無事です」

「は？」

　イザベラの言葉に、サムエルが礼儀も無視しておかしな声を上げる。

　フェルナードも片眉を上げ、不可解なものでも見るかのようにイザベラを見た。

　その視線に怯ひるみつつも、イザベラは続ける。

「……推測ですが、おそらく山賊に襲われ、撃退したか姿を隠しているのだと思います。あの、来る予定だった使者はエルゴル城の執事長なのですが、一方で城の警備も務めておりまして、なんといいますか、えー、ものすごく、強いのです」

　自分でもおかしなことを言っているな、とは思うので、フェルナードたちにとってはなおのことだろう。

　おそらく実際に会ってみないと、フェルナードたちも納得しない。

　筋骨隆々の執事らしくない執事長を思い出し、イザベラは続ける。

「おそらく五日以内にはこちらに到着すると思います。今すぐの捜索は不要です。山で遭難しても、きちんと対処できますので。ですがもし五日経っても音沙汰がない場合は、どうか捜索隊を出してもらえないでしょうか」

　イザベラの言葉に、サムエルははあ、と気の抜けた返事しかしなかった。

「もし万が一があっても、わたくしが責任を取りますゆえ」

　言ってから、素直に捜索隊を出してもらってもよかったかもしれないと思った。

　いくらイザベラが信頼しているとはいえ、あの使者を実際に知らない人間にはにわかには信じられないことだろう。

　とはいえ、出した捜索隊が無駄になるのも申し訳ない。

　イザベラの存外はっきりした言葉に、フェルナードとサムエルは視線を合わせて小さくうなずき合った。

「わかりました。姫はこちらで少々お休みになっていてください」

　サムエルに促されるままイザベラがソファに座りなおすと、フェルナードはまたも無言のままサムエルを伴いその場を立ち去ってしまった。

　呼び止める隙もない。

　背が高いので、人並みに紛れてもどこにいるかすぐにわかる。

　おかげで、イザベラから離れた途端、美しいご婦人方に囲まれたフェルナードをばっちり目撃してしまった。

（……笑っているわ――）

　初めて見た笑顔だった。

　唇の端が少し持ち上がり、目もとが緩んでいる。作り笑いだとわかるが、それだけで印象が変わるのだから、美しいとは得である。周囲のご婦人たちの目が完全にとろけている。

（無様だわ）

　夫になるはずだった男に笑ってもらえない。声もかけてもらえない。相手にもしてもらえない。

　最低限の接触があるだけ、まだマシなのだろう。

　それでも、自分には作り笑いすら向けてもらえないのだと思うと――やはりしくしくとイザベラの胸は泣いた。

　この舞踏会の主役であるイザベラに声をかけてくる者はいない。

　皆が皆、これが政略的な婚姻だと理解している。そして、イザベラの地位がこの国の王子よりも圧倒的に下だということも。

　いわば生いけ贄にえだ。国の失態を帳消しにするために捧げられた物珍しい宝石のようなもの。宝石など、おこがましいにもほどがあるが。

　だからそんな者に誰も声をかけてこようとはしない。

　イザベラは、ソファに腰掛けて、ゆっくりと息を吐く。そうしないと、今にも両目から涙があふれそうで、イザベラは何度も何度も深呼吸した。

　ここに到着していたはずの使者の姿があれば、きっとイザベラは元気を取り戻せただろう。

　歌姫として様々な場所へ赴くとき、必ず彼がついてきてくれた。護衛は彼ひとりで事足りるほど強かった。

　強く優しく、穏やかで、イザベラにとって第二の父のような存在なのである。

　そんな彼も今はいない。

　心配はしていないが、今この場で会えないことがひどくイザベラを心細くした。

　ソファに座り、談笑や外交にいそしむ人々をぼんやりと眺める。ここにはこんなに大勢の人々がいるのに、イザベラは誰のことも知らない。彼らもイザベラのことを知らない。イザベラがどんな食べ物が好きで、どんな虫が苦手で、どんな歌が好きなのか、誰も知らない。簡単には払拭できなさそうな寂しさがイザベラを襲う。背筋を伸ばさなければと思うのに、どんどん顔が下を向いてしまう。

　とうとう視線が完璧に磨かれた床まで落ちたとき、イザベラの耳にふとなじみ深い曲が届いた。

（……この曲）

　がらりと変わった曲調に招待客は驚いているようだが、ただひとり国王だけは、なぜか声を上げて笑っている。

（――エルゴルの歌だ）

　炭鉱へと赴く夫の無事を祈る、妻たちの歌。

　イザベラが好きな曲のひとつだ。一番最初に覚えたと言ってもいい。鉱夫たちの妻と一緒に歌いながら覚えた、懐かしい故郷の曲。

（……フェルナード王子）

　こんなことをしてくれるのも、できるのも、おそらくこの場ではひとりしかいない。

（言葉ひとつ交わしてくれないくせに）

　舞踏会の客たちより、イザベラを優先してくれた。

（ずるい）

　こんな真似をされたら、やはり胸が痛む。

　しくしくと泣くような痛みではない。甘く痺れるような、胸を押さえずにはいられない痛みだった。




「イザベラ様、ご準備が整いました」

　瞳を閉じて曲に耳を傾けていると、頭上からそんな声がかかった。

　顔を上げると、従者の格好をした見知らぬ男が立っている。

「どうぞこちらへ。皆さんお待ちかねですよ」

　え、と問い返す間もなく、ぶしつけに腕を掴まれてソファから強引に立ち上がらされた。

　そのままぐいぐいと腕を引かれ、招待客の間を縫ってどこかへと連れていかれる。

　何度かぶつかりながらたどり着いた先は、演奏家たちの横につくられた小さなステージだった。

　床より高さのあるそこに半ば無理矢理立たされ、振り返ったときにはすでに男の姿はなく、一段も二段も高いそこに放り出されたイザベラに招待客の視線がいっせいに集まった。

　一瞬静まった後、再びざわりと騒がしくなる。

「あら、歌われるの？」

「今日のイザベラ姫の歌は中止になったんじゃなかったか」

「聴けるならありがたいわね。とても素晴らしい歌声なのでしょう」

「以前アステートに慰問に来た際にも披露されたとか。その時は聴き逃してしまったので、今夜聴けるとあればいい土産になりますな」

「あの有名な天使の歌声か」

「あれがフェルナード王子の婚約者なの？」

　ざわざわといっそう騒がしくなった会場のあちこちから、そんな声が届く。

　ふと見れば、ステラ嬢を筆頭とした令嬢たちが口もとを扇子で隠してくすくすと笑っていた。

（やられた――）

　好奇と侮蔑、期待の入り混じったたくさんの視線に、イザベラの足がすくむ。

（彼らが私の歌声を聴いて失望してしまったら――）

　そんなふうに思うともう、駄目だった。

　あの日のように失望させてしまったら、下手くそだとののしられたら、思い上がるなと怒鳴られたら。

　手が震える。

　足が震える。

　なかなか歌い始めないイザベラに、会場の騒ぎはいっそう大きくなり、怪訝な視線が混じりだす。

　そうなるともう、イザベラの喉はますます縮こまって、歌どころか声すら出せない。

　頭上のシャンデリアがまぶしくて、くらくらする。ただただ人の目が怖い。

（どうしよう、誰か……）

　助けて、と両手でドレスを握りしめたときだった。

　チョークのような匂いがしたと思ったら、ふわりと体が浮く。

　長いドレスの裾をうまくすくわれて、頬がひんやりと冷たい勲章に触れた。

　えんじ色の飾緒を、どこかで見たな、とぼんやり眺めて、はっとなる。

「フェルナード王子……」

　いつのまにか、イザベラはフェルナードに横抱きにされていた。

　どこかで聞いたことのある悲鳴が上がる。いつかのように黄色い声ではなかった。

　だがそんなこと、気にもならなかった。

　フェルナードがイザベラを見ている。

　近い。お互いの虹彩の模様までわかるほどの距離で、じっと顔を覗き込まれていた。

　シャンデリアに照らされた、昼間より少し暗い緑の目が、イザベラを見ている。

　周囲の喧騒もろくに聞こえてこなかった。

　フェルナードの瞳だけが、イザベラの視界の中で鮮明に輝いている。

　見つめ返し、震える手でフェルナードの軍服に触れたとき、すぐ横になにげなくサムエルが立った。

　イザベラは、慌てて触れた手を引っ込める。公衆の面前で、フェルナードの胸にすがりつくところだった。

「申し訳ありません。こちらの手違いで、イザベラ様を舞台に上げてしまいました。まだ国に来られて間もない上、ご覧のように我が国の王子は歌姫の歌声を独り占めしたいと思っていらっしゃいます。期待された皆様には申し訳ありませんが、どうか今宵はご容赦ください」

　サムエルは冗談を交えながら声高々にそう宣言した。

　会場からどっと笑いが起き、いくつか品のいい野次まで飛ぶ。

「この後も皆様お楽しみください」

　サムエルがそう言うと、演奏家がダンスの曲の演奏を始めた。

　途端に婦人たちがそわそわしだしたので、紳士たちもそれに倣う。

　その隙を縫うように、フェルナードはイザベラを抱えたままステージから下りた。

　自分もすぐに下ろされるだろうと思っていたが、フェルナードは一向にイザベラを下ろそうとしない。しかもあろうことか、そのままの状態でよどみなく会場を後にする。

　数人にからかうような声をかけられたが、フェルナードはあの美しい笑みでさらりと乗りきった。

　会場から出る際、悔しそうなステラ嬢たちを見たような気がしたが、正直それどころではない。




「あ、あの」

　膝の下と背中を支える、フェルナードの頼もしい腕に、どうしても意識が向いてしまう。恥ずかしいのに、この状態では身じろぐこともためらわれる。

（どうすれば……）

「お、下ろしてください。フェルナード王子」

　まさか自分をどこかへ運ぶ気だろうか。

　あのように会場を騒がせておいて、主役がふたりも抜けていいはずはない。

「わたくしは大丈夫です。どうか会場へお戻りを」

　イザベラは、がっしりとした肩に手をついて離れようともがいてみるが、まったく無駄な抵抗だった。

　フェルナードは無言のまま、腕の中でもがくイザベラをぎゅっと抱き寄せ、その動きを封じた。

　心臓が痛い。こうして異性と密着する経験をしてこなかったイザベラには、とんでもない状況である。しかも相手はフェルナードだ。

　背中と膝裏に回った力強い腕をいやでも意識して、イザベラは今にも呼吸が止まりそうだった。

　そんなイザベラとは正反対に、冷ややかともいえる無表情でフェルナードは回廊を進む。

　進めば進むほど明かりは少なくなってゆき、舞踏会の喧騒もとうとう届かない場所まで来ると、フェルナードは見張りの立つ大きな扉の前で立ち止まった。

　薄闇の中でも、扉の装飾が素晴らしく重厚なのがわかる。特別な者のための、特別な扉だ。

　軍服を着た見張りの者が、フェルナードを認めると静かに扉を開ける。

　ここがどこなのか、言われなくてもわかる。

　フェルナードの居室へと連れてこられたらしい。

　重厚なカーテンが幾重にもかかった続きの間を抜ける。

　おそらく敵襲に備えての部屋だろう。この部屋にも騎士がふたり配属されていた。

　ふたりとも顔には出さないが、視線はイザベラに留められている。

「あの、王子、わたくしは自分の部屋へ……」

　居たたまれなくなったイザベラが「戻ります」と口にしようとしたとき、もう一枚の扉が開けられた。

　途端に、鼻腔をくすぐる独特の匂いが強くなる。

（またこの匂いだわ……）

　思わず顔を上げたイザベラの視界に入ってきたのは、壁中に黒板が張り巡らされた変わった部屋だった。

　手前には来客用のテーブルにソファ、一段高くなった奥には執務机が見える。暖炉に、織り目の美しい絨じゅう毯たん、シャンデリア……と、置いてあるものは通常の居室と変わらないように見えるが、圧倒的に四方の壁が変わっていた。

　フェルナードの背より高く、壁にはすべて黒板が埋め込まれている。そこから天井まではびっしり書物が並べられた備えつけの本棚になっており、まるで学校のようだった。

　黒板には白いチョークで様々な言葉が書かれている。入口から入って左側の黒板は文字で埋め尽くされ、言葉の判別がつかないほど書き込まれていた。執務机の真うしろの黒板は半分ほど文字で埋まっており、数枚の地図がかけられている。反して入口から向かって右側の黒板は、文字ひとつ書かれず綺麗なままである。

　どうやら左側の黒板から順に書いて埋めていっているらしい。いっぱいになったら次の黒板、そしてすべての黒板が埋まる前に、一番初めに埋まった黒板を綺麗にしてまたそこに書く――。

（なんのために？）

　この時、イザベラの中でひとつの仮説が生まれた。










王子の秘密




　フェルナードは右側の綺麗な黒板の前まで歩くと、そこでイザベラを下ろした。

　体温が離れ、寒かったわけでもないのに妙な寂しさを感じる。

　そんなことを思ってしまった自分が恥ずかしく、イザベラは赤くなった頬を隠すようにうつむいた。

　そんなイザベラの前で、フェルナードはおもむろにチョークを手に取り、黒板に慣れた手つきで文字を書き始める。

　チョークが黒板をこする音に顔を上げ、恥ずかしさも忘れてイザベラはそこに書かれる文字を凝視した。

『伝えるのが遅くなってしまい、申し訳ない』

　なにを、とは聞き返さなかった。

　おそらくイザベラの予想はあたっている。

「……いつから」

　それしか返せなかった。

　その意味を正確に読み取ったフェルナードが、再びチョークを握る。

　カッカッと黒板をチョークがこする音がする。

　静かな広い部屋に、その音だけが大きく響いた。

『一年半前、西の国との戦があった。その時受けた傷で』

　そう書き終えると、礼装の襟もとを緩めた。

　白い首にひと筋の深い傷が見える。深く抉り取られたような傷は、完全無欠の美しいフェルナードの中で異様に浮いていた。

「治らないの……？」

　その傷の深さを見ればわかるだろうに、イザベラはそんなことを口にしていた。

　問われたフェルナードが、困ったように眉を下げる。

　初めて見る表情だった。

　それなのに、イザベラはフェルナードの動かない唇から目が逸らせない。

（だって、まだ一度も声を聞いていないのに）

　一年半前、ということは、二年前の慰問時は問題なかったのだろう。

（あの時、たった一度聴かせてくれた声を、私はもう覚えていない）

　もう聞くことができないと思うと、イザベラの心は絞られたように痛んだ。

（たった一度だけの彼からの声を、どうしてちゃんと覚えていなかったのだろう）

　一度だけ交わしただけの言葉。惜しむ必要もないだろうに。それともだからこそ、聞きたいと思ってしまうのだろうか。

「どうして、今になって私にそんな話を？」

　エルゴルに帰らされるのではないのだろうか。

　衝撃のあまり、姫としての言葉遣いも忘れて問いかけていた。

　見ていた限り、フェルナードが発声できないというのは限られた人間しか知らないことのようだった。

　もしかしたら国家機密扱いかもしれない。そんな情報を、国に帰すつもりの人間にするだろうか。

　イザベラの問いに、フェルナードがなにか言いたげに唇を震わせる。

「それが、歌姫であるあなたを妻に迎えた理由だからですよ」

　突然第三者の声が聞こえて、イザベラはびくりと肩を震わせた。

　振り向けば、少し息を切らしたサムエルが立っている。

「遅くなりました。犯人を保護者へ引き渡すのに時間がかかりまして」

　そんなことを言いながら、イザベラとフェルナードに従者の礼をとる。

（犯人――ステラ嬢たちのことだわ）

　歌わなくてよかったはずのイザベラをステージに引きずり出し、歌わざるをえないような状況をつくり出したのはどう考えても彼女たちだろう。先日の茶会でイザベラに嫉妬し、大勢の前で恥をかかせてやろうとでも思ったのだ。

　なんとも浅い考えだが、恋に夢中でかわいらしくもある。

　ステージに引きずり出された恐怖すら忘れて、イザベラは口を開いた。

「年若いご令嬢たちに、あまり厳しい罰などお与えくださいませぬよう」

　突然姫として発言したイザベラに、サムエルが驚いたように目を見開く。

「……これは驚いた。あれらにお気づきでしたか。万事問題ありません。それぞれ父上たちからちょっとした灸きゅうを据えられる程度でしょう」

　言いながら、主人の部屋の戸棚から酒の入ったデカンタとグラスを取り出しテーブルに並べる。

「どうぞ座っておくつろぎください。話をいたしましょう」

　じっと見つめられながら言われ思わず怯んだが、そんなイザベラの手をすくうように取ったフェルナードが、ソファへとエスコートしてくれた。

　今までなら無言でそうされることに悲しくなっていたかもしれないが、今はただその気遣いが純粋にうれしい。

（馬鹿ね、私。なんて単純なの）

　これではステラ嬢たちをかわいらしいと笑っていられない。

　そうしてエスコートされたソファに腰掛けて、イザベラはおかしなことに気づく。

「黒板……」

　普通のテーブルかと思っていたが、天板が黒板になっていた。

　デカンタとグラスが直接置かれたそこには、いくつかの文字と簡潔な地図が書かれている。

　エルゴルの鉄、西の国、強化、延期、イザベ……。

　――バンッ。

　イザベラが無意識に文字を追っていると、フェルナードの大きな手がそこを覆って隠してしまった。驚いてフェルナードを見れば、向かいのソファに座ったままうつむいていて表情が見えない。

　ともすれば怒っているようにも見えて、ざっと血の気が引いた。

「あっ……、ぶしつけに申し訳ありません」

　もしかしたら軍事に関することだったのかもしれない。それならイザベラが容易に知っていいことではないだろう。

「かまいませんよ。本当に知られてまずいものは文字に残しませんから。それは王子が個人的に知られたくないことが書いてあっただけです」

「個人的に……」

　どちらかといえば軍事機密より知りたいが、教えてもらえるはずもないだろう。

　フェルナードは黙々と濡れた布で文字を消しながら、サムエルをじっとりと睨みつけていた。

（なんだか、印象が変わったわ）

　秘密を話してもらったからだろうか。とくにまだ多くの言葉を交わしていないというのに、イザベラの中でフェルナードのイメージが大きく変わってきたような気がする。

　ここが彼の私室で、彼がくつろいでいることも影響しているのだろう。今までイザベラが勝手につくり上げていたイメージより、ずっと親しみが持てる。

　この彼なら、イザベラが人前で歌えないことも許してくれるような――そんな印象さえ受けた。

「さて、先ほどのお話の続きですが」

　この政略結婚の経緯も忘れ、思わず夢見がちなことを考えたイザベラをサムエルの鋭い声が現実に戻した。

「姫には大変長く誤解させたままでいましたが、ご覧の通り、我が王子は先の西の国との戦いで声を失いました。この事実を知っているのは国王夫妻に国の上層部、それと騎士団の各団長、そして私を筆頭とするごく一部の者たちです。部屋の見張りの者にも、秘密を知っている者を配属してあります」

　結構な数の人間が知っているような気もするが、この城の大所帯ぶりを考えたら妥当だろう。

「……なぜばれないのですか」

　今まで普通に話をしていた者がある日突然話さなくなったら、おかしいと思うものではなかろうか。

「もともと、口数が多くはなかったので、そこまで交流を持たない者にはわかりません。騎士団の中には怪しんでいる者もいるようですが、忠誠を誓う者ならば知られてもとくに問題はない。だいたい、別に秘密でもなんでもないのですよ」

　秘密ではないのに今さら打ち明けられたイザベラとしては複雑である。

「あなたに関しては、フェルナード王子がなかなか話す機会を得られなかっただけです」

　しれっとサムエルはそう言うが、果たして本当にそうだろうか。

　晩餐の時もあの丘でも、茶会のあの日でも、なんなら初めて顔を合わせた時でも、言おうと思えば言えたような気がするのだが。

　フェルナードを見ると、ぱちりと目が合ってすぐ、気まずげに視線を逸らされた。

「秘密ではありませんが、それがどんな災いの種になるかもわかりません。王子は唯一の王位継承者ですので、後継者争いはないにしても、どこから反感の糸が飛び出るかわかったもんじゃありませんからね。なにせ我が国は大きい。今は従順に従っている有力貴族たちも、裏ではどんな悪だくみを巡らせているかわかったもんじゃありません」

　唯一の後継者を戦に出すアステート国王にも驚きだが、どろどろとした国内事情にも怖いものを感じる。

　エルゴルでは、たまに喧嘩もするが、皆がお互いに家族のような関係だったので、反感だの悪だくみだの、イザベラにとって縁遠いものばかりだ。

「そこで、あなたに白羽の矢が立ったのですよ」

　サムエルが酒を用意しながらイザベラを射抜く。

　差し出されたグラスを思わず受け取り損ねそうになった。

「天使の歌と名高いあなたを娶り、フェルナード王子のカリスマを維持しようと考えたのです」

　サムエルの力強い言葉に、イザベラは相づちも打てなかった。

「正直、騎士団に関しては問題ありません。過去幾度も王子と共に死線を越え、王子の戦略によって命を救われた者も大勢います。それは王子も同様です。信頼の上に成り立っていますので、今さら王子が負傷して声が出なくなったところで彼らが裏切るとは思えない。問題なのは、虎視眈々と権威を狙う貴族の豚どもです」

「豚」

「そうです。豚です」

　思わず反芻すうしたイザベラに、サムエルがやはり力強く返す。

　その隣で、フェルナードがなんとも言いがたい表情を浮かべている。サムエルの飾らなすぎる言葉にあきれているのかもしれない。

「貴族たちが納得するだけの材料が欲しかったのです。王子が声をなくしても、王子たりうる存在であることを形にして主張する必要がありました。そこで、イザベラ姫の出番です。我が有力貴族には、過去の慰問にてあなたの歌を聴いた者が多くいる。それを利用して、王子がその地位を磐石なものにするまでのしばしの間、あなたに王子の盾となっていただきたいのです」

「盾」

「そうです。盾です」

　先ほどと同じやり取りを繰り返し、イザベラとサムエルはしばし見つめ合うこととなった。

　フェルナードが地位を確立するまでとは、どういう意味だろうか。サムエル自身が言ったように、彼はたったひとりの王位継承権を持つ王子である。今さら地位の確立など必要だろうか。

　そもそも盾とは、いったいイザベラはどうすればいいのか。

「今、我が国は水面下で西の国と攻防戦を行っております。まだ表沙汰にはなっておりませんが、それも時間の問題でしょう。この西の国との戦を制すれば、我がアステートには真の平和が訪れるといわれております。過去、何代かの時代にわたり繰り返された積年の相手との戦に、フェルナード王子が決着をつけることで、戦馬鹿と王子を愚弄する貴族たちを制したいと思っております」

　エルゴルでは、フェルナード王子は戦神として音に聞く活躍ぶりだった。国の守護者とまでいわれている王子に不満を抱く者が、まさかアステート国内にいるとは予想もしなかった。

　ちらりとフェルナードを見ると、本人はさして気にしていないかのように酒をあおっていた。

「どんなに完璧でも、ケチをつけたくなるのは人間の性ですからね。そもそも王子は他者に厳しすぎるきらいがあるので、そういったところからも反感がでているのでしょう。まあそんな小さい輩の目を逸らすためにも、あなたにはフェルナード王子の花嫁としてきっちりと役目を果たしていただきたいのです」

　そうだろうか。イザベラの中には他者に厳しすぎるという印象はまったくない。

　しかしイザベラは、それとは違うことが突き刺さった。

〝フェルナード王子の花嫁〟――。

　とんでもないことを言われている。

「なぜそこで赤くなる」

　サムエルが心底あきれたような声でつぶやいたが、イザベラは顔を上げられなかった。

〝フェルナード王子の花嫁〟などと、彼のものになったような気がして照れくさいと感じた。

「……王子、私はもう下がりますので、あとはあなたの口からどうぞ」

　あきれ返りすぎたのか、サムエルはため息をつきながら部屋を出ていってしまった。

　途端に沈黙が落ちる。

　なにを話せばいいのか。声を持たない彼を相手に、ぶしつけに話しかけていいものか。迷惑じゃないだろうか。会話は、どのようにすればいいのだろう。

　困り果てて手の中のグラスをこね繰り回していると、フェルナードが不意にチョークを手に持った。

『ステラ嬢のことだが――』

　まだなにかあるのだろうか。イザベラが続きを促すように首をかしげると、フェルナードは大真面目な顔で新たに文字が書かれた黒板を差し出した。

『あなたが望むなら、投獄してもかまわない』

（はい？）

　思わず黒板とフェルナードを見比べてしまったが、冗談を言っているふうでもない。

「……いえ、あの、もう怒っておりませんので」

　そもそも驚きはしたが怒ってはいない。しかも投獄とは。ステラ嬢は腐っても宰相のひとり娘である。いくら王子とはいえ、そんな真似ができるものだろうか。

　イザベラが戸惑いながらそう答えると、フェルナードはしばらく考えた後、もう一度チョークを動かしていく。

『宰相の娘などという肩書は気にしなくていい。正直、あなたに敵意を向ける者を野放しにしておきたくない』

　またとんでもないことを書かれた。

　それはイザベラを思ってのことなのか、騒動の種を早いうちに摘んでおきたいということなのか、イザベラにはわからない。

「いいえ、王子。彼女はまだ若く見境がないだけです。今回はフェルナード王子に助けていただいて実害があったわけではありませんので、どうか許してあげてください」

　イザベラにとって、あの程度のことで未来ある若者を投獄するなど思いもしないことだ。

　焦りながら先ほどと同じように答えると、フェルナードはふむ、とうなずいてくれた。

　フェルナードは容赦がない。敵意というものを徹底的に排除するところはいかにも軍人らしいが、王族という立場だからこそそれに拍車がかかっているように思える。

　敵に回してしまうと、これ以上に恐ろしい人間はいないのではないか。

　少しでも彼に不利益な真似をすれば、即座に切り捨てられてしまいそうな危うさを感じさせていた。

　フェルナードの筆がまた動く。

　今度はなにを書かれるのだろうかとドキドキしながら、イザベラはその手が止まるのを待った。

『それと、サムエルの言うことは気にしなくいい』とは？

　イザベラが不思議そうに首をかしげたからだろう、フェルナードは白い言葉を付け足した。

『嫌なことは嫌だと、はっきり断ってくれてかまわない』

　ぶっきらぼうだが、その真摯な視線が突き放しているわけではないと物語っている。

（まさか、そんなことを言われるとは思わなかった）

　言葉をかけてもらえない、声を聞かせてもらえないと悲観していたのが嘘のようだ。

　こうして言葉を交わしてみれば、彼はとても優しい人だというのがわかる。

　先ほどの舞踏会でもそうだった。

　イザベラの心を思って、故郷エルゴルの歌を聴かせてくれた。

　イザベラのために、動いてくれた。

（私は、彼のためになにができるのかしら）

　テーブルの黒板に書かれた文字をじっと見つめて、イザベラは自分なりに考えてみた。

「……いえ、お話はよくわかりました。私は、婚約者として、あなたの隠れ蓑みのとなればいいのですね」

　西の国との戦いが収まるまで――それがいつまでかかるかわからないが、おそらくそれまでは、イザベラは彼の隣にいられるのだろう。

（式が延期されたのも、初めからそのつもりだったからだわ。すべてが収束すれば、私は役目を終えて国に帰される……）

　まさに政略という名にふさわしい結婚ではないか。いや、結婚にすらたどり着いていない。

（取引、とでも言えばいいのかしら。父の裏切りの代わりに、私は彼に尽くす）

　顔を上げると、薄暗い室内で揺らぐ緑の目とかち合った。

　その目はなにか言いたげだったが、結局は唇が震えただけで音にはならなかった。

「……痛みは、もうないのですか」

　一年半前ならば、とっくに完治しているだろうに、イザベラはそんなことを口にしていた。

　フェルナードが少し驚いた顔でチョークを握り、テーブルの黒板に文字を書く。

『今はもう痛まない。雨の日には少し痛むこともあるが……』

　イザベラは、古傷がたまに痛むと鉱夫が口にしていたのを思い出した。

　フェルナードのそれも、同じようなものなのだろうか。

「……エルゴルでは、古傷に温かい布を押しあてて痛みを軽減させていました。こうして、喉を手で覆って温めると、血の巡りがよくなって痛みが軽くなるかもしれません」

　炭鉱に潜るのは大変な仕事だ。だからこそ怪我も多くある。そういったとき、鉱夫たちは自分の手や妻の手で、その傷を温めて痛みを和らげるのである。

「とくに、妻に歌ってもらいながら温めてもらうと、痛みなど吹き飛ぶと皆言っていました」

　あの筋肉だるまの執事長もそんなことを言ってのろけていた。独身者にすれば許しがたいのろけだが、イザベラは純粋にそのやりとりに憧れたものだ。

　いつか自分にも伴侶ができて、もし彼が古傷が痛むと言ったら――などと、乙女の妄想よろしく考えた。

　そんな妄想でにやにやしていた自分に、イザベラは思わず笑ってしまった。

　するとイザベラの耳に、チョークの音が届く。

『……では次に痛んだときは、あなたにお願いする』

　笑顔など吹き飛んだ。代わりに沸騰するかと思うほど顔が熱くなり、イザベラは言葉をなくしてフェルナードを見つめてしまう。

　うつむいているフェルナードの表情は見えなかったが、その耳が少し赤くなっているような気がした。

　予想だにしなかった展開に、イザベラが「え」だか「う」だか言葉にならない声を上げて困惑していると、フェルナードがゆっくりと顔を上げる。

　ふたりの目が合う。蝋燭の明かりがフェルナードの瞳に映り込み、まるで深い森に炎が宿っているようだった。

　自分の中で、徐々に浮かれた熱が引いていくのがわかる。

　お互いに、なにを話せばいいのかもわからず、ただ見つめ合っていた。

　フェルナードの眼差しは、凪いでいて、強い。

（あんなに大きな傷を負っているのに、この人はとても強い）

　声を失ったことなど感じさせない。

　堂々と、己の姿をまっすぐに見つめられる人だ。

（人の評価に怖気おじけづいて、歌えなくなった私とは違う）

　美しくて、強い。

　あの日からまったく変わらない、美しすぎて、なにを考えているのかわからなくて、少し怖い。

（そんな彼のために、私はなにができるだろう――）

　彼の傷を温めてあげたい。

　けれどそれ以上に、なんらかの形で彼の助けとなりたい。

「……晩餐での、私の言葉を覚えていらっしゃるでしょうか」

　美しい人を見つめながら、イザベラは己の気持ちに忠実に、そう口にしていた。

「秘密を教えていただいた今、あの言葉をいっそう強く意識いたします。あなたのために私が役立つのなら、どんなことだってやりましょう」

　イザベラは決意を持ってそう口にした。

　どんな結果が待ち受けていたとしても、彼のためにできることを尽くそう。

　フェルナードは少し驚いたように瞠目して、そして少し迷うように、チョークを持った。

　カッカッと小気味いい音が響き、白い文字が綴られる。

『ご協力、痛み入る』

　その他人行儀な言葉が、イザベラにはひどく痛かった。

　その後、数刻もしないうちにフェルナードの自室を辞すことになった。

　本音を言えばもう少しゆっくり話をしてみたかったが、そもそも舞踏会の最中である。イザベラは部屋に戻るようフェルナードに言われたが、フェルナードはどうやらまた舞踏会会場へと戻るらしい。

「わたくしも行きます」

　一応は、イザベラとフェルナードの結婚祝いの舞踏会となっている。

　そんな舞踏会に、フェルナードひとりを戻らせることなどできない。

『あの流れではまた歌をせびられる。今日はもう部屋に戻るといい。こちらでうまく言っておく』

　部屋を出る間際、入口に一番近い黒板に書かれたそれに、イザベラがなおも反論しようと口を開いたとき。

『おやすみ、イザベラ』

　フェルナードはそう手早く黒板に書くと、イザベラの手の甲にキスをして反論を封じた。

　不意打ちにがちりと固まったイザベラの横をすり抜け、音もなく部屋を出ていく。

　フェルナードから香るそれと同じ匂いが充満する部屋にひとり取り残されて、イザベラは火照った頬を持てあまし、しばらくその場に立ち尽くしていた。

　視線の先には、フェルナードが書いた〝イザベラ〟。

　声のないフェルナードに、初めて〝呼んで〟もらった名前。

（……自分の名前が特別に見える）

　きっとそれは、美しい文字だからというわけではないのだろう。

　続きの間の騎士が様子を見に来るまで、イザベラは熱に浮かされたように、ずっとその文字を眺めていた。










西の国




「ちょっと待って」

　ひと晩よく眠り、冷静さを取り戻して発した第一声がそれだった。

　起きたばかりの目を、朝日が容赦なく突き刺してくる。

　今日も美しい晴れ間が広がっていた。

「私はなにを浮かれていたの……。サムエルが言っていたのは、要するに」

　朝から思わず独り言をぶつぶつとつぶやいてしまう。

　そう、要するにサムエルの話は――婚約者であるイザベラに、歌姫として活躍してほしいということではないか。

（歌えないのに？）

　婚約者としてフェルナードの盾になるということは、その歌声で周囲の視線をフェルナードから逸らせろということだ。

　昨日、あんな自信満々な態度で請け負ったというのに、やっぱり歌えません、では詐欺である。

（あの美しい人の役に立てると思って浮かれていた）

　フェルナードに微笑まれただけでそわそわしている自分が恥ずかしい。

　恥ずかしいと思いつつ、昨夜、フェルナードと交わした声のない穏やかな会話が頭の中を巡りに巡って、イザベラの頭をぼんやりとさせる。

　ぼんやりしている場合ではないと何度己を叱咤しても、ふと気を抜けばまたあの会話を繰り返している。

「イザベラ様、そうして壁にぶつかりそうになるのはこれで三度目でございます。本当にぶつかってしまう前に目を覚まされてください」

　そしてとうとう、侍女から苦言をもらう。

　その三度すべて彼女に助けてもらっているので、頭が上がらない。

「ごめんなさい……」

「わたくしのような者に謝る必要はありません。イザベラ様はフェルナード王子の妻となる方。お体の傷には十分にお気をつけくださいませ」

　その言い方に、イザベラはとてもいやらしいものを連想し、困惑する。

「舞踏会でお疲れなら、今日は歌の稽古はお休みになられては」

　さすがに三度も繰り返すと体調が悪いのではと心配になったのか、侍女が幾分やわらかな声でイザベラを覗き込んできた。

「大丈夫。それは必ずするわ」

　しなければまずい。人前で歌えなくなってから、本格的なレッスンはしてこなかった。人前で歌う歌わない以前に、錆さびついている己の声を取り戻さなければ。

（そうじゃないと、フェルナード王子の役には立てない）

　今度こそ彼の期待に応えたいと、イザベラは考えていた。

「ならばもう少ししっかりなさってください。このようにぼんやりされていては丘までおひとりで行かせられません」

　きっぱりとそう言われ、イザベラは改めて侍女を見つめた。

　今の言葉は、イザベラを心配してくれている言葉だ。

　笑顔もないし物言いもきついが、彼女は悪い人ではない。

　彼女には、朝起きて一番に歌の稽古の続行を願い出た。最初は渋った彼女だったが、熱心にお願いすると自らフェルナードのもとへ赴き、許可をもぎ取ってイザベラの願いを叶えてくれたのだ。

「そういえば、私、あなたのお名前も聞いていなかったわ」

　エルゴルのこと、歌のこと、舞踏会のこと、フェルナードのこと……ほかのことにばかり気がいって、一番世話を焼いてくれた彼女を蔑ないがしろにしていた。

「わたくしの名前など覚えなくてよろしいのです。それよりもアステート公国の憲法書を……」

「あなたの名前が知りたい」

　変な方向へちくちく言い出しそうになった彼女の声を遮り、イザベラははっきりと声を上げた。

　なるべく命令にならないように、お願いとして彼女に受け取ってもらえるように。

　彼女は少し驚いたように目を見開いた後、少しためらうように視線を逸らした。

　何度か逡巡して、小さく口を開ける。

「……ベルと申します」

　下手をすると聞き漏らしそうな小さな声だったが、イザベラはなんとかその声を拾い上げる。

　その様子が拗すねた子どものようで、なんだかかわいい。

「ベル。なんて素敵な名前なの。今までありがとう。これからもどうぞよろしく」

　うれしくなって、思わずベルの両手を握る。

　イザベラの言葉に小さくうなずいたベルの頬は、ほんのりと赤くなっているようだった。

　まったく懐かない猫がぺろりと指をひと舐めしてくれたような気分である。

「なんだかとてもうれしくなってきたわ。ねえベル。今日は一緒にお外でお茶でもしない？」

　イザベラはにやけた顔でそう言ったが、ベルの対応はいつもと変わらなかった。

「本日はアステートの歴史をお勉強する予定が入っております。歌の練習をしたいのであれば、そちらをまずきっちりこなしてくださいませ」

　いつも以上に厳しい。

　イザベラの勉強は、アステート公国の歴史、憲法、主要政策を中心として行われている。

「イザベラ様、今日は西の国についてお話いたしましょう」

　だが、講師から言われたそのひと言に、イザベラはぐっと背筋を伸ばした。

〝西の国〟――。

　昨夜、サムエルの話の中で出てきた国だ。この国との戦いを制すれば、フェルナードの立場は磐石なものとなるという、あれである。

　そもそも、エルゴルの王である父がアステートを差し置いて商売を持ちかけた相手が西の国だった。

　当時エルゴルでは、それまで採れていた銅と青銅とは別に、新たに鉄が発掘されたばかりだった。その絶妙なタイミングで、西の国から名のある商人が入国してきたのだった。

　さすがに怪しいと父王はいぶかしんだのだが、長年アステート公国が主流となっていた取引先を増やしたいとの思惑もあり、商人を通じて西の国へと鉄の輸出について話を持ちかけたのである。

　西の国はアステートを挟んだ向こう側にあり、エルゴルへと入ってくる情報量が少ない。アステートと度々交戦してきたことはわかっていたが、今もなおその戦が続いているとは思っていなかったのである。

　アステートと西の国が交戦中であること、友好国であるアステートを差し置いて西の国に鉄を輸出しようとしたことは裏切り行為にあたる、というような内容の書状が届いて初めて、事態の深刻さに気づいたというわけだった。

　完全に情報不足、調査不足、父王の欲が招いた当然の結果だった。

　西の国は海に面しており、物資も豊かだという。ただし海からの潮にやられ、農作物の生産量が少ないのが長年の悩みであり、山間部の田畑でも十分に賄えているようだ。だが、国をもっと豊かにしたいがために隣に接している緑豊かなアステートの土地を何百年と前から狙っているのである。そのたびに国境では戦が勃発し、休戦、またはアステートの勝利、西の国からの戦略的撤退などをもって、今日までアステートは己の土地を守ってきた。

　アステートが軍事国家といわれるようになったのも、西の国との戦いをこなしていくうちに自然と軍事力がついたことに由来する。その軍事力を利用し、エルゴルで採れた銅の武器を使い、ほかの国を侵略することもあったというが、現在の王は穏健派で、無用な争いはしないとされている。

　ただし、自ら喧嘩を売る真似はしないというだけで、売られた場合はきっちりと買うのがお国柄のようである。

　イザベラもまた、買った喧嘩の戦利品のようなものだ。

「エルゴルとアステートのように友好国としてつながることはなかったのでしょうか」

　疑問に思ったことを講師に問えば、ひやりとした視線を向けられた。

「長い歴史の中で、そういった条約が結ばれたこともかつてはあったようです。ですがどちらかの裏切りにより何度か破棄されています。ご存じの通り、長年友好国として信を置いてきた相手であっても、裏切られることもあるのです。アステートと西の国は、国力に関しても同等か、アステートが少し上回る程度。戦わずにはいられないい運命なのでしょう」

　質問には答えてもらったものの、強烈な皮肉もいただいてしまった。

　痛む胸を押さえながら、イザベラはそれを悟られないように努める。

「西の国とは今は？」

　サムエルの話では、今はまだ水面下で交戦しているとのことだった。水面下での交戦が具体的にどのようなことを指すのかイザベラには見当もつかないが、その事実を知っているのはどの程度の人間までなのだろう。

「現在はとくに争いは起きておりません。あちらの偵察のものが国境付近に姿を現す程度でしょうか。とはいっても、国境警備のための軍事基地も騎士団も置かれておりますので、ご心配には及びません」

　慎重に講師の顔を観察したが、嘘はついていないようだった。装っているふうにも見えない。

（講師の彼は知らないみたい。なら、国王陛下や軍事関係者のところで情報が止められているのかしら）

　水面下、とサムエルは言っていた。表沙汰になるのも時間の問題だろうとも。

（もし表沙汰になったら、その時エルゴルは無事でいられるのかしら……）

　一応は、裏切りの代償としてイザベラは嫁いできた。しかし、まだ結婚式も挙げていない。妻予定の身分である。

　もしエルゴルが商売を持ちかけた西の国とアステートの諍いさかいが公になれば、民衆なり貴族なり、エルゴルに処罰を与えるべきだと声高々に言う者たちが出てくるだろう。

（……もしかして、だからなのかしら。いつかは国に帰されるから式を挙げないのだと思っていたけれど）

　西の国との戦争が激化したとき、エルゴルへと向かう非難をイザベラに集中させるためなのかもしれないと思った。そうなったとき、式を終えて正式な王太子妃となっていれば都合が悪いからだろうと。

　優秀な技術者でもあるエルゴルの王を罰するよりは、娘を盾にしたほうが被害も少ない。エルゴルの父王は、おそらくこれからも銅と鉄と共にアステートになくてはならない存在なのだ。

（そうか、そういうことかもしれない……）

　昨夜感じた優しさは本物だったと思うが、政治的戦略とはまた別だろう。

（だって、あの日も、あの人は怒っていたもの）

　慰問の日も、ひと言も話してくれなかった。笑顔もなく、ただ無表情のままで。

（……仲良くなれそうなんて、私も馬鹿ね）

　朝の浮かれた気分が一転して、イザベラは自分の暗い妄想に追い詰められていく。

　悪い癖だとわかっている。ひとつ悪い要素があると、そこからどんどん嫌なことを考えていって、そうして自らがつくった妄想の沼にはまり込んでしまうのだ。そうして歌も歌えなくなったようなもので、きっともっと違う自分なら、歌えなくなることなどなかっただろうに、と思う。

（でも、聞けるわけない。私を生贄として差し出す気ですか、などと……）

　そもそも、西の国との戦争により国内が荒れれば、裏切ったエルゴルの姫として八つ裂きにされるのは当然ではないか。父王は怒ってくれるだろうが、山脈を隔てたこの遠きアステートの地でイザベラがはりつけにされたとて、なにができようはずもない。

（そしてあの強い人は、国のために私を差し出す――）

　代償として嫁いできたのだから、そういう結末を迎える覚悟も必要だろうとは思う。思うのだが、その結末がフェルナードの手によって描かれたときには、原因をつくった父を恨んでしまいそうで怖い。




「……姫、イザベラ姫」

　西の国とアステート公国との政略図をぼんやりと眺めながら悲しい考えにふけっていたイザベラは、呼ばれている己の名前にはっとなった。

　顔を上げれば、サムエルとそのうしろにベルが立っている。

「サムエル、どうしましたか」

　ぼんやりとしすぎたらしい。先ほどまで熱弁していた講師の姿すらない。

「ずいぶんとほうけていらっしゃいましたが、お加減でも？」

　被害妄想にふけっていましたとは言えないので、小さく横に首を振った。

　サムエルはあきれた顔でそれなら結構と小さく漏らすと、こほんと咳払いした。

「フェルナード王子が夕食をご一緒したいそうです。夕刻、晩餐室へとお越しください」

　イザベラは喜んで！と言いたいくらいうれしかった。

　思わず椅子から立ち上がり、大きくうなずいてしまった。サムエルとベルがのけ反っている。

「……わかりました。そのように準備いたします」

　慌てて取り繕ったが、しらけた目線を感じたので無駄だったかもしれない。

　その後の予定はさくさくと進んでいった。

　楽しみがあると、普段嫌になることでも楽しくなってしまうものだ。

　勉強の合間の歌の練習は、やはりうまくいったとは言えなかった。誰もいないとわかりきっている草原でひとり歌ったところで、大勢の前で歌う訓練にはならないからだ。それでも、今まで自分にだけ聴かせてきた歌を大空の下で解放できるのは気持ちのいいことだった。訓練にはならないが、単純に練習になる。

（そうだ、今夜の晩餐で、ピアノを貸してもらえないか聞こう）

　初日、もう少し仲良くなってからと先延ばしにしたお願いである。秘密を打ち明けてもらった今なら、口にできる気がする。

（くよくよしてても仕方ないわ。そうなったときは、そうなったとき。今は、あの人のそばにいられることを噛みしめよう）

　被害妄想も激しいが、立ち直りも早いのがイザベラのいいところである。

　二年前、人前で歌えなくなってしまった衝撃と比べれば、こんな悲観的思考など大したことではない。

（……私は、どうしてあんな小さな出来事で歌えなくなったのかしら）

　いつもそう考えてきた。

　あんな些細な罵倒で、あの人に好意的に笑いかけてもらえなかっただけで。

　イザベラの父も母も、そして周りの皆も言っていた。

　あんな言葉、気にしなくていいんだよ、イザベラの歌は本当に美しくて素敵だよ、聴いていると、とても優しい気持ちになれるんだよ、と。

　だから荒くれ者の罵倒なんて、忘れてしまいなさい。

（いいえ、ただの荒くれ者なんかじゃなかった。みんな国のために戦って怪我をして、大切な人を守るためだからと、傷が痛むだろうに、笑っていたわ）

　そんな勇敢な兵士たちに、己の歌を受け入れてもらえなかったのが悲しかったのだろうか。

　それとも、そんな兵士たちに慕われるあの人に微笑んでもらえなかったのが悲しかったのだろうか。

（あの時聞こえた、〝下手くそ〟なんて、まるで子どもが言う悪口みたいなものなのに）

　イザベラはあんな小さな出来事のなにが、己の中で引っかかっているのだろうか、と思ってしまう。

　それでも、今まで褒めそやされてきたイザベラにとって迎撃的な出来事ではあったのだ。

　結局、なにが原因なのかと問われても、当のイザベラにすらわからない。

　今わかっているのは、あの時あの人に必要とされなかった自分が、今は必要とされているということだけ――。










デカンタに沈む夕焼け




『こんばんは』

　晩餐室へやって来たイザベラを出迎えたのは、そんな白い言葉だった。

　持ち運び用なのか、小さな黒板を手にしたフェルナードが、すでに席に着いている。

　いつもより早い時間の晩餐で、まだ外は明るい。

　日差しが弱まってきた穏やかだが少し物悲しい光の中で、彼は相変わらず美しかった。

　少しうねる黒髪はやわらかく風に揺れ、芽吹いた新緑の瞳はきらめいている。服装は、やはり詰襟の軍服だった。

「……こんばんは、フェルナード王子」

　言葉をかけてもらえたことがうれしくて、思考がしばし停止してしまった。

　妙にうるさい心臓を服の上から押さえながら、淑女の礼をする。

　そうしている間にも、カッカッとチョークの音が響いた。

『気楽に。晩餐を楽しんでくれ』

　美しい文字にうなずいて、イザベラは自分が緊張していることに気づいた。

　こんなふうに言葉をかけてもらえてうれしいが、下手な会話で失敗してしまわないかと心配になる。舞い上がって、彼の気に障ることを言ってしまわないだろうか。

「……ご配慮、痛み入ります」

　気楽にと言われたそばから堅苦しい言葉を使ってしまった。

　フェルナードは少し眉を顰ひそめたが、立ち上がってイザベラのために席を引いた。

　慌ててその椅子に座り、膝の上でぎゅっとこぶしを握る。

　どうしたことだ。昼間、彼との時間を楽しもうと決めたばかりだというのに、こんなに緊張していては彼に不快な思いをさせてしまう。

　そうこうしているうちに料理が運ばれてきて、それらを見た瞬間イザベラの緊張は吹き飛んだ。

「ムクの実を刻んだサラダでございます」

「ムクの実のソースをあしらった子羊のローストでございます」

「ムクの実を醗酵させて作ったわが国自慢の果実酒でございます」

「ムクの実を乾燥させて焼いたケーキでございます。ムクの実のジャムと一緒にどうぞ」

　メニューの七割にムクの実が使われている。使われていないのは、パンとアーモンドのポタージュくらいである。

　しかも今日は、初めから料理が並べられていた初めての晩餐の時とは違い、なぜか給仕の人間が料理を運んできて、そのたびに〝ムクの実〟を強調していく。

　思わず並べられた料理を見回し、フェルナードを見ると。

　思いきり真横を向いて、目線が合わないようにしていた。

「……あの、もしかしなくとも、わたくしが最初の晩餐で、ムクの実がおいしいと言ったから」

　素直に礼だけを言っておけばいいのに、どうしても確認したくて尋ねてしまった。

　尋ねた途端、フェルナードは耳を赤くして、そして小さくうなずく。

　色が白いので、耳朶が真っ赤になっているのがよくわかる。つられて、イザベラも真っ赤になってしまった。

　それらを、去り際の給仕たちがにやにやしながら眺めていったことに気づき、さらに顔が熱くなる。彼らが裏でどんなおしゃべりに興じるかわかりすぎていて、居たたまれなくなった。

『あの時は、なにも知らないあなたに大変失礼な真似をした』

　カツカツ、とチョークで呼ばれたので顔を上げると、まだほんのりと赤い頬で、フェルナードがそんなことを言う。

　イザベラはそれに対して、ぶんぶんと大きく首を横に振ることしかできなかった。

　気の利いたことも言えず、沈黙が落ちる。

『食べよう』

　数秒して書かれた黒板の文字にうなずいて、黙々と食事をすることにした。

　エルゴルでの食事では、イザベラが語らなくても、父や母、なじみの炭鉱夫や手伝いの者たちが勝手に話を振ってくれていた。なにか話をしなくては、と使命感に駆られたこともない。自分の何倍もしゃべる者がたくさんいたからだ。

　だから、自分がこんなに話下手だと知らなかった。

（なにを話せばいいのかしら。そもそも、食事中に話しかけて、フェルナード王子がそれに答えようと文字を書くために食事を中断させるのもよくない気がする）

　フェルナードによく思われようと考えれば考えるだけ、やることなすこと彼に迷惑をかけそうで結局はなにもできずに、イザベラは黙々とディナーを口に運んだ。

　しかしこれだけは、言っておかなければ。

「フェルナード王子、どの料理もとてもおいしいです」

　たくさんのムクの実を使った料理も、その料理を出そうと思ってくれたフェルナードの気持ちもただただうれしい。

　それだけは伝えたくて、イザベラは小さな声でそうフェルナードに伝えた。

　それにほんの少しフェルナードが微笑んだことに、イザベラは気づかない振りをした。

　そうでもしないと、胸がむずがゆくてうれしくて、今にも飛び跳ねてしまいそうだった。

『展望台へ』

　並べられた料理がすっかりなくなると、フェルナードはそう言って晩餐室からイザベラを伴って外へ出た。

　庭を突っ切り、城の森の端に位置する高い塔まで連れていかれる。その間にたくさんの人々とすれ違ったが、フェルナードは挨拶をされてもうなずくだけだった。皆も変な顔はしないので、もしかしたら声が出なくなる前からそういった対応をしてきていたのかもしれない。

　塔ではかがり火が焚たかれ、少し薄暗くなった外でも視界は明るい。

　見張りの騎士が三人立っており、そのひとりから外套を受け取ったフェルナードはイザベラの手を取り塔の中の階段を上がっていった。箱入りのお姫様より体力があるイザベラでも息を切らすほど、長い階段である。

　石づくりの底は冷たく、足先が冷える。階段は大きな部屋につながっており、そこには中央にソファ、火がつけられた暖炉が右手側にあり、酒が入っているデカンタが並んだ棚がその向かい側に並んでいた。

　石畳で冷える床には何重にも分厚い絨毯が敷かれている。暖炉の上の壁に、美しい彫りが施された剣が二本交差して飾られていた。

　窓はない。この部屋に来るまでも、窓という窓はひとつもなかった。

　その部屋の一番奥に、小さな扉がある。

　フェルナードがその扉を開けると、冷たい空気が一気に入ってきた。

　イザベラの少し赤みがかった髪が乱れ、フェルナードが少し慌てた様子でそれを直す。

　なんだかその動作があまりに不慣れで、思わずイザベラは顔を赤くしながらも笑ってしまった。

　初めの印象とは打って変わって、彼はまるで少年のような一面も持っている。

　そんな側面を見れたことがうれしくて、イザベラはふふふ、と上機嫌に笑ってしまった。

『こっちへ』

　そう言うように、フェルナードがイザベラの手を引いて扉をくぐると、そこには半円形の、石でつくられた無骨なバルコニーがあった。バルコニーというより見張り台だが、大人ふたりが座れる程度のソファと小さなテーブルが置かれている。

　遮るもののないバルコニーから広がる光景は、ただただ息をのむほど美しかった。

　食事を始めた頃はまだ明るかった空も、今は夕焼けに赤く染まっている。遠くに並ぶ赤く染まった山稜。たくさんのちぎれた雲が空を覆い、陰影を持って夕焼けの中どこかへ向かっている。その中を数羽の鳥たちが飛び、暗くなる前にと巣へと急ぐ。それを最後の力を振り絞って照らす太陽の残骸が、今にも山脈に落ちようとしていた。

　太陽が沈んで、夜がくる。

　その光景は初めて見るはずなのに、イザベラの胸を占めたのは郷愁だった。

　どこにいようと、空だけは同じものを見ることができる。この美しい夕焼けを、故郷の誰かも仰ぎ見ているだろうかと、うっとりする。

「綺麗……」

　そうして夢中になって景色を眺めているイザベラの肩に、外套がかけられた。振り返るとフェルナードが立っており、イザベラの外套と同じものを羽織っているところだった。

　夕焼けに気を取られて忘れていたが、たしかに冷える。ありがたく外套の前を合わせ、フェルナードにお礼を言うと、フェルナードは困ったように眉を下げた。

『あなたには大きすぎた』

　そう書かれた黒板に、イザベラは自分を見下ろす。たしかに、フェルナードの膝下までの外套は、イザベラの足首まで覆っている。

「暖かいから大丈夫。ありがとうございます」

　ソファに座るよう促されたイザベラに、小さなゴブレットが差し出された。

　ムクの実のホットワインだという。

『昨日は飲んでいなかったが、これは好いていたようだったから』

　そんな黒板と共に、フェルナードがイザベラの隣に座る。

　少しだけ隙間が空いたその距離が妙に気恥ずかしく、イザベラはゴブレットを受け取りながら口を開いた。

「お酒は、喉をやられてしまうと困るので、あまり嗜んだことがなくて」

　そうでなくても、おそらく滅法弱い。喉をやる前に酔いつぶれてしまうだろうが、歌姫として長く生きてきたイザベラにとって、酒はとくに必要なものではなかった。そもそも周囲で浴びるように飲む人間がたくさんいたので、見ているだけでお腹いっぱいになるのが常で、多く飲むことはなかったのである。

「これはとても飲みやすくて好き」

　フェルナードに差し出されたそれをひと口飲むと、甘酸っぱい香りと味が口内に広がった。

　暖炉で暖めていたのだろう。熱いそれが喉を伝うと、全身がぽかぽかと暖かくなる。

　ゴブレットに注がれた赤みがかったワインの表面に、夕焼けが映り込んでいた。

「綺麗……」

　それがとても美しく見えて、ほら、と思わず気安くフェルナードにゴブレットを差し出してしまった。

　ぽかんとするフェルナードを見て、はっと我に返りゴブレットを掲げたまま固まる。

「あ、いえ、あの、ごめんなさい。ワインに夕焼けが映り込んで、とても綺麗だな、と」

　夕食でもいただいたムクの実のワインが効いているらしい。酔っ払いらしく気が大きくなって、フェルナードとの距離感を間違えてしまった。

　弱り果てているイザベラとゴブレットを見比べていたフェルナードは、おもむろにうなずいて、己のゴブレットをイザベラのそれにこつんとぶつけた。

『私もそう思う』

　ほんの少しの笑みで書かれた黒板。

　それを見て、イザベラの顔は沸騰しそうだった。

　なんと二回である。

　今日一日で二回も、フェルナードの微笑を見ることができた。

　とんでもない幸福を得られたようで、イザベラは祝杯をあげるかのごとくワインを飲み干そうとゴブレットを傾ける。

　それを慌てて止めようとしたフェルナードには気づかず、勢いよくゴブレットを空にしたイザベラは満足げに息を吐き出した。

「くふ」

　頬が熱い。酔っ払っている。

「ふふふ」

　駄目だ。危ない。こんな醜態を彼に見せるわけにはいかない。

　理性がどこかでそんなことを叫んでいるが、ふふふ笑いを止めるほどの力はなかった。

　呆気に取られていたフェルナードは、やがてこらえきれないというように噴き出した。

　それを見てイザベラがいっそううれしそうに笑うので、フェルナードは笑いを治めることができない。

「それ、貸して」

　酔っ払ったイザベラが口を開くと、唐突に敬語が抜けた。

　さすがのイザベラも、敬語が抜けてしまったことは理解できたが、なぜ抜けたら悪いのかと考えつく前にムクの実のホットワインが邪魔をする。

　イザベラはニコニコうれしそうに笑いながら、フェルナードが持っている黒板を指差した。

「あ、借りてもいいですか？　大事なものよね」

　今度は混ざってしまった。

　そのちぐはぐな語り口調が新鮮だったのか、フェルナードは素直に黒板を酔っ払いに差し出した。もとより、貸して困るものではないようである。

　イザベラは黒板にくくりつけられたチョークを持つと、カツカツとおぼつかない手つきで文字を書き始めた。

　それを横からフェルナードが覗き込む。

『あなたの字はとても綺麗』

『戦うのも得意で字も綺麗なんて、ずるいわ』

『そうでなくても、あなたは綺麗なのに』

『舞踏会で、エルゴルの曲を流してくれてうれしかった』

『ムクの実、とてもおいしい』

　少しゆがんだ文字が綴られるたびに、フェルナードは律儀に黒板の端に返事をした。

　ありがとう、そうでもない、男にとって綺麗は褒め言葉じゃない、喜んでもらえたならそれでいい、今度、ムクの実を育てている温室を案内しよう。

　フェルナードも、酔っ払いを相手にしている気安さで応える。

　それらの返事がうれしくてうれしくて、イザベラからふふふ笑いが止まらなくなった。

　そうしてお互いに返事をし合っているうちに、すっかり外は暗くなってしまった。

　太陽が沈めば、あっという間に夜になる。

　これもエルゴルと変わらないことだ。そんなあたり前のことが、酔っ払いイザベラにはうれしかった。

　きっと酔っ払ってなくても、うれしかったと思う。

　フェルナードが慣れた手つきでかがり火を四つ灯すと、バルコニーは一気に明るくなった。

　美しいフェルナードは、かがり火にも映える。

「ありがとう。もっとくっつこう、寒いね」

　その頃にはさらに酒も進み、イザベラに至っては完全に家族に対するようなしゃべり口調になっている。

　酔っ払いは酔っ払いなりになにかが間違っていると認識はしているが、もはやなにが間違っているのかも判断できない状態である。

　その砕けた口調に、今の今まで、相当気を張ってエルゴルの姫として発言していたのだとわかり、フェルナードは複雑な気分になった。

　そんな一面を見せてくれてうれしくも感じるが、酒の力を借りていることが情けなくもある。

　そんな心情など露知らず、酔っ払いはニコニコしながら頭上を指差した。

　見上げれば、無数の星が散らばっている。

　あの一つひとつに名前をつけている変わり者の学者がいるのだと、昔、吟遊詩人から聞いたと、イザベラは舌足らずに話をした。

　うろ覚えの星の名前を口にしながら星空を眺めていたイザベラが、ふとチョークを手にする。

『あなたの声を、もう一度聞いてみたかった』

　書かれて、フェルナードの心臓がどくりと脈打つ。

『……普通の声だが』

　動揺を悟られないようにそう書いたが、イザベラは困ったように笑った。

　ただ笑っただけだった。

　そこで会話は途切れてしまい、フェルナードは弱り果てる。

　陽気な酔っ払いがおとなしくなると、周囲の気温も一気に下がった気がした。

『あなたは、いつから歌を？』

　だから、苦し紛れに、そんなことを聞いてみる。

　イザベラは考え込むように顎に手をあてると、やがて五本の指を立てた。

『五年前から？』

「ううん、五歳」

　イザベラはけろりと答える。

　きっかけは、炭鉱夫に褒められたからだった。

　お前の歌は優しいなあ、と炭鉱夫の男たちに褒められてから、うれしくてうれしくて一生懸命練習した。体を張って国を支えてくれている彼らに褒められたことが、王族としてとても誇らしかった。

　だから幼かったイザベラは、自分が彼らになにを返せるだろうかと考えたのだ。

「私がおいしい食事をいただけるのも、新しく清潔な服を着れるのも、彼らが一生懸命働いてくれるおかげだと、小さい頃から父に言い聞かせられてきたの。そんな彼らに褒めてもらえたことがうれしくてたまらなかった。彼らに、私はなにを返せるだろうかと考えたとき、単純で恥ずかしいけど、彼らに褒めてもらった歌でお返しをしようと考えたの」

　子どもね。言いながら、あまりの幼稚さに恥ずかしくなった酔っ払いは、思わず顔をうつむけた。

　そんなイザベラの隣で、チョークを走らせる音が響く。

『そのように教えるあなたのお父上も、そしてそれを素直に受け取れるあなたも、とても優しく、素敵だと思う』

　素敵なのはあなただわ、と言いたかったが、うれしすぎて胸がいっぱいになり、言えなかった。

　熱に浮かされるようにフェルナードを見つめていると、彼のほっそりとした指がチョークを取る。

『いつか――』

　黒板に書かれた言葉は、そこで途切れてしまった。

　それを覗き込みながらイザベラは首をかしげたが、フェルナードは少し考え込んでからその言葉を布で消した。

『もう休もう』

〝いつか〟の続きが知りたかった。

　けれどフェルナードが困ったように笑うので、イザベラはそれ以上なにも言えなかった。

　酔っ払いに躊ちゅう躇ちょさせる程度には、美しく一線を引いた微笑。

（……いつかあなたが、本心から私と向き合ってくれる日はくるのかしら）

　暗く青い空に、白い月がぽっかりと浮かんでいた。










二日酔いと見舞い




「昨夜はお楽しみだったようですね」

　詰襟の留め具をはめたところでそう言われ、フェルナードは視線だけをサムエルに向けた。

　昨日の朝となんら変わらぬ服と髪型と顔色で、サムエルはそこに立っている。

　カーテンの開けられた窓から朝日が注ぎ、鏡が少し見やすくなった。

「眠ってしまったイザベラ姫を抱きかかえてお部屋までお送りになったとか？　目撃した者たちが大騒ぎでしたよ。話しかけても愛想笑いしか返さない、女には鉄よりも冷たいフェルナード王子が、裏切り者の姫にご執心だとかで」

　もうそんな噂が立っているのか、それともこの従者の耳が早いのか。

　フェルナードは黙って腰に剣をはいた。刀身の短いそれは、乗馬するときに使う。

「別にかまいませんけどね。あまり近づきすぎるのもどうなんです？　下手に懐いてこられると困るのは、あなたでしょう。裏切り者の姫なんか放置でいいんですよ。律儀にかまってやらなくても、あの姫なら節度を守って歌姫に徹してくれるでしょう。思ったよりも立場を理解されていらっしゃるようでしたから」

　かまわないと言いながら不満だらけである。

　フェルナードは靴紐を結びなおした。

「歌姫としてなるべくセンセーショナルにデビューしてもらいたいところですよね。おとといの舞踏会でそれができたらよかったんですが、あなたが中止しろなんて言うから……まあいいです。群衆の心をぐっと掴むような場面をつくって、そこで歌ってもらえば効果抜群ですからね」

　要は西の国に勝利するまでの時間つなぎである。

　その間、悪だくみを巡らす貴族たちの意識をフェルナードからイザベラへと逸らせればいい。

「……ああ、そういうことですか。そうですね、あなたがご執心ともあれば、皆の視線がイザベラ姫に集中するのも当然。難攻不落のフェルナード王子より、彼女に近づこうとする者も少なくないはず。そうすれば、その間あなたは自由に動けるというわけですね」

　フェルナードが声を失ってから、サムエルは自己完結する癖がついた。フェルナード付きの側近になってまだ日も浅いが、どんなことでも利益優先の考え方でもって主人に仕えている。

「でも、気をつけてくださいね。表向きは和平の象徴としてイザベラ姫を娶ることになっていますが、エルゴルの裏切りを知る者たちはまだあの国を許しておりません」

　お前はあの人の歌を知らないから――。

　そんなことを言っていられるのも今のうちだと、フェルナードは心の中でため息をついた。

　矢継ぎ早に話をするサムエルに、文字で対抗しようなどとは思わない。

　なにより、自分の一番の側近が〝そういう考え〟であることは、フェルナードにとっても有益だった。

「え、次の休みですか？　そうですね、三日後、公務の後に空きがございます。午後はまるまる空けられるかと」

　フェルナードの口の動きだけで言葉を読み取ったサムエルが、胸もとから小さな羊よう皮ひ紙しの束を取り出して確認している。

「その午後にイザベラ姫と過ごされるんですか？　……かまいませんが、私が先ほど話した内容はご理解いただけていましたかね」

　慇懃無礼なところも気に入っている。

　嫌みを言いつつも、その通りに予定を組むだろう側近に、フェルナードは満足げに微笑んだ。




「……なんてことなの」

　フェルナードが朝の準備を終えて騎士棟へと向かった頃。

　イザベラは自室のベッドの中で文字通り頭を抱えて悶絶していた。

「飲みすぎです。ムクの実のワインは口あたりがいいのでつい飲みすぎてしまいがちですが、姫様の頭痛の原因は完全にそれでございます」

　ベルに白い目で見られながら、差し出されたゴブレットの水を飲み干す。

　そのまま頭をシーツに埋めて突っ伏したイザベラを、さすがのベルも心配したらしい。おぼつかない手つきでイザベラの背中をゆっくりとなでてくれた。

「記憶はありますか？」

　あるから困っているのである。

　昨夜、飲み慣れない酒を調子に乗って飲みまくった揚げ句、フェルナードにどんな態度を取ったかなんて――。

（覚えてなくてよかったのに……）

　このアステートでは、姫らしい姫でいようと決意して山脈を越えてきたのに。

（どうしよう。知られてしまった。私がまったく姫らしくないことを）

　炭鉱夫やその家族たちとどんちゃん騒ぎはあたり前、お客様の前でなければ敬語も使わない、マナーも基礎は叩き込まれているが重要視していないし、王子との晩餐に舞い上がって酒で我を忘れてしまうような女であることを。

　しかも、あの美しいフェルナードに馴れ馴れしい態度を取り、彼の大切な黒板を横取りし、しまいには彼の肩に頭を預けて寝てしまった気がする。

　そういえば、その後どうやって自室に戻ったか覚えてない。

「……ベル、私は昨日どうやって部屋まで戻ってきたのかしら」

「フェルナード王子が抱きかかえて連れてきてくださいました」

　淡々と答えたベルに、イザベラは悶絶してベッドから落ちた。




　その日はさんざんだった。

　二日酔いがひどく、勉強も歌の練習もなにもできず、ただベッドの中でベルの小言を子守唄に目をぐるぐる回して終わった。

　揚げ句の果てには、二日酔いで寝込んでいるイザベラの話を聞きつけたフェルナードに見舞われてしまった。

　できれば会わずに済ませたい。

　昨夜の馴れ馴れしい態度を謝りたい気持ちもあるが、酒の力で近づいた距離も、今日はきっと離れているだろうことを、目のあたりにするのがつらかった。

「王子でもそれは許しかねます。イザベラ姫は今ベッドで横になられているのです。お休みの邪魔はなさらないでください」

　分厚いカーテンの向こうで、ベルの声がする。

　その後すぐに、カツカツと黒板に文字が書かれる音がした。

「寝顔なら昨日も見ている？　そういう問題ではありません。イザベラ姫は今日一日横になっていたため、お洋服も御髪も乱れた状態なのです。そのような姫を王子に会わせるわけにはいきません」

　ベルの言葉に、慌ててベッドから飛び降り姿見の前へと向かう。皺だらけになった寝巻きのワンピースを必死で伸ばしてから、ぐちゃぐちゃに乱れた髪を直す。

　会うわけでもないのに、あまりに自分が姫らしくなく、必死になってしまった。

　この時点ですでにイザベラの気力はなくなりかけていたが、さらに追い打ちを食らう。

「なおさら見たい、じゃありません！　少しは女心を学んでください」

　もうやめてほしい。

　羞恥やらなんやらで、イザベラはその場にうずくまった。

「あ、王子……こら！」

　ベルの怒鳴り声がしたと思ったら、分厚いカーテンが音を立てて引かれる。

　思わず振り返ると、そこには短い剣をはいたフェルナードが部屋へと入ってくるところだった。

「ひっ」

　思わず喉の奥から悲鳴が漏れた。

　フェルナードは今日も麗しい。太陽も逃げ出す美しさだ。だというのに、一応婚約者である自分のこのみっともない姿はどうだ。

　フェルナードは絨毯の上にうずくまっているイザベラを見て目を見開くと、歩幅を大きく開いて近づいてきた。

「あ、あの、フェルナ――」

　言いきる前に、イザベラはフェルナードの手によってベッドへと戻されていた。

　優しくベッドの上に寝かされたかと思うと、上からブランケットをかけられ、寝床を整えられる。

　わけもわからずおろおろしていると、すばやく文字が書かれた黒板が差し出された。

『具合が悪いと聞いた。なぜ休んでいない』

　具合が悪いというか、二日酔いである。

　しかも目の前のフェルナードは、心なしか怒っているような気がする。

「あ、あの、えっと」

　イザベラがなんと答えるべきか迷っていると、フェルナードははっとした様子で再び黒板に文字を書く。

『私が昨日、酒を勧めたばかりに……。悪かった』

「違うわ！」

　予想外の謝罪に、イザベラは大きな声でそれを遮ってしまった。

「謝らないで。私、昨日、とても楽しかったの。二日酔いは自業自得だわ。あなたとの距離が縮まったような気がして、うれしくなって調子に乗った私がいけないの……ですわ」

　危ない。また昨日の名残のまましゃべってしまうところだった。

　しかも勢いに任せて、要らぬ本音まで暴露してしまった気がする。

　なぜかフェルナードはなにも言わない。というか、書かない。

　あきれているだろうか。

　いきなり落ちてきた沈黙に、イザベラは恥ずかしさのあまり顔を上げられなくなってしまった。

「……おふたりとも、そういうやりとりは、おふたりだけの時にしてくださると助かります」

　別の角度からあきれきった声が聞こえて、イザベラはさらに顔が熱くなる。

「こっちまでつられて赤面しそうです」

　そんなに赤い顔をしていただろうか。していたかもしれない。

　あの恥ずかしい本音をベルにまで聞かれてしまったことが恥ずかしくて、イザベラはこのまま消えてしまいたくなった。

「……ご、ごめんなさい」

　とりあえず謝ってみる。

　と、しばらく聞こえなかったチョークの音が響いた。

『それこそ謝らないでほしい。私も昨夜は楽しかった』

　そういう意味の謝罪ではなかったが、フェルナードが少し赤い頬でそう言ってくれたことで、なにもかもがどうでもよくなった。

　思わずフェルナードを見つめると、ぱちりと音を立てて目が合った。

『それと、ふたりでいるときは言葉は飾らなくていい』

　フェルナードの視線が、イザベラをまっすぐ貫いている。

（息ができない）

　まるで水の中のいるかのようにイザベラの喉は息をするのをやめてしまい、揚げ句に心臓が痛いくらいに脈打っている。

　二日酔いの症状でもなんでもない。

　こんなの、おかしい。

　それでもその息苦しさは心地よかった。

　まっすぐに見つめてくるフェルナードに、イザベラは思わず心臓をかばうようにして胸の前を手で覆った。

　なにもかもが見透かされていそうで、怖い。

　あの美しい瞳の中に吸い込まれていきそうで、そうしたらきっと、今よりずっと苦しくなって、そして幸福になれる――。




「私の先ほどの言葉を覚えていらっしゃるでしょうか」

　イザベラがフェルナードの瞳しか認識できなくなった頃、心底からあきれ返った声が聞こえてきた。

　見れば、ベルが無表情でイザベラとフェルナードを見ている。

　再び沈黙が舞い降りた。

　イザベラもフェルナードも、なにを話そうにも話せない。恥ずかしすぎて。

「王子、イザベラ姫の顔は見られたのですから、もうお部屋にお戻りください。姫は今から湯浴みの時間です」

　そう言われれば、退出するしかないのだろう。

　フェルナードはイザベラの髪を慣れた手つきで梳といていくと、小さく微笑んでから部屋を出ていった。

「……ベル、今のは本当にフェルナード王子だった？　なんだかいつもと違ったようなのだけど。夢でも見ていたのかしら」

　梳かれた髪を思わずくしゃりと握り、赤い顔でベルを見る。

　あんな甘い仕草をするような人だったろうか。

　昨日の時点ではまだ、やることなすことにお互いぎこちなさがあった気がするのに。

「夢であんな気持ち悪いものを見せられるなんて、たまったもんじゃありません。もしかしたら昨夜、運んできた姫をベッドに寝かせてからも、しばらくああして髪をいじってらっしゃったので、そのせいで馴れ馴れしくなったのでは」

　ベルがとんでもなく不敬なことを言っているような気がしたが、今のイザベラは気にならなかった。

　髪を梳いていた指が綺麗だった、とぼんやりと思う。

「フェルナード王子は、お優しい方だわ……」

「あれはむっつりというのです」

　フェルナードに関しての認識は、イザベラとベルの間ではずいぶんと異なっており、わかり合えない溝があるようである。










双子の騎士




　次の日から、なぜかイザベラの部屋には贈り物が届くようになった。

　そのどれもがアステート公国の貴族たちからで、多くのメッセージに〝王子が愛する姫君へ〟や、〝我らが未来の王妃様へ〟ときて、〝稀代の歌姫イザベラ様へ〟など、イザベラを沸騰させるような宛名が書いてある。

「あからさまなものですね」

　美しいドレスや宝石などが詰まっているだろうそれらを眺めながら、ベルは大きくため息をついた。

「王子が最初の頃と態度を変えて私をかまってくださるからかしら」

　おそらくはそれしかあるまい、とイザベラもため息をつく。

　二日酔いから回復してとても気分がよかったのだが、朝一番から届けられ続けている贈り物の山に辟易してきた。

「そうでございますね。あのような王子は今まで見たことがありませんから」

　あのような王子とはどのような王子だろうかと気になるところだが、今はひっきりなしに届く贈り物の処遇を決めるべきである。

「これらを受け取ってしまうとまずいと思うのだけれど」

　ちらりとうかがうようにベルを見ると、こくりとうなずかれた。

「賢明なご判断です。イザベラ姫が王子の寵愛を得ていると知った途端に豹変するような輩がなんの下心もなく贈り物などするはずがありません。下手に受け取ると、王子へご迷惑をかけることになるでしょう」

　それだけは避けたい事態である。

　こうなった今、王子の盾に少なからずなれているということだろうが、それが後々彼の不利益につながってはならない。

「紙とペンを用意してくれる？　角が立たないようにすべてお断りします」

　そうして勉強の合間に、ベルに手伝ってもらいながら大量の手紙を作成し終えた頃には日が傾きかけていた。

　驚いたことに、辛辣だった講師ですら猫なで声を出し始めたので、さすがのイザベラも気分が悪くなった。

　エルゴルにだって権力に媚びへつらう人間はいた。とはいえ、そもそもエルゴルの持つ権力なんて高が知れているので、ここまでひどい事態に陥ったことはない。

（でも、アステートは大きな国だわ。その国の中枢に食い込みたいと思う人間は、それこそ数えきれないほど存在しているはず……）

　それらすべてから、フェルナードのご機嫌取りのための道具として見られているということが、なんだか薄気味悪かった。

（そもそも私は、ただの盾なのに。フェルナード王子が西の国と決着をつけられるまでの、つなぎの存在だわ）

　そんな自分にも、そんな存在に下心をもって近づこうとする輩にも、吐き気がする。

　イザベラはベルに頼み込むと、歌の練習にと教えてもらった草原へと出かけた。じきに暗くなるということで初めは反対されたが、よほどひどい顔をしていたのか、少しの気分転換になら、と渋々了承してくれた。

　今日一日付き合わせてしまったベルにも、せめて自分が留守の間だけでも気分転換してきてほしかったが、それはきっぱりと断られた。

　護衛に騎士をふたりつけられ、草原へと向かう。

　声の届かないところで騎士ふたりに待ってもらうように言うと、姿が見える位置に必ずいてほしいと頼まれた。

　今日は騎士棟からの見張りもないので、それもそうだと素直にうなずいておく。そもそもここまで付き合ってくれている彼らの言うことに反する理由もない。

　固い草をかき分けて草原の上まで来ると、イザベラは空を見上げた。

　高い空はまだ青く、山の尾根のあたりだけが橙色に染まっている。その間にぽっかりと赤く熟れた太陽が浮かんでいた。

　夕焼けだ。

　おととい、フェルナード王子と見たそれと同じ。

（王子はなにを考えているのかしら。期間限定の盾である限り、私と親しくする必要なんてないのに）

　それなのに、黒板を用いて親しげに会話をしてくれる。

　微笑んでくれる。

　態度を豹変させたのは、貴族よりむしろフェルナードのほうだ。

（ただ純粋に親しみを感じてくれているのかしら）

　けれどもし、イザベラが人前で歌えないと知ったらどうなるだろう。それこそ手のひらを返すように冷たくされるかもしれない。

（そんな人ではないと、信じたいけれど）

　無表情で迎えられた二年前の印象が強すぎて、やはりどうにも納得いかない。

　あの日のフェルナードと、昨日今日の彼が、イザベラの中ではどうしても一致しないのだ。

（本当のフェルナード王子はどちらなの）

　イザベラは考えるだけ考えたが、やがて疲れきって考えるのをやめた。

　考えたところで答えも出ない。

（今はただ、人前で歌えるようになることだけを考えていなくては）

　そうでなければ、そばにいることもできなくなるだろう。

　小さく息を吐いて、思いついた端から歌を歌っていく。

　己の唇からこぼれていく音という音は、イザベラの心だ。

　それらがどのような形で人に届くのか、どのように受け取ってほしいのか、いつも意識しながら歌ってきた。

　イザベラの心が歌となって空気に溶けたとき、世界にどんな変化があるのだろうかと、いつもわくわくしながら歌っていた。

　どんな歌だっていい。悲しい歌でも楽しい歌でも、子どもが好む子守唄でも、人の心にしみるものは形を選ばない。

（私の歌を、フェルナード王子が聴いたら――）

　今なら笑ってくれるかもしれないと思いながら想像してみたが、すぐ怖くなって歌えなくなってしまった。

　あの人の微笑を知ってしまったからこそ、以前よりずっと拒絶が怖い。

（ただでさえ臆病なイザベラが、もっともっと臆病になってしまった。いったいいつになったら歌えるようになるの……）

　イザベラは心の中で自問する。

（歌えなければ、あの人のそばにいることもできなくなるのに。それでも拒絶されることが怖いなんて――）

　恋とは厄介なものだな、とイザベラはこの時初めて、フェルナードへの恋心を自覚した。




「我々から見たフェルナード王子、ですか」

　太陽が沈んで辺りが暗くなる頃、さすがに心配した護衛が丘まで迎えに来てくれた。取りに戻ってくれたのか、手にはランタンが提げられている。

　そんな彼らに、イザベラはフェルナードのことを尋ねてみた。

　会って間もない自分があれこれ考えるより、フェルナードと長く過ごしているだろう彼らに、フェルナードについて些細なことでも教えてもらえたらうれしい。

「厳しくて容赦ないですね」

　ラフという名の騎士が即答した。

「冷血で頭が切れて、敵には回したくないなあと思いますね」

　こちらはジェフ。彼らは顔は似ていないが双子だという。赤毛とそばかすが、イザベラとおそろいである。

　イザベラにも変にかしこまったりせず、明るい印象を与える青年たちだ。

「厳しくて容赦なくて冷血……」

　そんな彼らが語るフェルナード王子のイメージは、イザベラの中のものとだいぶ異なる。

「あ、今のは王子には内緒でお願いします。鍛練の過酷さが増しちゃうんで」

　からっと陽気に笑ってそんなことを言うのがおかしくて、イザベラも笑った。

「あ、笑った」

「イザベラ姫の笑顔げっとー」

　おもしろい人たちである。

「王子のことなら俺たちに聞くよりベルさんに聞いたほうがいいですよ」

「あの人、俺たちより王子と付き合い長いんで」

「そうなの？」

　そういえば、ベルはフェルナード王子が声を発せないことも知っていた。王子もベルの前では普通に黒板を使っていたし、それだけ信頼が厚いのだろう。

　ふと考えて、思わずもやっとなる。

（なんて節操なしなの。ベルにやきもちを焼くなんて……）

　恋とは厄介である。今ならステラ嬢の気持ちがわかるかもしれない。

　聞けば、ジェフもラフも一年半前に騎士に登用されたという。

「だから、イザベラ姫の歌声も聴いたことないんですよ」

「いつか聴かせてくださいね」

　にこやかに笑いながらそんなことを言ってくれる。

　ありがたいが、今はそれに応えられないことが申し訳ない。

「王子の声のことだったら俺たち知ってるんで、変に隠そうとしなくていいですよ」

　部屋の前まで来ると、ラフが人さし指を唇にあてて茶目っ気たっぷりにそう言ってくれた。

　明るくて気も利いて、とても爽やかな青年たちである。

「ありがとう。またお話してくれるかしら」

　勝手に親近感を抱いて、そんなことを言ってしまう。

　ラフとジェフはもちろんです、とにこやかに笑って一礼し、イザベラをベルに預けると手を振りながら去っていった。

「申し訳ありません。あれらはまだ騎士になったばかりで……、腕は立つのですがなにぶん立場をわきまえず」

　ベルがなぜかそんなことを言うので、イザベラは慌てて首を振った。

「そんなことない。できれば彼らにはあのままでいてほしいわ」

　友達ができたようでうれしかったのだ。ベルに謝られるようなことはいっさいない。

「ベル、私の国のエルゴルはね、国民と王族の垣根がとても低い国だったの。もしかしたらこの国では褒められたことではないのかもしれないけど、彼らとおしゃべりできてとても楽しかったわ。できればベル、あなたとももっとたくさんお話したい」

　いい機会だからとお願いしてみると、ベルは目を丸くしてイザベラを見た。

　いつもきりっとしている表情が緩んで、少し間抜けだ。

　かわいいな、とイザベラが眺めていると、やがてふいと顔を逸らして小さくうなずいてくれた。

（こうして少しずつ少しずつ、この国で人とのつながりをつくっていけたら）

　簡単なことではないのかもしれないが、人を好きになれれば、きっとこの国も大好きになれる。

　裏切った国の姫、という色眼鏡で見る人間もたくさんいるだろうが、それでもそうではない人たちもいることがわかったのだから。

（フェルナード王子のいっときの盾でもいい。この国に、私を好いてもらえる努力をしよう）

　そのためにも、イザベラは歌わなくてはいけないのだ。










ロセ・ファン伯爵




　歌わなければならない――そう決意した翌日、イザベラの部屋に訪問者があった。

　ステラ嬢の父親、ロセ・ファン伯爵である。

　急な訪問とのことで、ベルとしては断りたかったようだが、ここで断るとイザベラの立場が悪くなると渋々了承したらしい。

　ロセ・ファン伯爵家といえば、このアステート公国の歴代宰相を務めてきた名門中の名門の上級貴族である。何代か前にはアステート王族の姫を迎え入れるなどしており、かなりの権力者だ。

　格でいえば、ともすればエルゴルの王族イザベラより上かもしれない、と、イザベラは考えた。

　自分を卑下するわけではないが、エルゴルとアステートでは国力にそれだけの差があるのである。

「このたびの娘の無礼、謝罪にまいりました」

　深々と下げられた頭は白髪交じりで、年若いステラ嬢の父親というには高齢のように思う。

　ステラ譲と同じ青色の目尻には、理知的な皺が刻まれていて、仕立てのよい服を隙なく着こなしている。

　すぐに馳せ参じたかったというが、多忙な宰相を務めている男である。わざわざ裏切りの姫のためにこの時間を割くことも難しかっただろう。なにせあの舞踏会の時ですら挨拶には来なかった。

　王のそばに控えていたような気もするが、あの時は緊張していて王と王妃の顔以外覚えていない。

「気にしておりません。ステラ嬢にもそのようにお伝えください」

　重厚なカーテンのような声だな、と思った。

　感情を表に出さず、己の思考をそのカーテンの奥へと隠してしまうような。

「イザベラ姫の広いお心に感謝いたします。年がいってからできた娘で、少々甘やかしすぎました」

　苦笑すると目尻の皺が深くなる。

　一歩対応を間違えば恐ろしいことになりそうな相手だが、娘がかわいいのは本当らしい。

「年相応でかわいらしい限りです」

　イザベラは仮面のように笑いながらそう言った。

　恋の成就のために行動するステラ嬢には感服するが、他人を貶めようとする行為は許せるものではない。

　とはいえ、イザベラは許しませんと言える立場でもないのだ。

　しょせんは裏切りの代償としてやって来た人質である。

　王族という立場を重んじられてはいるが、イザベラの我が通るような場所ではない。

　事前の断りもなく訪問してきた彼を受け入れざるをえない程度には、イザベラのここでの地位は低い。

　だからといって従いすぎてもよくない。

　寛容な姫を演じて無礼を許すことにして、恩を売る形でいい。

　にっこりと微笑みながら形ばかりの茶を勧めると、多忙な宰相はそのカップへと手を伸ばした。

　どっしりと椅子に腰掛け、早々に出ていく様子ではない。

（形ばかりの謝罪に来たと思ったけど、違ったの？）

　大国アステートの多忙な宰相殿である。

（こんな小国の姫とおしゃべりをするような人間にも見えないけれど）

　イザベラが真意をはかるように見つめていると、それを見つめ返しながらロセ・ファンが口を開いた。

「……イザベラ姫は、西の国に興味がおありだとか」

　唐突に言われたそれが予想外すぎて、イザベラは思わず小さく口を開けた。

「平素の授業とは別に、ずいぶんと熱心に聞き入っていられたようですな」

　もしかしなくても、先日の勉強会のことを言っているのだろうか。

　あの日は前日に、フェルナードとサムエルから西の国との交戦を聞いたばかりだったからだ。

　それがまさか、そんなふうに取られていたとは。

　たしかに、イザベラと西の国を結びつけてしまうとかなり危険な構図になる。

　イザベラの国エルゴルがアステートを裏切って手を組もうとしたのは、西の国なのだから。

　実際は輸出国を増やそうとしただけの行動だったのだが、それを言ったところで何人の人間が信じるか。

（問題は、あの講師がロセ・ファン様側の人間だということだわ）

　あの講師を通じて、イザベラの授業態度がロセ・ファンに筒抜けであるということは、この男がイザベラの行動を注視しているということだ。要するに監視である。

「……そうでございますね。興味がないと言えば、嘘になるでしょう」

　イザベラははっきりと言いきった。

　それを聞いたロセ・ファンが、眼光を鋭くする。

　矢で射抜かれるような視線に思わず怯みかけるが、イザベラはこぶしを握って耐えた。

　ひと言も発さないフェルナードに、一生懸命話しかけたあの晩餐の夜のほうが、よほど勇気が要った。

「我が父の行いに関係する国でございます。わたくしが山脈を越えることになった原因となった国に、興味を持たないはずがありません」

　父の行い――エルゴルの王は、故意に裏切ったわけではないとやんわりと伝えておく。

　けっしてあなたが考えているような〝興味〟ではないと断言した。

「……それに、アステートと西の国では長きにわたる確執があると聞いております。フェルナード王子の婚約者として、西の国について学ばなければと思ったのです」

　その確執がまだ続いていると知らなかったからこそ、父王は失敗した。

　ロセ・ファンが探るように見つめてくる。

　イザベラもここで目を逸らしてなるものかと、笑みを浮かべたままじっと見つめ返す。

　こうなると睨めっこの境地である。

　母国の子どもたちとよくやったな、と思い出しながら、明ける前の夜空のような瞳をじっと見つめ返した。

「……左様でございましたか。勉強熱心なのはよいことです」

　そうしてその睨めっこは、先に視線を逸らしたロセ・ファンにより終わりを迎えた。イザベラの小さな勝利である。

「ぜひとも、我が国についてもっと知っていただきたい」

　そして余計な真似はするな、と。

　明言しないが、なにを言いたいかはよくわかる。

「少々時間が押しましたな。それでは姫、またいつか」

　言いたいことを言い、聞きたいことを聞いて、ロセ・ファンはさっとソファから立ち上がると優雅に一礼した。

　自分にどれだけの振る舞いが許されているかわかっている人間である。

　来るのも唐突だが、去るのも唐突である。

「二年前の姫の歌を覚えております。またぜひ、お聴かせ願いたい」

　大人の微笑と共に、強力な爆弾を落としてロセ・ファンは部屋を出ていった。

（最後のあれ、嫌みかしら）

　思わずそんなことを思ってしまうくらいには、イザベラの自己評価は低い。緊張したせいで喉が渇いた。

「イザベラ様、大丈夫でございますか」

　新しく注がれた茶を手に、ベルが無表情で顔を覗き込んでくる。

　初めは睨まれているのだと思っていたそれも、少しだけ仲良くなった今なら彼女が心配してくれているのがわかる。

「……私の対応はあれで間違っていなかったかしら」

　問えば、ベルは真面目な顔をしてこっくりとうなずいた。

（最初に考えた意味とは違うけれど、ベルはきっと私の監視役なのだわ）

　あのフェルナードと付き合いが長いという彼女を、どうしてイザベラの侍女としてつけたのか――つまりはそういうことなのだろう。

　こういった事態に陥ったとき、イザベラがぼろを出さないか見張り、いざというとき助けに入れるように。

「あなたには苦労ばかりかけるわね……」

　イザベラの侍女につけられたばかりに、余計な仕事が増え、申し訳ない限りである。

「姫からかけられた苦労などありません。あなたは一国の姫君として無欲すぎます」

　大真面目な顔でそんなことを言われてしまった。

「小さな国の姫なんてそんなものよ。欲しがったことがまだないだけ」

　餓うえることも凍えることもない恵まれた環境に生まれ育ったイザベラの中で、そういった欲は育まれなかった。

　基本倹約の国であったので、周囲の人間も今あるものを大切にして生活する者ばかりで、自滅するほどの贅沢な望みなど抱いたことはない。

　だが、この先はわからない。

（だって恋を知ってしまった）

　あの美しい人を欲しいと思うのは、おこがましい限りである。

（それでも、少しでも多くフェルナード王子との時間を共有できたらと思ってしまう）

　次はいつ会えるだろうか。

　自分は彼の盾になるべく宛てがわれた姫で、本当の婚約者ではない。

（私から会いたいなんて、言えないわよね……）

　距離が縮まったかと思えば、イザベラからさらに近づくことは相当に難しい相手なのである。

　彼から会いに来てもらえなくては、顔を見ることも叶わない。

　イザベラの口から思わずため息が漏れる。

　そもそも今、こんなことで頭を悩ませている場合でもない。

　エルゴルの使者が姿を消して、明日で五日目になる。

　なにもイザベラも、なんの根拠もなく五日、と思ったわけではなかった。

　今回、使者の役を買って出てくれた執事長から、昔から教え込まれてきた五日という数字。

『もし私が姫との約束の場に五日経っても姿を現さなかったら、その時は探してください。鉱夫や王に助けを求めてもよろしいでしょう。私が生きて動くことが可能ならば、五日までに必ず姫のもとにまいります』

　歌姫としていろんな国を行脚していた頃、供をしてくれていた彼にそう言われ続けてきた。

　そしてどんなことがあっても、彼は五日経てばイザベラのもとに戻ってきてくれたのだ。

　明日姿を見せなければ、捜索隊を出すことになるだろうが、やはりどうしたって、心配していない。いや、できないのだ。

　幼い頃からの刷り込みというやつだろうか。

　彼だって人間だとわかっているものの、彼が倒れる姿を想像できなかった。

（明日は来てくれるかしら）

　そうして青空が美しい窓の外を眺めていると、フェルナードから遠乗りの誘いがきているとベルから伝えられた。

　執事長のことなど薄情なイザベラの頭から吹き飛んだ。










湖と幸福




　次の日は残念ながら曇り空だった。

　朝からそわそわと窓から空を覗き込んではベルにため息をつかれていたが、午後になっても雨は降らなかった。

　たまに厚い雲の隙間から青空が覗くものの、空全体をうっそうとした雲が覆い、山のほうでは雨が降っているようである。

「残念でしたね、折角のお出かけだったのに」

「夕方までは持つと思うんですけど、なにぶん天気ばかりは俺たちにもどうしようもないですからねえ」

　ベルに用意してもらった乗馬服に着替え、イザベラがぼんやりと空を眺めているとそんな声がかかった。

　今日、供と護衛を務めてくれるというラフとジェフである。

　美しい毛並みの馬が二頭、ふたりに頭をなでられながら気持ちよさそうに寄り添っている。

「王子としては遠くまで連れていきたかったみたいですけど、こうなるとちょっと計画変更しなきゃですね」

「どこに行くのかしら」

　遠乗りには誘われたが、詳しいことはなにも聞いていない。

「おそらく森の手前あたりだと思うんですよね。湖を見せたがってたみたいだし」

　湖はアステート公国の象徴的な自然観光のひとつである。

　それはそれは美しい湖面で、心が洗われる美しさだと聞いた。

「それまで天気が持てばいいですけどね」

　一応、厚手の外套を持ってきました、とジェフが大きな布を掲げて見せてくれた。

　あの夜、フェルナードがイザベラに着せてくれたあの外套である。

「これなら姫も寒くないはず、って王子が自分で用意したんですよ。ほんと恐怖ですよね」

　なにが恐怖なのかよくわからないが、イザベラにとって重要なのはそこではないので華麗に聞き流した。

（私のために……）

　恋とは恐ろしい。そんな些細なことですら胸が躍るほどうれしい。

「本当は俺たちもいなくてよかったんですけどねえ」

「馬に蹴られる前に離れとこうぜ」

　そんなことを双子が言うので、イザベラは恋する乙女から慌てて脱する。

「そんなことない。私、ふたりが一緒でうれしいわ」

　大真面目にそんなことを言ったのだが、双子は目を見合わせて大笑いした。

「やっだなー！　そんな顔でそんなこと言われたら俺たち殺されちゃうじゃないですかあ」

「鍛錬増やされて百人組み手させられちゃいますよお」

　まったく意味がわからなかったが、ふたりが楽しそうなので突っ込むのはやめた。

　そんな雑談をしていると、馬の蹄の音が聞こえてきた。

「おはようございます！」

　イザベラがそちらを見るより早く、双子が背筋を伸ばしすばやく敬礼する。

　予想通り、フェルナードが馬に乗ってこちらに向かってきていた。

　いつもより軽装だが、やはり詰襟で喉もとは見えない。腰には短い剣を差していて、乗馬用のブーツがとてもよく似合っている。

　どんな姿をしていても、彼は美しい。

　思わず声もなくして見とれてしまった。

　乗っている馬も美しく逞しかった。黒毛でよく磨かれた体は、曇天のもとでも光り輝いている。

　その美しい馬からひらりと下りて、フェルナードは唇をゆっくりと動かした。

「ほんとですよー。俺たちも姫も待ちくたびれました」

　ジェフが頭のうしろで手を組みながら言う。

　それを受けて、またフェルナードがぱくぱくと唇を動かした。

「なんすかやきもちですか。焼くだけ無駄なんでさっさと出発しましょ」

　今度はラフが応える。

　イザベラがそれをじっと見ていると、顔を上げたフェルナードと目が合った。

　いつもより少し暗い光の下で、瞳の色がとても落ち着いて見える。

　その瞳にやわらかく微笑まれ、イザベラは顔が熱くなるのを感じた。

「お、おはようございます」

　かろうじて挨拶はしたが、あとはもうされるがまま馬に乗せられ、すぐに出発となった。

　双子が明日は槍でも降るんじゃないですかねと言っていたようだが、今のイザベラには聞き返す余裕もなかった。




（どうしよう）

　イザベラは考える。

　考えるが、考える端からお腹に回された大きな手に思考が持っていかれ、まともに答えも出せない。

　今イザベラは、フェルナードとあの美しい馬に相乗りしている。

　ふたり用の鞍くらにまたがってはいるが、イザベラの背中はフェルナードの胸に密着し、落馬しては大変だからと、その腕に抱え込まれるように座らされていた。

　出発時はスピードを上げて走らせていたが、森の入口を過ぎた今は、ゆっくりと闊歩している。

（恥ずかしい。どうしよう）

　フェルナードの吐息が首筋にかかる。

　乗馬するには邪魔だからと、ベルが髪を綺麗に結ってくれたのがあだとなった。その首筋すら真っ赤になっている自覚がある。しかもたまにそこに視線を感じる。

（どうしよう、首のうしろなんて見えない。そこにもそばかすが散っていたらどうしよう）

　顔を青くしてまで悩むことではないが、今のイザベラにとっては一大事だった。

　涼しい顔をしたフェルナードが実のところ、その首筋に吸いつきたいなどとふらちなことを考えているとは露にも思わなかった。幸いである。

「あ、そろそろですよ」

　ジェフに声をかけられ、なんとか意識をそちらへと持っていく。

　彼が指差すほうを見れば、イザベラは己のちっぽけなそばかすのことなど忘れてしまった。

　向こう岸が見えないほど大きな湖にポツリと浮かぶ緑の島に、小さな城が立っている。赤いレンガ造りのそれを緑の蔦が覆い、まるで島の一部のようにも見えた。目立つふたつの尖塔の先に、アステート公国の国旗が掲げられている。島には桟橋が渡してあり、こちらの岸にはふたつボートがつながれていた。

　とても静かな光景だった。

　鳥の鳴き声以外なにも聞こえない。

　針葉樹の森に囲まれた、静せい謐ひつの湖と城。

「……素敵」

　歌姫としても様々な土地を訪れたが、こんなに美しい光景は見たことがなかった。

　思わず感嘆のため息を漏らすと、うしろで小さく笑う気配がする。

「晴れてたらもっと素敵だったんですけどねー」

「これだけ薄暗いと魔女の城みたいだよな」

　双子が不敬極まりないことを言っているので思わず心配してしまったが、フェルナードに彼らの発言を気にしている様子は見られない。むしろそれに同意する勢いでうなずいている。

「でも私、今日のこのお城もとても素敵だと思うわ。静かで美しいのに、どこか寂しい」

　優美さより機能美を優先していたエルゴルではまず見られないような光景だ。

　ここから離れたところに湖に面した観光地があるらしい。とはいえここからは見えず、それだけこの湖が大きいことを物語っている。

　いまは閑散期でこの城周辺の土地は閉鎖しているが、春夏の暖かい季節には一般市民にも開放するらしい。

　なんにせよ、素晴らしい場所であるのは間違いない。

「連れてきてくれてありがとう」

　イザベラは勇気を出してフェルナードの手に触れて、そう伝えてみた。

　このうれしさは、言葉だけでは足りないと思ったからだ。

　耳が真っ赤になっているのが自分でもわかる。恥ずかしい。

「詩人ですねえ」

　ジェフにけらけらと笑われてしまったので、その緊張も長くは続かなかったが。

　フェルナード王子が鍵の束を彼に投げつけると、器用に顔面で受け止めた。

「はいはい、余計なこと言ってないで先に鍵を開けておけってことですね。そうします」

　悶絶しているジェフに代わり、ラフが答える。

　賑やかなふたりはこの場の静謐を物ともせず、わいわい騒ぎ立てながら桟橋へと向かっていった。

　そうしてふたりの後を追い、イザベラとフェルナードも桟橋を馬で渡る。

　周囲が湖なので少し怖かったが、それを察してくれたフェルナードが回した腕に力を込めてくれた。

　恥ずかしいがうれしくて、桟橋を渡りきる頃には怖さなど吹き飛んでいた。

　桟橋を渡ると、整備された小道が城の門まで続いていた。

　入口でジェフとラフが手を振っている。それに振り返しながら、イザベラは興味津々で周囲を見渡した。

　城を覆う緑の蔦は、近くで見るとところどころ紅葉していてさらに美しかった。様々な植物が群生している庭には、湖を臨めるところに小さな東あずま屋やがある。それを見ると、この城が湖を楽しむために建てられたことがよくわかる。

　瞳を輝かせてあちらこちらを眺めては感嘆するイザベラに、フェルナードが笑う。

　それを見ていた双子が、悪寒でも走ったかのように肩を抱いてぶるりと身震いした。

『喜んでもらえただろうか』

　城の中をひと通り回ると、庭の東屋へ案内された。

　寒くないようにと、ソファの上に大量のクッションと、厚手の毛布が敷かれ、イザベラはというと外套でぐるぐる巻きにされている。身動きは取りづらいが、その心遣いがうれしかった。

　双子が慣れないながらも入れてくれた高温度の茶で体を温めながら、イザベラは耳をくすぐる波音に耳を傾ける。

　空はやはり雲に覆われていて、今にも垂れてきそうなその灰色の雲が湖と相反して、とても重厚な雰囲気をかもし出していた。

「……ありがとうございます。こんな綺麗な場所、初めて見ました」

　何度言っても足りない。この言葉も、かれこれ三回くらい言っている気がする。

　そんなイザベラに、フェルナードは黒板を見せながら文字を綴った。

『ここは、アステート公国の始まりの場所といわれている。アステート王族の祖が、この小さな城から国を広げ、豊かにしていったのだと』

　美しい文字が軽やかにイザベラに語りかけてくる。

　彼が書く〝アステート〟の文字の美しさに、イザベラは目を奪われた。

　じっと黒板を見つめているイザベラの横で、フェルナードはまたチョークを手にする。

『アステートの祖が、歌声の美しい鳥をこの城に閉じ込めて生涯愛でたという神話も残っている。ここは――』

　そこまで書いて、ぴたりと手が止まった。

　イザベラが不思議に思っていると、フェルナードは今まで書いた文章をすべて布で消してしまった。

『すまない、こうして文字にすると長くなる。城の説明は双子から聞くといい』

　そう書かれ、イザベラは思わずチョークを握る手を掴んでしまった。

　フェルナードが驚いているのがわかる。

　イザベラはその大きな手を掴んだまま、外套に包まれた体でぐっとフェルナードに詰め寄った。

「私は」

　フェルナードの顔が近い。

　いつも冷ややかに細められた瞳が、今は少しだけ大きくなっていた。

「フェルナード王子の言葉で聞きたい。長くなっても大変でも、あなたが私に言葉をくださるのなら、どんなものだって欲しい」

　声が出ない歯がゆさはいかほどのものだろう。

　己の弱さゆえに歌えないイザベラとは違う。

　声を出したくても出せず、人に伝える言葉を文字にしなくてはならない彼の大変さを、本当の意味で理解できる日はこないかもしれない。

　けれど、文字を待つイザベラを気遣って、その言葉を殺してしまわないでほしい。

「あなたの書く文字がとても好き。あなたが文字を書き終わるまで待つことができるのは、とても幸福なことだわ」

（だから聞かせてほしい。あなたの〝声〟をあきらめてしまわないで）

「私、あなたのことをもっと知りたい。あなたの言葉が聞きたい」

　伝わればいい。

　出会ったばかりの女がなにを言うかと笑ってくれてもいい。

　けれど声が出ないことに引け目を感じて、語る言葉を押し殺してほしくない。

　その思いだけでも伝わればと、イザベラはぎゅっとフェルナードの手を強く握った。

　この手が彼の言葉を教えてくれる。イザベラが恋をした、彼の大切な一部だ。

　その手が身じろぎして、イザベラのか弱い拘束からするりと逃れた。

　途端、ぬくもりが離れて、イザベラは急激に体温が上がるのを感じた。

　手が離れていくのと同時に、顔も上げていられなくなってうつむく。

（私今、とんでもないことを言ったわ）

　イザベラは、自分の発言が愛の告白のようなものであると気づき、一気に頰が熱くなった。

（勘違いもいいところだわ。裏切りの代償として連れてこられた人間がなにを言っているの。彼が優しくしてくれるからと、踏み込まなくていいところまで踏み込もうとして――）

　羞恥心でどんどん顔が赤くなる。

（穴があったら入りたい……。すぐそこの湖に飛び込んで魚の餌になってしまいたい）

　なにより、フェルナードから反応がないのが怖い。

「……も、申し訳ありません。出すぎた真似を」

　震える声は続かなかった。

　包まった外套ごと、まるで荷物のように持ち上げられ、彼の膝にのせられる。

　東屋の天井が見えた。蔦が絡まっている柱が目に飛び込んできて、次にはフェルナードに抱きつかれていることに気づく。

「ふぇ、ふぇ、フェルナ――」

　脇から背中に腕を回され、まるでイザベラの肩にすがるように抱きつかれている。首筋に彼のぬくもりを感じる。肩が上下するたび、吐息を感じる。

　震える声でわかりやすくうろたえれば、静かに、とでも言うように腕に力を込められた。

　心臓がかつてない速さで脈打っている。

　どこかで鳥の鳴き声が聞こえて、ぽちゃりと湖でなにかが跳ねた。

　遠くで双子たちがおしゃべりに興じているのが聞こえる。

　ただそれよりもずっと、フェルナードの息遣いが近い。

　イザベラは恐る恐る、フェルナードの背中に手を回した。

　苦しいくらいに抱きしめられている。その力んだ体を包み込むようにそっと抱きしめ返す。

　厚手の服の下に、逞しい肉体を感じる。それが脈打っている。

　少し勇気を出して、左肩に預けられている彼の頭に、頬を寄せてみた。

　やわらかな黒髪から露出した耳が、とても熱い。

　そうしてイザベラの熱くなった頬とフェルナードの熱い耳が触れ合って、じわりと体温が溶けていく。

　嫌がられはしなかった。むしろ、抱きしめる腕に力がこもる。

（私、今、彼に触れてる……）

　そんなことがとても新鮮で、不思議で、うれしかった。




「雨……」

　しばらくそうしていると、ぽつぽつと湖に滴しずくが落ちる音が聞こえてきた。

　少しだけ顔を動かして東屋の外を見ると、小雨が降り始めている。

　その勢いは少しずつ増して、心配した双子が城の小窓から顔を出したが、イザベラとフェルナードの状態を見て、慌てて引っ込んだ。

　まさか目撃されるとは思っていなかったので、恥ずかしさのあまりフェルナードに隠れるように強く抱きついてしまった。フェルナードの大きな体がびくりと跳ねる。

　跳ねたが、離れたりはしなかった。

　さあさあと優しい音がする。

　小さな東屋が、まるで小さな家のように、そこだけ雨から守られていた。

（私も彼を守れたらいいのに。剣を握るような守り方じゃなくて、彼を濡らそうとする雨から彼をかばうような、そんな守り方ができたらいいのに）

　なんて過ぎた願いだろう――。

　フェルナードの体温を感じながらしばらくけぶる景色を眺めていると、フェルナードが少しだけ身じろぎした。

　慌てて背中に回していた手を離すと、真横で触れ合っていた顔がゆっくりと離れていく。

（終わってしまう）

　夢のようなひとときだった。

　イザベラがこれから歩む長い人生の中での一瞬にも満たないような、一番の幸福の時だった。

　密着していたフェルナードの体が離れると、外套に包まれて暖かいはずなのに、とても寒く感じた。

「あの、フェルナ――」

　恥ずかしさと寂しさで、思わず口を開いたイザベラの両手に、フェルナードがそっと触れた。

　右手は左手に、左手は右手に、包まれるように触れられて、ゆっくりと持ち上げられる。

　その手の動きを見守っていると、いつのまにボタンがはずされたのか、詰襟から喉の傷が覗いていた。

（あ……）

　あの夜、彼と交わした会話を思い出す。

〝――今はもう痛まない。雨の日には少し痛むこともあるが……〟

〝――妻に歌ってもらいながら温めてもらうと、痛みなど吹き飛ぶと皆言っていました〟

　ふたりはそんな会話をした。

　人の手で温めると、痛みが軽減するのだと口にしたイザベラに、彼はなんと言っただろう。

〝――では次に痛んだときは、あなたにお願いする〟

（嘘）

　イザベラが考える間もなく、優しく掴まれた腕が彼の傷へと導かれていく。

　フェルナードの芽吹いた新緑の瞳が少し緊張して、けれど真剣な眼差しで、イザベラを見つめている。

　雨の音もなにも聞こえなくなった。

　いっさいの音が消えて、フェルナードの手のぬくもりと、瞳と、痛々しい傷跡だけがイザベラの世界を占める。

（たとえお役ご免でエルゴルに帰らされてもいい。妻になれなくても、彼の傷を温めることを許されたのなら――）

　つい先ほど、一番の幸福の時がきたとばかり思っていたのに。

（どうしよう。今日は幸福が多すぎて、抱えきれない）

　そうしてイザベラの手が、フェルナードの手に導かれて彼の傷口に触れそうになったときだった。

「きゃあっ」

　掴まれていた手を勢いよく引っ張られて、ソファに押しつけられる。たくさんのクッションのおかげで痛みはなかったが、突然の出来事に理解が追いつかない。

　慌てて顔を上げると、フェルナードが立ち上がってイザベラに背を向けていた。

　その背に、緊張が走る。

　フェルナードが腰に差していた短い剣を抜いた。乗馬用の短剣とはいえ、立派な剣である。鈍く光るそれはよく手入れされていて、なによりその装飾の少なさに、彼が普段実際に使っているものだとわかる。

　それを抜くということは、それを向ける相手がいるということだ。

　フェルナードの大きな背中にかばわれて見えないが、確実に彼の前に〝なにか〟がいるらしい。

　雨のせいで気づくのが遅れたのだろう。

　フェルナードは苛立たしげに舌打ちすると、短剣を東屋のテーブルに叩きつけた。テーブルの装飾に使われていた金属と短剣がぶつかり合い、鈍い音が辺りに響く。

　それを合図に、すでに剣を構えた双子がすばやく城から飛び出してきた。

「王子、残念でしたね」

「まさかあそこで侵入者に邪魔されるとは。俺たちも予想外でしたよ～」

　雨に濡れることもかまわず、ふたりはけらけらと笑っている。

　しかも隠れてすべて見ていたと言っている。イザベラは一瞬状況も忘れて羞恥に悶絶した。

「その顔、姫には見せないほうがいいですよ」

「いつもの凶悪なフェルナード王子に戻っちゃってますから」

　そんなことを言い合いながらも、双子の声はいつもより硬く、緊張しているのが伝わってくる。

　フェルナードも双子も相当な手だれだと聞いている。

　そんな彼らが緊張するなんてよほどの相手ではないのか。

「しかし大きいなあ。まるで熊みたいだ」

「最近噂の山賊か？　今日はお仲間はお留守番かよ」

　双子がじりじりと間合いを取りながら敵に話しかけている。

　そうしながら切り込む好機を狙っているのだろう。

「フェ、フェルナード王子――」

　イザベラが不安のあまり、フェルナードの名前を思わず呼んでしまったとき、フェルナードに引き寄せられた。

　剣を構えながら、安心させるように片腕で抱きしめられ視界が開ける。

「そうですよ王子、今日は姫がいますからね」

「大熊は俺たちに任せて、王子は姫をお守りください」

　双子がそんなことを言っていたが、イザベラはまともに聞けなかった。

　フェルナードが前からどいたおかげで、彼らが対峙していた〝大熊〟が見えたからだ。

　初めはけぶる雨でなにか黒くて大きなものが立っているようにしか判別できなかった。

〝それ〟は、泥に汚れた外套を羽織っている。太い脚に太い腕。その背はイザベラの二倍はあろうというほど高く、薄汚れたシャツの上からでも、筋骨隆々の肉体が見て取れる。左手には無骨な剣を構えている。外套にはフードがついていたが、それはかぶられずうしろに垂らされていた。

　初老の男だった。

　白髪交じりの髪をうしろになでつけ、髪と同じく白い無精ひげが顔を覆っている。ともすれば上品そうな顔立ちだが、その眼光だけは鋭く、まるで本物の獣のように見える。

　イザベラは絶句した。

　そして次の瞬間には、フェルナードの腕から転がり出て、〝大熊〟に突進していた。

　フェルナードが上げた声なき叫び声も雨の音にかき消される。

〝大熊〟が、自分へ突進してくるイザベラを認め、構えていた剣を投げ捨てる。

　双子が目をひんむいたのを横目に、イザベラは目いっぱいの大声で叫んだ。

「ミカエル！」

　叫んだと同時に、〝大熊〟こと〝ミカエル〟が、その大きな口を開いた。

「おひい様！」

　まるで大型動物の咆ほう哮こうだった。

　ミカエルは転ぶように駆けてきたイザベラをその大きな体で受け止めると、すぐさま外套を脱いでイザベラの頭にかぶせる。

「雨の中に飛び出してくるなど、なんという無茶を……。お風邪を召されたらどうするのです。あなたの大切な体は、あなた自身が大切にしてあげなくてはなりませんよ」

　先ほどまで餓えた獣のようだった眼が、今は穏やかに光り輝いている。

　イザベラはそんなミカエルへうれしそうに微笑んだ。

「よかったミカエル。あなたが無事で」

「心配などなさっていなかったでしょう」

　ミカエルが片目をつむりながらそんなことを言う。それに素直にうなずいて、イザベラはまた笑った。

　フェルナードと双子は固まったまま仲睦まじく笑い合うふたりを、呆然と見守っていた。










恋敵




「ご挨拶が遅れました。エルゴル城の総執事長を務めております、ミカエルと申します」

　城の中に入り、水で汗と汚れを流して着替えたミカエルはすっかり執事然となっていた。

　無精ひげも綺麗に整えられ、顔だけ見れば初老の執事、といったところである。

　ただ、異様に体が大きい。筋肉の隆起が服越しでもわかる。この城に置いてあった着替えでは小さすぎたのでミカエルが持参した服を着ているのだが、それでも盛り上がった筋肉にボタンが弾け飛びそうな有様である。イザベラと並ぶとまるで熊と子どもだ。

「このたびは参上が遅れてまことに申し訳ございません」

　暖炉に火を入れ、それぞれが落ち着いた頃、ミカエルは完璧な所作で挨拶をした。

「……もしかして例の、行方不明になってたエルゴルの使者」

　ジェフがいまだに呆然としたままそんなことを言う。

　それを受けて、ミカエルは神妙にうなずいた。

「そうですな。ご迷惑は承知で、あえて行方不明という形を取らせていただきました。アステート公国に入ってすぐ、山賊に襲われ、この山賊がいつかおひい様にも危害を及ぼすのではと考えたら居ても立ってもいられず。山賊の根城に潜入し、いろいろ調べてまいりました」

　などと平然と言うので、双子は大興奮でミカエルに詰め寄った。

「すごいなおっさん！」

「体もすごいけど思考回路もぶっ飛んでてすごい！」

　双子がイザベラには理解できないところで感動している。

　ふとフェルナードを見ると、じっとミカエルを見つめてなにかを考え込んでいるようだった。

「……フェルナード王子」

　その彼の手をそっと引いて、窓際まで連れていく。

　それを見て見ぬ振りをしてくれた双子とミカエルに感謝しつつ、厚いカーテンの裏側にそっとフェルナードを導いた。

　されるがままついてきたフェルナードは、なにか、とでも問うように首をかしげている。

　そんな仕草がかわいくて、そしてそんな仕草を見せてくれたことがうれしくて、イザベラの頬が勝手に温まる。

　まるで天使であるが、にやついている場合ではない。

「ミカエルには私からうまく言っておきます。エルゴルの者をすぐに信用してすべてを話す必要はございません」

　緩んだ頬を引きしめてそう言ったイザベラに、フェルナードが呆気にとられた顔をする。

　その顔を見て、自分の考え違いだったかとイザベラは慌てた。

「あ、ごめんなさい。もしかしてミカエルに声のことを話すかどうか迷ってらっしゃるのかと思って」

　言われて初めてそのことに気づいたかのように、フェルナードは小さく首を振って、黒板を取り出した。

　カツカツと書かれた言葉に、イザベラは目を丸くする。

『声のことは折を見て話すつもりだが、彼を信用していないわけじゃない。私はただ、彼はいい講師になりそうだと思っていただけだ』

「講師？」

『騎士団の鍛錬において、彼は適任に思える』

　なるほどここでサムエルの戦馬鹿の言葉に納得することになろうとは思わなかったが、納得してしまった。

　フェルナードはアステート公国の王子である前に、騎士団の団長なのかもしれない。

『それと、イザベラ。口調が戻っている』

　ついでのようにそんなことを書かれ、イザベラは唇をきゅっと閉じた。

　うれしくて今にも顔が崩れ落ちてしまいそうになったからだ。

「ミカエルはエルゴルでも城の守備隊の隊長をしていたの。言えばきっと快く受け入れてくれるわ」

　にやけそうになる顔を隠しきれずにそう言うと、フェルナードも極上の微笑で返してくれた。

　それだけでなんだか幸せを感じてしまうなんて、重症である。

『あなたが、捜索隊は必要ないといった意味がよくわかった』

　そしてフェルナードが、おかしそうに笑う。

　たしかにあの見た目と気迫だけで、ミカエルがただ者ではないとわかることだろう。

「野宿も得意だし、狩りも上手なの。ミカエルが作る野うさぎのスープは絶品なのよ」

　言ってから、一国の姫が野うさぎはまずかったかと思ったが、フェルナードの目が輝いたのでよしとする。

『野うさぎはうまい。機会があれば彼に作っていただこう』

　フェルナードの瞳がきらきらしている。

　ここまでミカエルと野うさぎのスープに反応されてしまうと、ちょっと複雑である。

　フェルナードはイザベラを忘れず部屋の中央へとエスコートすると、早速ミカエルに喉の傷のことを伝え、その後は黒板と声とで会話を始めてしまった。

　筋肉馬鹿と戦馬鹿は意外と馬が合ったようで、会話は異様な盛り上がりを見せている。

　となると、イザベラの心中はますます複雑である。

　一方は文字で会話しているというのに、お互いに楽しそうな様子が伝わってくる。ともすれば、イザベラといるときよりずっと楽しそうである。

　さらにはそこに双子たちも加わり、イザベラはいよいよ部屋の中で孤立してしまった。

　なにが楽しいのか、あの山は水が綺麗だから獣の肉もうまいとか、あの戦ではこの戦法を使ったほうが丸二日は早く投降させることができたとか。さらにはかの有名なあの領地奪還の戦の要は、どこぞの国の軍師が活躍していたからだとか、いい筋肉をつくるにはあの食材とこの調理法の組み合わせがいいだとか。

　イザベラのいやな予感はあたり、男たちの血湧き肉躍る筋肉と戦談義は、なんと日が暮れるまで続いた。




　その日からイザベラには敵ができた。

　筋肉むきむきでなんでもできる、たいそう巨体な恋こい敵がたきである。

　あの日以来、フェルナードはミカエルに夢中になった。もちろん、変な意味でなく。

　ミカエルが得意とする柔術や彼の持つ武人としてのセンスや知識に惚れ込んでいるようで、暇を見てはミカエルを誘い出し、騎士棟へと連れていく。

　手合わせをしたり騎士たちの指導をさせたりと、ずいぶんと仲良くやっているらしい。

　騎士団でも早速受け入れられ、すでに師と仰ぐ者までいるというのだから、さすがミカエルであるが、今まで一番信頼していたミカエルがまさか己の恋敵になろうと誰が予想しただろう。

　ミカエルはイザベラの従者として振る舞っているが、なにを気負っているのか、姫の未来のご夫ふ君くんを見極めさせていただきます、などと言って片っ端からフェルナードの誘いに乗っている。

　どう見ても自分が楽しいからついていっているようにしか見えない。

　この事態はさすがにベルにも予想できなかったのか、最近彼女がイザベラに優しくなった。

　とはいえ、その優しさがつらい。

「……今日もミカエルはフェルナード王子のところなの」

　うんざりした声が出てしまった。

　遠乗りした日から帰ってきて数日、この質問を欠かさなかったことはないように思う。

　通常なら一番に挨拶に来るはずのミカエルは、早朝から騎士団の訓練に参加しているらしく、顔も見ないことが多かった。

　これではなんのための従者なのかわかったものじゃない。

「姫、一度お諌いさめになればどうですか。王子にしてもミカエル殿にしても、少々遠慮がなさすぎるのでは」

　己のお楽しみ最優先の男たちに、ベルが苦言を呈す。

　イザベラは一瞬悩んだが、すぐに頭を横に振った。

「……寂しいけど、うれしくもあるのよ。フェルナード王子がわたくしの国の者と親しくしてくれていることが」

　ベルにはお見通しだろうが、どちらに会えなくて寂しいかは明言を避けた。

「姫はもう少し欲張りになるべきです」

　ベルが大真面目にそんなことを言う。以前も言われたような言葉である。

「私にはベルがいてくれるもの。私は私で、やるべきことをやらなくちゃ」

　フェルナード王子に会えなくて寂しいからと、そんな甘えたことなど言っていられないのだ。

　相変わらず下心がたっぷり詰め込まれたプレゼントは届いているし、勉強だって進めなくてはならない。

　そしてなにより大切な、歌の練習も。

「あの丘まで行くのも結構ですが、なるべく護衛は近くに置いてください」

　丘に出ての練習にベルから文句を言われることは少なくなったが、護衛に離れて待ってもらっていることにはまだ不満が残るようである。

　そのたび一応うなずくのだが、改善の余地はない。

　近づかれればあまりうまくもない歌声が聴かれてしまう。

　そういうわけで今日も今日とて歌を歌いに来たのだが、気もそぞろでなかなか集中できない。

　丘から見える無骨な騎士棟が視界に入るたび、あそこでフェルナードとミカエルは親交を深めているのだと思うと嫉妬が止まらないのである。

（私だって満足に一緒にいられないのに）

　ミカエルの馬鹿、と小さく愚痴ってみても、身勝手な男たちに届くわけもない。

　今頃楽しげに騎士棟の中で剣を交えているのだろう。

　フェルナードの剣を振るう姿にとても興味があるが、今は彼がいる騎士棟がとんでもなく遠く思える。

（あの湖の時は、すごく近くに感じたのに――）

　湖の城で、あんな幸せで落ち着かない時間を過ごしたことなど夢のようである。

（フェルナード王子の手、大きかった……）

　彼の手に触れられて、イザベラはあと少しで傷跡まで届きそうだと思った。あの時を夢に見ては、なんだかうれしいような、今そばにいれないことが寂しいような気持ちになって複雑なのだ。

　恋とは面倒だ。昔は恋の歌なんて、ただ想像して歌っていただけだったけれど、きっと今なら、どんな恋歌だって歌えるような気がする――そう思うと、歌わずにはいられないのがイザベラだった。

　どんな状況に陥ろうと歌姫にはかわりない、と自分で思いながら、唇が勝手に開く。

　本格的に練習を再開して、もとのようにだいぶ声が出るようになった。

　腹に力がこもる。

　胸が膨らむ。

　喉が開く。

　近いようで遠い騎士棟にいるだろうフェルナードのことを思うと、ぐっと声に心がこもるような気がした。

　聴いてもらうための歌ではなく、己のために歌う恋の歌だ。

（この心を歌に込めて――）

　届けられたらいいのに、この歌であの人にこの思いを届けることができたならと思う。

（……会いたい）

　恋の歌を歌ってしまうと、その気持ちが己の中で膨張して、居ても立ってもいられなくなってしまった。

　人前で歌うことができなくなってしまったイザベラが、そうなってから初めて心から聴いてほしいと願ったのを、当の本人は気づかない。

　フェルナードに会いたいという気持ちで埋め尽くされていた彼女の頭には、ほかの事を考える余裕などなかった。

（騎士棟に行こう）

　ちょっと覗いて帰るだけでいいという思いに至った。

　護衛の人にお願いして、ほんの少しだけ、顔を見せてもらうだけでいい。

　もし断られても負けるものかとイザベラは、はた迷惑な決意をして、騎士棟を目指して丘を下りた。










目から涙




　騎士棟は分厚い石の壁に覆われた要塞だった。

　大きな門をくぐると中は広大な敷地を有しており、有事の際にはここに立てこもることも考えてつくられたという。

　門をくぐってすぐ、その門を覆うようにもうひとつの石壁が道を阻はばむ。いざというとき、なだれ込んできた敵をここで食い止めるためのものらしい。

　石壁の上は通路になっており、上から投石や火矢を投げられるようになっている。普段はここで演習をしたり、騎士たちの公的な行事を行っているという。

　その第二の石壁の向こうには、独身騎士のための宿舎や、執務室、武器庫などが含まれた大きな建物がいくつか並んでおり、見た目は小さな町のようでもある。

　石壁を上り通路に出ると、宿舎などの入った建物から隔てられたコロッセウムが姿を現した。上から見下ろすと、そこに大勢の兵士たちが集まっているのがわかる。鍛錬の時間なのだろう、皆簡素な服に胸あてだけをつけて、一対一で剣を交えていた。

　そんな彼らを少し離れたところで見守っている人物が目に入る。

　フェルナードである。フェルナードはいつもよりラフな詰襟のシャツに胸あてをつけ、剣を腰にはいた姿でそこに立っていた。

　遠目で見ても美しく、凛々しく見える。

　久々に見るその姿に、イザベラの心臓はぎゅうっと締めつけられた。

　通路の塀に手を置き、少しでもこの距離が縮まればいいと思ってしまう。

　そうしてイザベラがじっと見つめていると、騎士たちの訓練を眺めていたフェルナードが、おもむろにその輪の中に入っていった。

　だが、誰ひとりとしてその剣を納めない。むしろ一対一であったものが、今や全員がフェルナードに剣を向けている。

　なんの合図もなかったと思う。ひとりがフェルナードに斬りかかると、フェルナードも抜いた剣で応戦する。そこからはまるで大乱闘だった。フェルナードに数人がかりで斬りかかり、いなされ、倒されるが、うしろに控えていた騎士たちがまたフェルナードに斬りかかる――。

「え、あ」

　イザベラが、思わずこの騎士棟に連れてきてくれた騎士を振り返ると、彼に穏やかな顔で、「大丈夫ですよ」となだめられてしまった。

「もともとは宗教的な意味合いで存在していた騎士団を、軍部として仕上げたのはフェルナード王子の功績です。昔の名残でいまだに騎士団と呼んではおりますが、実際は軍隊と言っても過言ではないでしょう。以前は貴族しか志願できなかった騎士団に国民への門戸を開き、報酬を与え、分け隔てなく鍛え抜いてこられたのはフェルナード王子ご自身です。ちなみに鍛錬用の剣は刃をつぶしてありますので、突き刺さない限りはさして深い傷は負いません」

　その言葉通りに、フェルナードは次々に騎士たちを倒していった。剣を使うときもあれば腕や脚も使う。曲げた膝に相手の体を巻き込んで地面に倒すこともする。

　彼にとって体のすべてが武器なのだとわかる。ともすれば、ミカエルが得意とする柔術の動きも見られた。

「エルゴルのミカエル殿に教わった体術を早く試したいとうずうずされていたご様子でしたので」

　なにか問う前に答えをくれる察しのいい彼のおかげで、イザベラはフェルナードの雄姿をあますところなく見ることができた。

　大半が倒れたところで、フェルナードが唇を動かす。その表情は氷よりも冷たい。

「指導されているのでしょう。我らが将は、一瞬の隙が命を奪うような場での怠慢はけっして許しません」

　騎士たちはこうべを垂れることなく、じっとフェルナードを見つめている。おそらくだが、彼の唇の動きを読んでいるのだろう。

　そうして会話するということは、あそこにいる彼らはフェルナードの秘密を知っているということだ。

　サムエルはばれてもかまわないと言っていたが、いったいどこまでその事実が周知されているのか、イザベラには見当もつかない。

「おそらくサムエルからは、王子の秘密を知る者はひと握りであると聞かされているかと思います。ですがこうして鍛錬を繰り返していくうちに、王子の声が失われたことに気づかないわけがありません。入ってきたばかりの新しん参ざん者もの、反王子派の貴族の息子を除く者以外は、王子の秘密を存じております。そしてそれを承知で、皆、フェルナード王子に従っているのです」

　ここまで連れてきてくれた年配の騎士のその瞳には、フェルナードへの敬意が見て取れた。

　多くの尊敬を集め、身を賭してこの国を支えているフェルナードの姿に、イザベラは場違いな寂しさを感じて己を恥じた。

（こうして多くの人々に慕われているあの人との距離は、とんでもなく遠いものだわ）

　どうしたってイザベラは炭鉱国の姫である。力もなければ大した権力もない。

　彼の役に立つことは、イザベラにとってとても難しいことだった。

（少しでも彼の役に立ちたい。そのためには、歌わなくてはならないのに――）

　それすらできない自分がもどかしかった。

　そうしてイザベラが、眼下のフェルナードを見つめていると、すぐうしろが騒がしくなった。

　別の鍛錬をしていた騎士たちが、イザベラの姿に気づいてわっと押し寄せてきたのである。

　見つかった、と慌てて逃げようとしたイザベラだったが、あっという間に屈強な男たちに囲まれてしまう。青ざめながらなにを言われるかとじっと待った。

　屈強な男たちは炭鉱夫たちで見慣れているが、二年前、イザベラの歌声を聴いた人間も多くいるだろう。なにを言われるか、想像がつかなくて怖い。

「ご無礼を承知でお尋ねいたします」

　年嵩の、ひと際大きな体の騎士がそう口を開いた。

「我らがフェルナード王子の花嫁、イザベラ姫でいらっしゃいますでしょうか」

　真剣な面持ちでそう尋ねられ、イザベラまで緊張して声もなくうなずく。

　途端、男の目尻がやわらかく解けた。

「イザベラ姫、あなたの歌を覚えております」

　穏やかな表情で言われたのは、そんな言葉だった。

　イザベラの背中からどっと汗が流れる。

　イザベラの歌声を聴いたことがある彼らは、なんと言うのだろう。下手くそとなじられるような歌をわざわざ隣国から聴かせに来た女に、彼らは。

「あの時は、ありがとうございました」

　思わずドレスのスカートを太もものあたりでぎゅっと握ってしまったイザベラの耳には、そんな声が届いた。

　え、っと思う間もなく、次々に言葉がかけられる。

「あなたの歌がどれだけ励みになったか……、またいつか聴かせてください」

「イザベラ様、あなたの歌で寿命が千年延びました」

「フェルナード王子があなたの歌を独り占めしていると聞いてうらやましい限りです」

　次々にそんなことを言われ、イザベラは呆気にとられてしまった。

　下手くそと怒鳴られたイザベラの歌を、心から褒めてくれている。

「二年前、私は負傷してひどく落ち込んでおりました。ですがあの時、あなたの歌を聴いて、己を鼓舞することができたのでございます」

　大勢に取り囲まれ、口々に歌を褒められ、戸惑いが隠せないでいるイザベラに、ここまで連れてきてくれた年配の騎士はとても丁寧な所作でそんなことを言った。男に右腕はなかった。

「……私の歌に？」

　あの慰問会で、下手くそと叫ばれたのをこの人だって聞いていただろうに。

　フェルナード王子の婚約者だからと、気を使ってくれているのでは、と思わず疑わしげに問い返したイザベラに、男は穏やかに微笑み返す。

「あなたの歌は、私の中にしみ入るようでした。利き腕をなくして、この先騎士としても、男としても、どう生きていこうか絶望していた私を、あなたの歌が救ってくれたのです。おかげで、あの時あきらめず、こうして左の腕で剣を扱えるようになりました」

　真摯にそのようなことを言われて、イザベラは唇をぎゅうと噛みしめた。

　周りで男の話を聞いていたほかの騎士たちも、同意するように力強くうなずいている。

　急激に目頭が熱くなって、男の顔がぼやけていった。

「姫、いかがなさいましたか」

　騎士たちが慌てているが、イザベラは瞳の熱を冷ますことなどできない。できるはずもない。

「……ごめんなさい、うれしくて」

　イザベラの歌など、きっと前を向くためのきっかけに過ぎない。

　その後の彼らの幸せは、彼らの努力や困難を乗り越える強さあってのものだ。

　それを、イザベラの歌のおかげだと言ってもらえるなんて―――。

　涙ぐみながら、頭を下げて礼を言うイザベラに、騎士たちは慌てふためく。

「姫、顔を上げてください」

「あの時のあなたの歌声に、我らがどれだけ救われたか」

「戦で荒すさんでいた我らの心を、どれだけ癒やしてくださったか」

　褒めすぎである。自分の歌など、そんなたいそうなものではないはずだ。

（それでもうれしい。あの日の私の歌が、彼らにこうして届いてくれたことが）

　歌など、しょせんは歌う側の一方的な語りかけに過ぎない。

　その歌をどう受け止めるかは、聴き手側の心の持ちようなのである。

　彼らがそうして好意的に受け止めてくれたということは、少なくともあの時、イザベラの歌を素直に受け入れる心でいてくれたということだ。

（私、王子の期待に応えられていたのかしら……）

　あの日、フェルナードは傷ついた彼らをイザベラに託したのだ。

　裏切ってしまったと思っていた彼の思いに、イザベラは少しでも応えられていたのかもしれない。

「イザベラ姫、あなたにこうして直接礼を言うことができて、本当によかった」

　イザベラの涙を止めようと騎士たちは必死に言葉を尽くしてくれていたが、その言葉のすべてがイザベラの目頭を熱くした。

　幸せの涙はとどまることを知らず、ぽたぽたと固い石畳にしみをつくり続ける。

　そんなイザベラに、周囲はさらに慌てて言葉を重ねた。

「あの時、あなたに無礼な言葉を投げつけた若造は、我らできちんと処罰しておきましたゆえ」

　唐突に言われた言葉に驚いて、イザベラの涙は止まった。

「若者らしいというか、若気の至りというか、まったくけしからんことですが、悪気があってそんなことを言ったわけではないのです」

「仕置きとして素振り一万本させておきましたので」

　イザベラが知る余地のなかったことが語られている。

　素振り一万本とは――。

　イザベラが戸惑っていると、集まっていた騎士たちが不意にざわめいた。

　ぱっくりとイザベラの前から人が避けると、その向こうから後光でも差しそうな美しさの男が現れる。

　鴉からすの濡れ羽ばを思わせる黒髪はうしろになでつけられ、いつもより息が乱れている。簡素な詰襟のシャツを腕まくりし、防具の胸あてをしたまま片手には剣を持って、先ほど見つめていたままの姿で、フェルナードはそこに立っていた。

　いつも落ち着いている緑色の瞳が、なんだか今日は焦っているように見える。

　フェルナードに会えたことがうれしくて、イザベラは涙を滲にじませたまま満面の笑みを浮かべた。

「フェルナード王子！」

　駆け寄って、会いたくて会いたくて仕方なかったフェルナードを見上げる。

　近づいたイザベラに、フェルナードは驚いたように目を見開いた。

　言葉の代わりとでもいうように、イザベラの濡れた目尻を拭う。

「大丈夫、うれし涙なの」

　これは、とてもうれしい涙だ。心配してもらうようなものではない。

「勝手にこんなところまで来てごめんなさい。私がわがままを言ったのです」

　そして怒られる前に謝っておく。

　無断で騎士棟まで来たのはイザベラの責任である。

　涙目でそんなことを言うイザベラにまだ困惑しているのか、フェルナードはためらうように周囲を見渡した。

「フェルナード王子にお会いしたいと姫が所望されましたので、それに応えさせていただきました」

　フェルナードの視線に応えて、護衛の騎士がそんなことを言う。

　はっきりとイザベラの本音を口にするのはやめてほしい。

　真っ赤になったイザベラがうつむくと、フェルナードの手が髪に触れた。

「……ごめんなさい」

　とりあえずもう一度謝っておく。

　怖くてフェルナードの顔を見られなかったが、髪に触れていた手がイザベラの手に伸びて、そっと握ってくれた。

　見上げると、小さく微笑んだフェルナードがいた。

　背後からいくつかの悲鳴が聞こえたが、そんなことよりもうれしさが勝って、イザベラもはにかみ返す。

　好きな人が微笑んでくれるだけで、こんなに幸せになれるのだから、恋とは素敵だ。

「おや、おひい様」

　イザベラとフェルナードが観衆の目も気にせず微笑み合っていると、そこに割って入る勇者が現れた。

　ミカエルである。

　鍛え抜かれた上半身を惜しげもなくさらし、手拭いで汗を拭っている。盛り上がった筋肉から湯気が立ち、見ているだけで暑い。ちなみに、今は冬も間近の秋である。

「パンの湯気」

　イザベラは思わずミカエルに向けてそう言った。

　その場にいたミカエル以外の全員が首をかしげたが、ミカエルだけが目尻を下げて微笑んだ。

「懐かしいですなあ。姫様がお小さい頃、わたくしの体から立ち上る湯気を見てそうおっしゃっておりましたな」

　その後本当に彼の腕をかじったのだが、それは伏せておいてくれるらしい。優秀な執事でイザベラは救われた。

「フェルナード王子のお誘いで、鍛錬をさせていただいておりました。この国の騎士たちは心身共に鍛え抜かれ、なにより礼儀正しい者が多い。わが国の血気盛んな若い炭鉱夫たちに見習わせてやりたいものです。――ところで、なぜ、おひい様は涙を？」

　懐かしい呼び名である。イザベラが小さい頃、ミカエルはそう呼んでたいそう甘やかしてくれた。

　そんなさりげない会話の最後に急激に周囲の温度が下がったが、イザベラはそれを笑い飛ばした。

「たった今、涙が出るくらいとてもうれしいことがあったの」

　イザベラの言葉に、ミカエルの眼光から鋭さが消える。

　ミカエルの無言の圧力を受けていた騎士たちがほっと胸をなで下ろした。

「フェルナード王子、わたくしの国の者をこのように温かく受け入れてくださってありがとうございます。騎士の皆様も、本当にありがとう」

　もう一度イザベラは騎士たちに頭を下げた。

　一国の姫に素直に礼を告げられ、騎士たちは慌てふためきながらもうれしそうである。

　屈強な騎士たちに囲まれ、再びイザベラの姿は見えなくなってしまった。

「姫ってばまたそんなふうに、たらしこんじゃうんだからあ」

「罪ですよ罪」

　いつのまに来ていたのか、そんなことを言っている双子の隣でフェルナードも神妙な顔を浮かべている。

「姫は無自覚ですからな。王子もお気をつけください」

　隣に立つミカエルにそんなことを言われ、フェルナードは大真面目な顔でこっくりとうなずいた。




　――結局、こっそり顔を見て帰るだけのつもりだったイザベラの計画は水の泡となった。

　もともと勢いに任せた思いつきだったので、こうなることも当然だったろう。

　フェルナードのはからいで、今回のことは非公式の騎士棟訪問と称し、イザベラは普段のフェルナードの仕事場を見て回ることを許された。

　鍛錬している騎士たちの様子を見たり、剣を持ち上げてみようとしてできなかったり、昼食を共にしたりと、なんだかエルゴルに戻ったときのような気安い一日になった。

　大半の騎士たちは友好的で、イザベラが言葉遣いや身分の差を気にしないとわかるやいなや、我先にと話しかけてくる。それに一つひとつ答えながらイザベラもうれしそうな顔をするので、さらに調子に乗った騎士たちが話しかける、というのが繰り返された。

　自国には王子しかいないので、本物の姫と接するのが新鮮なのだという。

　フェルナードは黙ってイザベラたちの様子を眺めていたが、時折騎士たちがイザベラに近づきすぎると牽けん制せいするなどして、イザベラの婚約者としての立場を遺憾なく誇示していた。

　昼食後はフェルナードが事務処理をする執務室に案内され、そこで黒板を使いながら談笑した。

　とても楽しい時間になったが、先日の湖でのことは話題に出せなかった。気恥ずかしくて。

　そこにミカエルがやって来て、彼が入れたお茶を楽しんだ。

　ミカエルはいつも、鍛錬が終わった後こうしてフェルナードの執務室に寄り、茶を入れて休憩をするのだという。

　なんてうらやましいのだ、とは思っても言わなかった。

　ミカエルが思っていた以上に騎士棟になじんでいることに驚きつつも、大変充実した一日であったといえる。

　なによりイザベラの胸の中にあった、二年前の慰問での出来事がほんの少し重みを軽くした。

　それですぐさま歌えるのかと問われれば断言はできないが、歌に救われたと言ってくれた彼らに、また聴いてもらいたいとも思う。

　そんな〝いい日〟であったが、残念ながら〝いい〟ままでは終わらなかった。




「お立場を勘違いなさっては困りますね」

　部屋を訪ねてきたサムエルに冷ややかに見つめられ、イザベラは青ざめた。

　夕日の美しい窓際で、イザベラはサムエルを前に蛇に睨まれた蛙のように硬直していた。

　イザベラが許可もなく騎士棟へ赴いたことを知ったサムエルが、苦言を呈しに来たのである。

「ご自身のお立場をご理解なさっていると思っていましたが、とんだ見当違いでした。あなたはフェルナード王子のお立場を磐石なものにするための手段のひとつであるとお心にお留めください。それを今後お忘れなきよう」

　イザベラはもちろんわかっている。忘れてはいない。けれど――。

（私、浮かれていた）

　あの美しい人に優しくされて、恋を自覚して、調子に乗ってしまった。

「も、申し訳ございません……」

　思わず項垂れて、イザベラは心の底から謝罪した。

　サムエルの言う通りである。

　恋にうつつを抜かし有頂天になって、王子の職場にまで足を踏み入れるなど言語道断だ。しかも無許可。温かく迎えてくれた騎士たちのほうが特殊なのだ。

「王子が魅力的であるのは承知しておりますが、あなたにまでステラ嬢のようになってもらっては困るんですよ。きちんとお立場をご理解した上でおそばにいてもらわなくては、裏切り者であるエルゴルの姫をわが国に置く意味がありません」

　その言葉は辛辣である。

　しばらくはサムエルのこの言葉が夢に出てくるだろう。目覚めていても幻聴としてイザベラを悩ませるかもしれない。

　憔しょう悴すいしきった様子でうなずいたイザベラに、サムエルもため息をついて立ち上がった。

　できれば今すぐ出ていってほしいと思った。我慢している涙が決壊しそうなのである。

「もうひとつ」

　まさかまだあるとは思ってもみなかった。

　すでにイザベラに背を向けていたサムエルがゆっくりと振り返った。

　思わず居住まいを正す。

　そんなイザベラから少し視線をずらして、サムエルは口を開いた。

「王子には昔から思いを寄せられている方がいらっしゃいます。その方を早く迎えるために、お立場の安定を急がれているのです。あなたとの式が無期限に延期になったのはそのためです。あなたはあくまでもその方を迎えるまでの盾であることをお忘れなきよう」

　ぱたり、と扉が静かに閉まった音で、サムエルが出ていったことを知った。

　――そうか、とイザベラは思った。

　フェルナード王子に愛している女性がいることは、なんら不思議なことではない。

　あれだけ美しく、そして強い人だ。

　騎士棟での彼を見ていれば、騎士たちに全幅の信頼を寄せられているのがわかる。人柄も申し分ない。

　裏切りの国のイザベラにも優しくしてくれる。

　そんな人が、誰かと思いを通わせることが今までなかったわけがない。

（馬鹿ね、彼にそんな相手がいたなんて、少し考えれば察しがついたことじゃない）

　この国に来て何度思ったか知れない自嘲を、イザベラはずいぶんと久々にした気がする。

　じっと座っていることもできず、おもむろに立ち上がり窓辺に立つ。

　すがるようにカーテンにもたれたが、今にも足もとから崩れ落ちていくようだった。

　窓の向こうには、ここに来たときと変わらない景色が広がっている。

（落ち込むことなんてないわ。最初から望めない恋だった）

　浅はかにも、希望を抱いていたらしい。

　フェルナードの優しさに触れるたび、恋という虫がじわじわと大きくなって心を蝕み、イザベラから理性を奪っていった。

（一番初めに釘を刺されていたのに、どうして忘れていたの）

　それを忘れていなければ、傷も深くなかっただろうに。

（でも、だって）

〝……では次に痛んだときは、あなたにお願いする〟

　そんなことを言ってくれたフェルナードを思い出す。

　ぽたりと落ちた涙は、もう引き返せないイザベラの心を表していた。

（好きなのだわ）

　彼に思う人がいるとわかっても、この思いは殺せそうにない。

　とうとう立っていられず、床に座り込んでしまった。ぐしゃぐしゃに広がったスカートに、ぽたぽたと涙の跡ができる。それがどんどんゆがんでいって、とうとう涙で前が見えなくなった。

　泣いても泣いても、フェルナードの顔が浮かんでは沈んでいく。

　イザベラの中で、すでにフェルナードは確固とした地位を築き、そこに立っていた。

（……それなら、恋をしたままでいよう。そのままの私で、私はあの人の歌姫として盾となろう）

　声をなくしても、強くあるフェルナードのその強さを、盾として守れるなら。

（あの人が好きだわ）

　この恋が実らなくても、あの雨の中、抱きしめてくれたことを忘れることはないだろう。

（あれはきっと、王子が見せてくれた彼の弱くてやわらかいところ）

　イザベラにくれたその部分だけを大切にして、イザベラは恋心を抱えたまま望みを抱かないと決めた。










恋に溺れる




　翌日から、イザベラは勉強の時間以外はフェルナードを観察することにした。

　ベルとサムエルには怪訝な顔をされたが、可能な限りフェルナードと過ごせるよう取りはからってもらい、自らメイドのような真似をした。

　仕事の合間にフェルナードやほかの人間に茶を注いだり、書物の整理をしたり、部屋を片づけたり。

　たまに彼が黒板なしで語る唇の動きをじっと見つめて、それを受けた相手の返答を確認する。

　何度かメモを取って、双子とミカエルに協力してもらいながら観察を続けた。

　目的があってこそだが、仕事中の彼を見ることができるのはとても素敵なことだった。

　騎士団の運営以外でも、国境警備や友好国との交流など、彼が担っている仕事は様々で、その量の多さにも驚いた。そしてそれをさくさくとさばいていくフェルナードはとても頼もしく見えて、そんな彼を、いっときでもそばで見ていられるということはイザベラにとってただひたすらの幸福だった。

　西の国とのいざこざは、先日訪れた騎士棟での執務室で処理するというが、ここも執務の場である。何度かフェルナードの部下が西の国の話をしているのを聞く機会にも恵まれた。

　そのどれもが国境の砦とりでが少し騒がしくなっているらしいといった、漠然としたものだった。

　そういったこともあり、最近のフェルナードはとくに忙しそうである。ミカエルも例の山賊討伐の件などで慌ただしくしている。

　さすがに邪魔になるかとサムエルに申し出ると、意外なことにそのままメイドの真似事をしていていいとお許しが出た。

「あなたがいるとなぜか部下へのあたりも優しいですからね。彼らのためにもご機嫌でも取っておいてください。立場を忘れずに」とのことである。

　フェルナードはイザベラの入れる茶が気に入ったらしい。ただの茶であるのだが。

　そんなわけで、フェルナードの執務室でメイドの真似事をしているイザベラ姫は、城でも有名になりつつあった。




『……なにかあったのか』

　イザベラの思惑を知らないフェルナードまでそんなことを言う。

　急に距離を詰めて行動するようになったイザベラに不信感を抱いたのだろう。

　ある夜、晩餐の後の食休みでためらいながら書かれた文字に、イザベラは思わず笑ってしまった。

　飾らずに話してほしいと言うと、彼も最近は素直に話してくれるようになった。

『私のそばで少しでも助けになりたいなど、うれしいが、なにかあったのではないかと思ったのだが』

　そしてとんでもなく優しいのが彼である。

　その優しさに胸をときめかせながら、イザベラは否定するように手を振った。

「違うの。今ちょっと勉強中で、そのためにあなたのそばにいる必要があるだけ」

　目的を話してもいいが、まだ自信がない。できれば自信がついてから、話そうと思っている。

　初めて見たとき圧倒された、黒板に囲まれたフェルナードの部屋にももう慣れた。夕食の後、ここで杯を交わすのが最近の日課である。

『……それだけか？』

　不満らしい。

　フェルナードを見ると、どこかふて腐れたような顔をしている。

「あ、あの、でも、あなたのお役に立ちたいのは本当。やれることは少ないと思うけれど……」

　役に立っているかと言われれば自分では首をひねってしまう程度のことしかできていない。

　落ち込みかけたが、フェルナードが差し出した黒板を見てイザベラは息を止めた。

『あなたはいてくれるだけでいい』

　心臓が痛い。

　うれしいが、心臓がしぼむほど悲しい。

　こんな言葉をかけてもらって、それは本音なのかと疑ってしまうことがつらい。

（ほかに好きな人がいるのに？）

　それでもうれしくて、にやけてしまうのだから重症である。

（考えたら駄目だわ、イザベラ。私はただ、許される間だけでもこの人のそばにいられればいい）

　そんな聖女のようなことを、自分を騙すために言い聞かせる。

『そういえば、ステラ嬢から茶会への招待を受けたと聞いた。断りづらいようなら、私からロセ・ファンに言って聞かせるが……』

　耳が早い。イザベラとて今日の昼頃、ベルから手紙が届いていると聞いたばかりだ。

「ううん、仲直りの印にとのことだったから、お伺いしようと思っているの」

　今度の茶会はステラ嬢の別荘で行われるらしい。ちなみにイザベラは別宅どころか衣裳部屋すら持っていない。

　本音を言えばもう関わりたくないが、あのロセ・ファンの娘である。

　ある程度のご機嫌は取っておいたほうがいいかもしれないと判断した。しかもこの招待状を直接ロセ・ファンが持ってきたというのだから、イザベラにはノーの答えなど用意されていない。

　なにやら日時が変更になったとかで、娘から言伝を預かってきたとかいう。

　父とはいえ、一国の宰相を顎で使うのだからステラ嬢もある意味大物である。

『ミカエルを連れていくべきだ』

　不機嫌な顔を浮かべたフェルナードを不思議に思いつつ、イザベラは頭を横に振った。

「でも今、例の山賊の件でお話を詰めているでしょう？　ミカエルも張りきっているのだから、そちらに置いてあげて。ベルが一緒に来てくれるから、大丈夫」

　潜入していたミカエルから山賊の根城やら行動パターンやらを聞き出していたのは今日のことだ。

　国境警備の交代遠征のついでに、問題の山賊も叩こうとの計画が持ち上がっている。

　茶を注ぎながら聞いただけなので詳しいことはわからないが、国の一大事に自分に貴重な人材を割くなど、申し訳ない。

　そう思ってイザベラが断ると、フェルナードはますます機嫌を悪くしたようだった。

　美しい顔はほんの少し表情をゆがめるだけで、たいそう恐ろしい顔になるものである。

「……お、怒ってる？」

　思わず顔を覗き込むと、ふいっと顔を背けられた。

　そんなことをされたのは、秘密を打ち明けられて以来初めてだ。

　声もなくイザベラはショックを受けたが、フェルナードを知る前とは違う。

　めげずに身を乗り出し、彼の顔を追いかける。それに合わせて、フェルナードもますます顔を背けた。

「あ、あの、ごめんなさい。心配してくれるのはわかってるの。あの、でも」

　ついつい弁解してしまうが、言いながら理不尽だとも思う。

（だって、ミカエルと一緒になって私をほったらかしにしてたのは王子のほうなのに）

　心配してくれるのはうれしいだとか、どうして怒ってるの、とか、そんなことを口が勝手にぺらぺらと話す一方で、心の中のもやもやは晴れない。

　イザベラが雑務の手伝いを申し出なければ、フェルナードと過ごす時間など皆無に等しかったのだ。

　一緒にいたいと思っているのは片思いしているイザベラだけで、フェルナードはそうではないと思うと、胸がぎゅうと引き絞られて、理不尽な怒りが湧いてくるのである。

「……だって、フェルナード王子はミカエルといたほうが楽しそうだから」

　結果、不毛な嫉妬のせいでとんでもないことを口にしてしまった。

　しかも言い方がひどい。まるで年頃のわがままな娘そのものではないか。

　我に返っても後の祭りである。一度出した言葉は取り消せない。

　こんな時、筆談なら書く前に一考することができるのに、と考えても仕方のないことを考える。

　驚いた顔でこちらを見つめるフェルナードとばちりと音を立てる勢いで目が合った。

「あ、あ、あの」

　言い訳をしようと口が勝手に開く。

　心の狭い面倒な女だと思われるかもしれない。

（よりによって自分のところの執事にやきもちを焼くなんて）

　真っ赤になったり真っ青になったりと忙しいイザベラを見つめながら、フェルナードは唇を震わせた。

「え？」

　思わずつぶやいてしまったかのようなそれに音はない。

　まだうまく読めないイザベラが問い返した声にはっとなって、フェルナードは急いで黒板に文字を書く。

『それは嫉妬？』

　彼は彼でとんでもないことを聞いてくる。

　イザベラはとうとう採れたてのムクの実のように真っ赤になった。

　フェルナードの問いへの答えも見つからず、視線を右往左往させながら、うつむいたり天井を仰いだりとせわしない。

　ついにやることも逃げる場所も失って、両手で顔を覆った。

　パチパチと暖炉から薪が爆はぜる音がする。

　沈黙が永遠のもののように感じた。

　ついでにフェルナードからの無言の圧力も感じる。

　イザベラは往生際悪く顔を隠したまま、小さくうなずいた。

「……でも、あの、ミカエルが来てから、王子はミカエルとばかり一緒で、私より、ミカエルといる時間のほうが長いんだって、そう思ったら悔しくて、ミカエルがうらやましくて」

　なにを言っているんだろう。

　こんなことを暴露させるなんてひどい。

（私の気持ちには応えられないくせに、私にはあなたへの気持ちを吐き出させるなんて）

　恥ずかしさのあまり、フェルナードすら責めてしまう。

　フェルナードは応えない。

　パチパチと火が爆ぜる音がして、それに追い立てられるように、イザベラは口を開いた。

「……ごめんなさい。こんなことあなたに言って」

　いいことじゃないのに、と続けようとした言葉はどこかに消えた。

　ひんやりとしたフェルナードの手が、イザベラの手首を掴んでいる。

　触れるだけだったそれは徐々に力がこもり、まるでイザベラを促すように、その顔を隠す手をはずさせた。

　ゆっくりと離れていく己の手の向こう側に、フェルナードが見える。

　暖炉の火と蝋燭に照らされた、まるで彫刻のように美しい人。

　真剣な眼差しで見つめられると、生きているのか生きていないのかわからなくなるような、美しさ。

　ゆっくりとはずされる指越しに、その男の顔が近づいてくる。

　お互いの顔しか見えなくなる頃、掴んだままのイザベラの手をフェルナードはゆっくりと誘導した。

　ボタンがはずされた詰襟の、その白くも逞しい首もとへ。

　名前を呼ぼうとして声が出なかった。

　ぴんと張った糸が簡単に切れてしまうような気がして、なにも言葉にならない。

　フェルナードの剣だこのある大きな手に導かれて、イザベラの熱くなった指がそっと彼の首筋に触れた。

　イザベラの心臓が小刻みに震えている。

　その震えが伝わって、指先すら震えてしまいそうだった。

　暖炉の炎に照らされた影が、ゆらゆらと一面の黒板に映し出されている。

　フェルナードの手がゆっくりと、まるでイザベラを怖がらせないように、その詰襟の中へと導いた。

　イザベラの手によって、襟が広がる。

　痛々しい傷口が見えて、イザベラは心臓の震えが大きくなったのを感じた。

　イザベラの手が、ゆっくりとその場所へと伸ばされる。

　フェルナードの視線を感じる。

　イザベラの表情の変化をひとつも逃さないようにと、じっと見ている。

　だからイザベラは、ただひたすらその傷口を見つめ返した。

　触れたい。

　あなたのやわらかな場所に、触れてみたい。

　そして許されるなら温めて、痛みを忘れさせてあげたい――と。

（厚かましいことを願っているとわかっている。けれど、どうか……）

　彼が許してくれるなら。

　触れた傷跡は、思っていたよりもずっとやわらかくて、ひんやりとしていた。

　冷たい刃が裂いたであろうそこは、ぱっくりと口を開いてでこぼこした皮膚で覆われている。

　それをゆっくりとなぞって、彼の声を奪った刃の軌跡をたどる。

　思っていたよりもずっと大きな傷だった。

　いつもは詰襟の下に隠れているそれは、首の横までその牙を伸ばしている。

　痛かっただろう、どれだけ恐ろしい思いをしたのだろう。

　そう思うのに、イザベラはもう、この傷を治したいとは思わなかった。

　声を聞きたいとも、もう思わない。

　こんな傷を負って、よく生きていてくれたとは思っても、この傷をなかったことにはできなかった。

（王子が、私に許してくれた）

　このやわらかくて弱くて、急所でもあるこの傷跡に触れることを許してくれたことが、イザベラにとってどれだけのことか。

（きっとあなたにはわからない）

　どこかいびつな思いを抱いて、イザベラはその傷跡に触れた。

　忘れないように。

　この時だけは、この傷跡は己の手が届く場所にあるのだと。

　いつのまにか、フェルナードの手ははずれていた。

　イザベラはフェルナードに見つめられていることも忘れて、その太く逞しい首にそっと指を回した。首全体を包み込むように、己の手のひらで傷跡を覆い隠す。

　イザベラが今抱いているこの胸の熱で、この傷跡を温めてあげることができたら。

（そうして伝わればいいのだわ。叶わなくていい。彼に、ここまで許してもらえたのなら）

　それだけで悔いはないように思えた。

　歌えなくなったイザベラと、声を失ったフェルナードの、少しいびつで、不健全なほんのひとときだ。

（このひとときを望むのだから、私はとんだ欲しがりだわ、ベル）

　彼の傷跡を、彼のためではなく、己のために温めている。

　この想いを伝えるための歌を歌えない代わりに、この傷跡を通じて、伝えたいと思う。

　どれだけの間そうしていただろう。

　すでにフェルナードの首とイザベラの手は同じ体温になっていて、境目なんてわからないくらい溶け合っている。

　敏感な手のひらに感じる傷跡の凹凸がいとおしかった。

　こんなことを口にしたら嫌われるかもしれないが、イザベラの胸を占めるのは、満足感だった。

「……あ」

　それまで好きにさせていたフェルナードが、イザベラの手をそっとはずす。

　イザベラの小さな手の向こう側から、温められて少し赤みが増した傷跡が姿を現した。

（終わっちゃった）

　それは彼の傷跡を温めるだけの、自己満足でゆがんだ、イザベラにとって夢のような時間だった。

　はずされた手を、そっと膝の上に下ろされる。

　それを目で追って、今さらながらにどこか冷静になると顔が上げられなくなってしまった。

　ゆらゆらと、先ほどと変わりなくふたりの影は距離を保って揺れている。

　それを視界の端で認めながら、イザベラは不意にフェルナードの指に顎を持ち上げられた。

　芽吹いた新緑の瞳が思った以上に近くにある。

　息をのむ暇もなかった。

　熱に浮かされているような瞳がまぶたに隠れた次の瞬間、唇に異様にやわらかなものが触れていた。ふわふわと頼りない、冷たいようで温かなそれが、イザベラの唇に重なっている。

　目の前のフェルナードがぼやけているのは、近すぎるからだ。

　そう悟ったのと同時に、口づけされていることにやっと気づいた。

　少しだけ角度を変えて、まるでお互いの唇のやわらかさを確かめるように触れていく。

　イザベラがつい先ほどまでしていた、傷跡への触れ方とどこか似ていた。

　相手に嫌な思いをさせないように、探り探り、臆病ながらも触れることをやめられない。

　抵抗することも忘れて、いや、抵抗する理由もなく、イザベラは静かにまぶたを閉じた。

　途端に触れ方が荒くなって、一瞬離れたフェルナードの唇から熱い息が吹きかけられた。その熱さにやられたように、今の今まで夢うつつだった頭が一気に熱くなる。

「あ」

　フェルナード王子、と呼ぼうとして、失敗した。

　それを遮るように塞ぎにきたフェルナードの唇に、ぶつかる歯。

　歯を伝ってじいんと上唇が震えたが、それでもフェルナードはやめてくれなかった。

　開いた唇の隙間から、フェルナードの息が口内に入り込んできて、ついでぬるりとした肉厚の舌が入り込んできた。

　驚いて引っ込んだイザベラの臆病な舌を、その舌が探りあててなぶる。

　恥ずかしさで頭がおかしくなりそうだった。

　それなのに、背中に回るフェルナードの腕がうれしくて。

　触れ合う唇がうれしくて、イザベラも求めるように手を伸ばす。

　この口づけの意味を考えたが、考えたって無駄だとわかっていた。

　わからなくてよかった。せめて今は、なにも考えずに、彼の熱に溺れていたかった。今ならきっと、最上の恋の歌が歌える――。




　長い長い口づけが終わると、フェルナードの濡れた唇はイザベラの首に下りた。

　軽い音を立てながら、薄い皮膚を吸われ、その感覚に鳥肌が立つ。嫌な感覚ではないが、足の先からぞわぞわとなにかが這い上がってくるような、不思議な感覚だった。

　夜は冷えるこの時期、イザベラの衣装は襟のついた厚手のドレスである。その襟を歯で噛んで器用にくつろげたフェルナードを、イザベラはただ熱に浮かされたように見つめていた。

　見上げる天井には美しい宗教画が描かれており、四面の黒板とは妙な違和感を生み出している。

　どくどくと心臓が大きく跳ねている。苦しいくらいに跳ねるので、イザベラは大きく肩で息をした。

　そんなイザベラの頬を、大きくて熱い手が包み込む。そうしてまた何度か口づけられた後、イザベラはぎくりと体をこわばらせた。

　フェルナードの大きな手のひらが、腰から上に上がってきて、イザベラの少し開いた胸もとに触れている。

　性急さを感じさせるその手と、スカート越しに差し込まれたフェルナードの脚の太さに、イザベラは慌てた。

　慌てたが、イザベラ以上に熱に浮かされたようなフェルナードは気づかない。

　フェルナードの手が、先ほどのイザベラと同じような形を取る。

　あらわになった首筋、鎖骨、胸もとがフェルナードの目の前にさらされていると思うと、イザベラは悲鳴を上げそうだった。

　色は白いが、フェルナードほどではない。顔同様、胸もとにも少しそばかすが散っている。

　それをフェルナードに見つめられているのが、とてつもなく恥ずかしい。

　なのに――。

「……あっ」

　思わず声が出た。

　今まで誰からも、そんなところに息を吹きかけられたりしなかった。

　だから、そこの皮膚がそんなに敏感だなんて知らなかった。

　フェルナードの吐き出す呼気が触れるほど近くにある。

　そして次の瞬間には、コルセットで寄せられた胸の谷間にちゅうと吸いつかれていた。

　その時のイザベラの気持ちを代弁するとしたらひとつだけ――パニックである。

　イザベラが恋している男性の、それはそれは美しい造形の顔が己の胸の谷間に埋まっている。

　背中に回された腕に力がこもるとさらに密着する形になり、フェルナードの舌がイザベラのやわらかな皮膚をぺろりと舐めた。

　これにはさすがに驚いて身じろいだが、いつのまにか起き上がらされ、フェルナードの膝の上に座らされていて抵抗できない。

「ふぇ、フェルナ――」

　ここで止めるべきだが、経験がないゆえの躊躇がイザベラをさらなる窮地へ追いやった。

　フェルナードが上目遣いで見つめてくる。その揺らめく瞳に、イザベラだけが映っていた。フェルナードはもう一度熱烈なキスをイザベラに送った。

　そして舌を絡め合いながら、その大きな手が乱れたドレスをぐっと引き下げる。

　糸が切れる音がして、ボタンが弾け飛んだ。

　フェルナードの目の前に、イザベラの胸がさらけ出される――その次の瞬間には、フェルナードは噛みつくようにイザベラの柔肌に吸いついていた。

「きゃあっ」

　ぴりっと小さな電流が走ったような痛みだった。

　気づけば、膝の上に座らされていたはずなのに、またソファの座面に背中を預けている。

　目の前に、覆いかぶさるフェルナードの顔があった。

　ひどく真剣な、けれど熱に浮かされて、今にも瞳からとろりと緑の絵の具が溶け出しそうな、顔が。

　言葉を語らない唇から舌が覗いて、まるで腹を空かせた獣のように、ぺろりと自分の唇をなぶった。

　その壮絶な色っぽさに、イザベラは言葉を失う。

　顔を真っ赤にしたまま完全な据え膳と化したイザベラに、フェルナードが熱い息のまま口づけた。

　むき出しの肌を、剣だこのできた指がなでていく。

　フェルナードの指が、どんどん遠慮をなくして、いつもならドレスに覆われている場所にまで伸びてきた。

　脇腹の敏感な皮膚を直接なでられ、ぞわぞわと這い上がってくるあの謎の感覚が、今やイザベラの全身を支配していた。

（どうしよう）

　イザベラの頭の中はそれ一色である。

　フェルナードの唇が、イザベラの喉をたどり、鎖骨に吸いついていく。そのまま、まるで獣が餌を求めるように、その唇はむき出しになった胸に落ちていった。

　こんなに激しく鼓動を打っていては、きっと気づかれてしまう。

（いったいどうすれば――）

　フェルナードの唇が、イザベラの胸の先端に吸いついたとき――完全に諸々の容量を超えたイザベラが激しく跳ねて、ソファから落ちた。

　落ちたが、咄嗟にフェルナードに腰を支えてもらえたので、落ちかけただけである。

　床にお尻を打つ事態は免れたが、先ほどまでの空気は完全に霧散した。

　お互い、冷静になった顔で見つめ合う。

　フェルナード王子、と呼ぼうとしても声が出ず、何度も何度も口をぱくぱくとさせているイザベラの前で、本人は蒼白になっている。

　がばりと起き上がり、腕に抱いていたイザベラをソファに座らせると、顔を背けてイザベラの乱れた衣服を直し、近くにかけてあったブランケットをイザベラの肩からかける。

　されるがままのイザベラの前で、己の衣服も簡単に直すと、フェルナードはさっと部屋の扉へ歩いていってしまった。

「フェルナード王子……！」

　我に返り、慌ててその姿を追うが。

　右手で扉に手をかけ、イザベラに背中を見せたまま左手ですぐ横の黒板になにかひと言書くと、そのまま疾風のようにいなくなってしまった。

　イザベラはソファにへたり込んだまま、フェルナードが残していった文字をゆっくりと追う。

『すまなかった』

　それを書いたフェルナードの耳が赤かったのを、イザベラは見逃さなかった。

　ひとりになったフェルナードの部屋で、イザベラは彼の匂いのするブランケットに包まれながら、地獄を味わっている。

　今の今まで触れられて、熱かった体がどんどん冷えていく。

（すまなかった、ってどういう意味？　好きでもないのに手を出して悪かった？　契約上の婚約者に手を出すつもりはなかった？　心に決めた女性がいるのに、手を出してしまってすまなかった？）

　体が冷えきると、頭も悪い意味で冷えてきた。

　見渡せば、彼が書いた文字という文字がイザベラを見つめているのに、彼は部屋を出ていってしまったという事実が、イザベラを少しずつ追い詰めていく。

（恥ずかしい。ろくに抵抗もしないで、あのまま彼に流されてもいいとすら思っていた）

　それを見透かされてしまったのかもしれない。

　先ほど起きたイザベラの理解を超える出来事がぐるぐると目まぐるしく再生され、体は熱くなるのに心は冷えて、やはりイザベラには地獄に変わりなかった。

　フェルナードの匂いと文字に包まれ、戸惑い、うろたえていると、テーブルに置かれたムクの実のホットワインに気づいた。

　今日はまだほとんどその量を減らしていないそれが救いだ。イザベラはすがるようにそれに手を伸ばし、一気にあおったのだった。










ステラ嬢の茶会




　その日の朝は、とても妙な気分で目が覚めた。

　冬が早足でやってきて、いつもより寒かったからだろうか。

　それとも、目覚めてすぐ、ベルの穏やかな笑顔を目撃できたからだろうか。

　あるいは珍しくミカエルが部屋にやって来て、朝の挨拶をしてきたからだろうか。

　心なしか涙目だったような気もするが、すぐさまフェルナードの執務室へと行ってしまったのでよくわからなかった。

　妙なことはまだある。

（喉が軽い。……なんだか昔に戻ったみたい）

　喉が軽いとはおかしな言い方だが、ずっと錆びついているように感じていたものがすっきりとしている。

　毎日毎日、朝起きて昼を過ごし夜を迎えるまで、歌い続けていたあの頃のように。

　歌えなくなってから感じていた、とても薄いが、とても強固な幕が張っているような感覚がどこかへいっている。

「昨夜もずいぶんと羽目をはずされましたね」

　違和感の原因を考え込んでいると、ベルにそう言われた。

　ぎくりと縮こまる。

　そう、今朝は頭痛で目が覚めた。

　記憶がおぼろげだが、また飲んでしまったらしい。

　言葉にするのもはばかられるような濃密な触れ合いの後、置いてけぼりをくらったイザベラは、あのホットワインを飲むだけ飲み干した気がする。

　あのムクの実のワインは危険だ。とくに温かいやつ。

　べろべろに酔っ払えば忘れられるだろうかとひたすらあおっていた記憶はあるが、その後の記憶はやはりない。

　それでも一番覚えていたい部分は覚えていたし、忘れたい部分もばっちり覚えていたので、イザベラは複雑な気持ちだった。

「わ、私、どうやってこの部屋に帰ってきたのかしら……」

　戻った記憶がないのだが、こうしてきちんと自室にいるということは、自力で帰ってこられる程度の酔いだったのだろうか。

「フェルナード王子が運んでくださいました。少し目を離した隙にソファでべろべろに酔っ払っていらっしゃったそうです。そのまま抱き上げて連れてこられたとのことで……イザベラ様！」

　なにげなく言われたベルの言葉に、イザベラは今度こそ床でお尻を打った。

（戻ってきたの？　あの時先に自分から部屋を出ていってしまったのに？）

　あんなことがあって、まさかまだイザベラがいるとは思っていなかったのだろう。

　ベルに助け起こされながら、イザベラは顔がどんどん熱くなるのを感じた。

　昨夜のフェルナードの顔が思い出され、それに付随する様々な記憶と感覚までもが呼び起こされる。

　ほんの少し前まで、自国の執事に嫉妬するほど一緒の時間ももらえていなかったのに――。

（……あんなにたくさんもらって、よかったのかしら）

　傷を温めること、口づけ、それから、少しの愛撫。

　なんだかとてつもない贅沢をしてしまったような気がして、イザベラはうつむいた。

　思い出してしまうと、なんだかベルにすら顔を見られるのが恥ずかしい。

（愛撫は忘れよう。そこにフェルナード王子の気持ちがなければ、ただ悲しいだけだわ。彼が傷へ触れさせてくれたことだけを抱えていこう）

　それだけで十分なのだ。

　裏切りの国のイザベラに、ここまで許して、そして与えてくれたのだから。

（それ以上を望んでは駄目だわ）

　己に言い聞かせるようにして、イザベラは熱に浮かされたような昨夜のことは、忘れることにした。




「イザベラ様、ドレスはいかがなさいますか？」

　いくつか手持ちのドレスを手にしたベルにそう問われ、首をかしげる。

　いつも適当に品よくベルが選んでくれていたので、こうして選択を迫られたことはかつてなかった。

「お忘れですか。ステラ嬢の茶会は今日でございます」

　そのひと言を聞いて、イザベラは頭痛をこらえながら手紙の内容を思い出す。

「でも、手紙には来週とあったような」

　かわいらしい字体でそう書かれていたはずだ。

　できれば今日はゆっくりと休んでいたい。軽度ではあるが二日酔いである。

「その手紙の内容が変更になったからと、ロセ・ファン様が直々にいらしたのでしょう。そうお伝えしたはずです」

　そういえばそうだった。

「ずいぶんと急な変更だったのね」

　手紙を持ってきたのは昨日の昼の話である。

　予定していた一週間後が駄目になったからといって、些いささか性急すぎやしないだろうか。

「ロセ・ファン様のご用事でそちらの別荘を使われるからと前倒しになったと言っておりましたが、王子もそのことを懸念されておりましたよ。反省してすぐ改心なさるようなお嬢様には見えませんでしたからね。今からでもお断りすることも可能ですが、いかがなさいますか」

　ベルが大真面目な顔でそう言ってきた。

「でも、ロセ・ファン伯爵が直々に持ってこられたのよね」

「そこが悩みどころではあります」

　裏切り者の姫であってもイザベラは、一応はフェルナードの婚約者である。第三者から見れば、イザベラの動向は、フェルナードの意向と合致する。

　この国の宰相であるロセ・ファンに対し、イザベラが勝手な真似をするわけにはいかないのだ。

「サムエルはなんて？」

「なるべく波風を立たせないようにと」

　まあ、だいたい予想通りの答えである。

　そうなればイザベラが取る行動はひとつだ。

　ベルに支度を手伝ってもらい、馬車乗り場へと向かう。




　空は美しく晴れ渡り、空気は冷えきっている。

　こんな日の湖も、きっとさぞかし美しいのだろう。

　なぜだか、あの湖の城がイザベラの脳裏をよぎった。

　用意された馬車へ乗り込もうとしたとき、遠目にフェルナードの姿を見つけた。

　ここからそれなりに離れた渡り廊下を歩いている。

　方向からいって今から騎士棟に向かうのだろう。せわしなく歩き、数人の騎士を従えている姿も、勇ましく魅力的である。

　従えた騎士の中にはミカエルの姿もあった。主を鞍替えでもしたのかと疑いたくなるほど、イザベラはほったらかしである。

　とはいえ、もはやそんなことは気にならない。

　昨夜、あれだけのものをもらった。

　今のイザベラは、もやもやを抱えながらも、無敵である。

「フェルナード王子……」

　聞こえるわけがないと思いつつ、こちらをちらりとでも見てほしくて無意識にその名を呼んでしまった。

　自分の声なのに心なしか甘く感じる。我がことながら、フェルナードに夢中になりすぎていて怖い。

　馬鹿ね、とため息をつこうとしたイザベラを、勢いよく振り向いたフェルナードの視線が貫いた。

「ひっ」

　まさか聞こえたのか。

　恋する乙女とは言いがたい悲鳴を上げると、ベルがあきれた顔をする。

「あの王子がイザベラ様の声を聞き漏らすわけがありませんでしょう。以前から特異な聴力の持ち主だったものが、声を失ってからますます磨かれたんですよ。あまり容易に呼ばないほうがよろしいかと」

　そのようである。距離は離れているが、フェルナードはしっかりとイザベラを見据えている。

　フェルナードの視線の先をたどって、彼に従っていた騎士やミカエルたちもイザベラの存在に気がついたようだ。いっせいに視線を浴びることになり慌てて頭を下げたが、フェルナードは顔を赤くして微動だにしない。

　今日は本当に空気が冷たいので、フェルナードの顔が赤いのもうなずける。とはいえ、イザベラも別の理由で顔が赤い。

　距離はあるものの、その瞳の色がどんなものか知っている。

　昨夜、それだけ近く彼といた――。

　イザベラは、右手首を左手でぎゅうと握りしめた。

　そうしないと、忘れようと決めた昨夜の熱を思い出してしまいそうだった。いや、もう手遅れである。

　フェルナードの唇の感触を首筋で受け止めたときの衝撃がまざまざと思い出されて、自分がとてつもなくはしたなくなってしまったような気がする。

　熱に浮かされたままじっとフェルナードを見ていると、やがてたじろいだように数歩後ずさり、そのまま挨拶もなしに外套を翻して去っていってしまった。

　フェルナードの突然の動きに、同じくイザベラを見ていた部下の面々も慌てたように彼についていく。

（……挨拶してくれなかった）

　これには無敵のイザベラもだいぶ傷ついたが、いまここで落ち込んでいる場合ではないとなんとか持ちなおす。

（前向きに考えよう。そうだ。仕事が忙しかったから、急いでいたのかもしれないわ）

「お、お仕事の邪魔をしてしまったわ」

　冷静になろうとしたが、震える声にまんまと動揺が表れてしまった。

　そんなイザベラを、ベルが哀れな者でも見るかのような目で見ている。

「あなたからあのような形で熱烈に愛の告白をされれば誰だってああなります。お気になさいませんよう」

　どう考えても気にせざるをえない台詞を吐いて、ベルはさっさと馬車に乗ってしまった。

　残されたイザベラは、しばしほうけた後、慌ててベルを追う。

「ま、待ってベル。どういうこと」

「そのままの意味です。覚えていないのでしたら、フェルナード王子に直接どうぞ」

　巻き込まれるのはごめんとばかりに一蹴された。

　ふたりが乗ったのを確認して、御者が馬を走らせる。

　走りだした馬車の中で何度かその問答を繰り返したが、ベルはついぞイザベラに口を割ることはなく、結局、ステラ嬢の別荘へたどり着くまでずっと、悶々と馬車に揺られたのだった。




「ようこそお越しくださいました」

　出迎えに出てきたステラ嬢は、満面の笑みだった。

　以前、大勢の前でイザベラをはかったことなどすっかりなかったことにしている顔である。怖い。

　思わず気け圧おされて、イザベラはろくな口上も言えないまま茶会の舞台である庭園へと案内されることとなった。

　頭の中では、覚えていない昨夜、自分がフェルナードになにをしたのかということばかり巡って、うしろについていたベルがいつのまにか別室へと通されたことにも気づかなかった。

　小花の散る愛らしい廊下を抜けると、暖かな日差しに照らされた庭に出た。

　ステラ嬢気に入りの庭だというそこは、たしかに美しい。季節の花々が誇り、華美な装飾のベンチや東屋が配置されている。花のアーチや噴水もあり、けっして広すぎることのない庭だが、どこか詰め込みすぎたような印象を受ける。テーブルクロスも花柄の、少女らしいものである。

（こうして見ると、彼女も年相応ね）

　恋ゆえに暴走したとはいえ、今なら少しは彼女の気持ちもわかる。

　好きな人に選んでもらえないというのは、ひどくつらく、重く、悲しいものだ。

（私も彼女のようになってしまうかもしれない）

　フェルナードには愛した女性がいるという。

　サムエルから聞いただけのものだが、あの側近があんな顔で言うのだから、きっと事実なのだろう。

　愛した女性が別にいるのに、イザベラにまで手を出すなんて最低な男だが――。

（……でも、あの人は、本当にそんな人かしら）

　自分へと向けられる、どこまでもとろけるようなフェルナードの瞳を、イザベラは知っている。

　そこに嘘を見つけられないのは、イザベラの目が悪いのか。

「……聞いていらして？」

　ステラ嬢の怪訝な声にはっとなる。

　気づけば東屋のテーブルで紅茶とスコーンをご馳走になっていた。東屋のすぐそばには、がたいのいい使用人がふたりとステラ嬢の侍女が控えている。

　向かいに腰掛けているステラ嬢の顔は見事に不機嫌になっていた。

「ごめんなさい。素敵なお庭につい見とれてしまって」

　あたり障りのない言葉でごまかしたが、自慢の庭を褒められてステラ嬢もまんざらではない様子である。そういうところはとても素直でかわいらしいと思う。

「そうでしょう。フェルナード様がよくお散歩をされるという庭に似せてつくらせたんですの」

　ふふんと得意げに鼻を鳴らすステラ嬢だが、あのフェルナード王子が庭を散歩しているところなどイザベラは見たことがない。

　もしかしたら知らないだけかもしれないが、あの王子ならお庭の散策より、どちらかというと馬で野を駆けていきそうなイメージである。もちろん、彼のような美しい人が美しい庭を散策されるというのなら、きっとその様子は一幅の絵のようなのだろうが。

「王宮への出入りを許されたお父様の家臣が言っておりましたの。フェルナード王子は庭に咲く美しい花々を眺めるのがお好きなのよ。時々その花を摘んで、王妃様であらせられるお母様に贈っていらっしゃるの」

　ますますイザベラの知る王子からかけ離れた。

　美しい花々より、野うさぎのシチューのほうが好きそうであるし、狩った鹿を贈るほうが彼らしい気もする。

（……恋するお姫様の要求に応えて、つくり話でもしたのかしら）

　まあそのあたりだろうな、と予想する。

　実際は、接点のないフェルナード王子の王城での様子を王宮に出入りしているからという理由だけでせがまれたロセ・ファンの従者が致し方なく話をつくって聞かせたというわけである。

「――聞こえていたかしら。フェルナード王子は、美しい花がお好きなのよ」

　のんきに紅茶をすすっているイザベラに、ステラ嬢が恐ろしい笑みを浮かべて言った。

　その冷たい声音に、なるほど、とイザベラは納得する。

　初めから、そういう流れに話を持っていきたかったのだろう。

「わたくし、聞いたことありますの。あれは二年ほど前だったかしら。王子には、恋い慕うお相手がいらっしゃるって」

　恋敵の話であるはずなのに、ステラ嬢はなぜか鼻高々に話をしている。

（悲しくはないのかしら）

　同じ人を好きな者同士がこうして紅茶を楽しむ場で、片方がもう片方を貶めようとする。

　この話の内容は、もろ刃の剣だろう。

　だってイザベラは今、とても悲しくてつらい。

　サムエルから聞いていたとはいえ、フェルナードから熱烈ともいえるものを受け取ったイザベラは、心のどこかで彼も自分を好いてくれたのでは、と考えていたのだ。

　うぬぼれだとしても、彼の瞳に、彼の指に、嘘なんてひとつもなかった。

（……でもやっぱり、彼に愛している人がいるのは本当なのね）

　その事実はまるで茨のようだった。

　フェルナードを思うイザベラの心を容赦なく締めつけて、その棘で傷つける。救いなどなにひとつない。

（……つらい）

　思わず胸のあたりを握りしめたイザベラに気をよくしたステラ嬢が、楽しそうに声を上げる。

「皆、一様に噂しておりましたわ。身分の差がおありで、すぐには迎えに行けないお相手なのだと。当時、王子はよく城を空けていらしたのだけど、その尊い身分をお隠しになって、その方を陰ながら見守っていらしたそうよ」

　ステラ嬢の言葉が、じりじりとイザベラの心を傷つけていく。

「あなたのような裏切り者の姫など、初めからお呼びじゃないのよ」

　わかっている。そんなこと、この国に足を踏み入れたときからずっとわかっていたことだ。

「……己を恥じて自らアステートから出ていくかと思えば、恥知らずにも王子のおそばで媚を売って」

　いまいましげな声だった。

　最近のイザベラの所業のことを指しているのだろう。

　なるほど、〝イザベラ姫のメイドの真似事〟は、城でも噂になっていたことだ。彼女の耳に入っていても不思議ではない。

　空になったカップに、そばに控えていた従者が紅茶を注ぐ。

　それをうっとりと眺めてから、ステラ嬢は顔を上げた。

「だからあなたには、王子の前から姿を消していただくわ。最後まで裏切りの姫として」

　ステラ嬢が言いきらないうちに、イザベラは頭に強い衝撃を受けた。

　紅茶を注ぐためにそばに立っていた使用人が、こぶしを振り上げてイザベラを殴りつけたのである。

　痛みと衝撃で視界が揺れる。

　その視界の中で、ステラ嬢が楽しげに微笑んでいるのが見えた。

「あなたはたった今から、この国を荒らす山賊たちと共謀して、西の国へ情報を売る裏切り者になるの。そしてこのアステートを貶めた者として、永遠にこの国から追放されるのよ」










馬車の中




　カタカタと揺れる馬車の荷台で目が覚めた。

　何度も修繕を重ねているらしいぼろぼろの幌が見える。それから、人の気配もする。

　荷台の中はくさくて暑苦しかった。しかも板間に直接寝かされていたのか、全身が痛い。

　だが、驚いたのはそれだけではなかった。

　なんと目の前に、気を失っているらしいステラ嬢の顔があった。

　愛らしい顔に目立った傷はなかったが、汚れた板間に寝かされているせいで白い肌が汚れてしまっている。

　イザベラは混乱した。おそらく自分は、山賊にさらわれたのだろう。ほかでもないステラ嬢の手引きによって。

（なのになぜ、彼女まで縛られているの？）

「目が覚めたかい」

　ステラ嬢と同じように腕ごと胴を縛られている状態で困惑していると、しゃがれた声がかけられた。

　横になったまま視線を上げると、まさに山賊然とした男がイザベラの顔を覗き込んでいる。

　その顔には見覚えがあった。ステラ嬢の庭園で使用人の服を着ていたあの男である。

「頭が痛いわ」

　容赦なく殴ってくれたおかげで、それなりに時間が経っているだろうにまだずきずきと痛む。

　イザベラが睨みつけると、男は笑った。

「威勢のいいお姫様だな。さすが炭鉱の国のイザベラ姫だけある」

「俺たちみたいな柄の悪い男なんて見慣れてるってか」

「そこで寝ちまってるお嬢ちゃんとは違うなあ」

　げらげらと下品な声が上がる。

　自国の炭鉱夫たちはたしかに見た目はいかついが、柄は悪くない。心外である。

　腹は立つが、それよりも聞きたいことがある。

　イザベラは肩と腰を使ってなんとか上体を起こした。

　見渡す荷台の中には、大小様々な荷物が置かれていたが、おそらく寝床にするための大きな布と絨毯が一番場所をとっている。この荷馬車で生活しているのかもしれない。

　それから、四人の男たちが視界に入る。皆一様に、山賊然としているが、着ている服は質がよさそうだ。おそらく略奪したものだろう。

　イザベラは男たちから目を逸らすと、いまだ眠ったままのステラ嬢を見た。

「なぜ彼女がここにいるの？」

　その問いに、男たちはひひひといやらしく笑う。

「売るためさ」

　使用人のお仕着せを着た男が一番に口を開く。軽薄な声だった。

「最初はこのお嬢ちゃんの言う通り、あんただけをさらうつもりだったんだが、このお嬢ちゃんも一緒に売ったほうが俺たちには都合がよくてね」

「なんでもこのお嬢ちゃん、アステートの宰相の娘だっていうじゃねえか。そしてあんたは、あの憎たらしいフェルナードの嫁だ。あんたらを西の国に売りゃ、両国間が荒れるだろう。そうすると俺らは仕事がしやすくなる。フェルナードに何度も痛い目を見せられてきた西の国には恩も売れるし、いいことづくめなのさ」

　彼らにとってはいいことづくめかもしれないが、イザベラ側にすればひどい話である。

「彼女はまだ幼いわ。帰してあげて」

　親馬鹿なロセ・ファンの顔を思い出す。

　大切なひとり娘がさらわれたとなれば、どれだけつらく苦しい思いをするだろう。下手をすれば仕事が手につかなくなるかもしれない。そうなると優秀な宰相を失ったフェルナードが苦労する。それだけは避けたい。

　そしてなにより、アステート公国の有力貴族のひとり娘がいなくなるより、裏切りの代償のために嫁いできたイザベラがいなくなるだけのほうがアステート公国は混乱しないだろう。

「自分を騙した女を助けようって？　お姫様は寛大だなあ」

「思春期の暴走のようなものだわ」

　なまじ権力があったからいけない。あとわがまますぎたのもよくなかったかもしれない。

　どちらにせよ、イザベラにとってステラ嬢は恋に盲目かつ反抗期のかわいらしいただの女の子である。一国の姫として、守ってやらねばならない存在だ。

「そう言いきれるあんたが怖い」

　なぜか山賊に引かれたが、イザベラは気にならない。今はとにかく、彼らにステラ嬢をあきらめてもらわねば。

「……彼女を売るより、うまみのある取引ができればいいのよね」

　宰相の娘など、売った側はもちろん買った側もただでは済まないだろう。

　あの父親だ。娘が生きている可能性があれば、どんな手を使ってでも探し出そうとするだろう。

　それだけのリスクを負って彼女を買うような人物がいるだろうか。なにせ相手は軍事国家アステートの宰相である。

「あなたたちはいいことづくめだと言ったけど、本当にそうかしら。たしかに両国間は荒れるわ。きっとあなたたちの商売もやりやすくなるでしょう。でもこの緊張状態の中、本当に西の国がそんな取引に応じると思う？　言っておくけど私は人質として価値はないわ。裏切りの代償としてアステートに引き取られただけだもの。そんな女を盾にしたところで、アステートにとっては痛くもかゆくもないのよ」

　なにせ彼らの言う〝フェルナードの嫁〟というのは建前のようなものだ。結局挙げるはずだった式も、無期限の延期にされてしまった。

「エルゴルの姫ひとり守れなかったと言われることもあるでしょうけど、そんなのアステートにとってはなんの痛手にもならない。小国の姫が運悪く山賊にさらわれてしまっただけだもの。いくらでも言い訳できるし、そもそも大国アステートと小国エルゴルを天秤にかけて、アステートを非難するような国もない。ステラ嬢のことも同様だわ。彼女を売り物にするにはリスクがありすぎる。買った側だってただでは済まされない。彼女はたしかに美しくて将来有望だけれど、彼女の父親を知っていれば誰も買おうとしない。この子にまだそこまでの価値はない。他国だから知らないはず、じゃ済まないわ。社交界の情報網を甘く見ないほうがいい。だからといって彼女から家名を取り上げたら、それこそ普通の買い値まで落ちるもの。はした金は手に入るけど、リスクを負って得るほどの額ではないわね」

　エルゴルで採れた鉱石を売るような口上でイザベラは話した。

　案の定、矢継ぎ早に自分たちの計画の甘さを指摘された山賊はぽかんとしている。

　チャンスである。

「なら身代金を要求しようとしても無駄。どこで足がつくかわからないし、そもそもあなたたち、そういった細工に長けているように見えないわ」

　イザベラが言うと、男たちがざわつきだした。フェルナードの執務室でメイドの真似事をしていたときに彼らのことは聞いた。

　強引で単純な略奪ばかりで、統率も取れていない。おそらくは烏合の衆だろうと。

　彼らのアジトに潜入したミカエルによると、名ばかりの頭というものもいるらしいが、およそ仲間たちを束ねられているようには見えなかったという。

　おそらく、口で言っているほど大それたことをする度胸もないだろう。ステラ嬢を連れているだけで相当なリスクだとわかってもらえれば上々である。

「殺すのももちろん駄目。彼女の父親は子煩悩で城でも有名なの。山賊に大切な娘が殺されたとなれば、どんな手を使ってでも犯人を見つけ出して、どれだけ残酷な報復をするかしら。権力を持った貴族ほど残忍なものはないわよ」

　だいぶ話を盛ったが、あながち嘘ではない。

　ここまでくると、男たちの顔色はだいぶ悪くなっていた。

　ステラ嬢を恐ろしい者でも見るかのような目で見ている者もいる。

「早いうちに帰すべきだわ。あれから半日経っているならすでに捜索が始まっているだろうし、なによりアステートにはあのフェルナード王子がいるのよ」

　あの人の勇姿など風の便りでしか聞いたことはないが。

　ほんの短い間だったが、彼が信用に値する人物だということは、痛いほどよくわかっている。

　イザベラはここでしゃべるのをやめた。

　さんざん不安は煽あおったので、あとはイザベラが誘導したと思われないように、彼ら自身にアジトに一度戻る、という結論を出してもらう。

「どうする、俺めちゃくちゃ不安になってきた……」

「このまま足がつかないうちに売りに出すつもりだったけど、頭に一度相談したほうがよくないか？」

　案の定、男たちは額を突き合わせて話し合いを始め、そう時間をかけずイザベラの思い通りになった。

「とにかく一度戻ろうぜ。ここからアジトまでそう遠くないだろ」

　そのひと言にイザベラが心の中でガッツポーズをしたとき、馬車が大きく揺れた。

　手綱を引いていた男の悲鳴。複数の足音。それから――。

「この女はなんだ」

　幌を切り裂いて入ってきた男に、イザベラは息をのんだ。

　助けが来たのかと一瞬考えた自分が馬鹿だったと唇を噛む。

　男は西の国の軍服を着て、重たげな剣を手にしていた。










西の国の事情




　どうしてこんなことになったのだろう。

　考えても考えても答えは出ないとわかっていながら、思わずにはいられない。

　山賊にステラ嬢と共にさらわれたのは予定外だったが、その後の流れはイザベラが望むように進んでいたはずなのに。

　あのまま山賊たちがアジトに向かってくれれば、山賊討伐に出てきたフェルナードたちとかち合うことができると思ったのだが。

「なにを考えている」

　イザベラの前に座る男が、威嚇するように睨みつけてきた。

　そんなふうに警戒されても、今のイザベラはなにも考えていない。

「……山賊どもが言っていたぞ。お前は喰えない女だとな」

　馬車の中でさんざん不安を煽ったのがいけなかったらしい。完全に要注意人物にされている。

「あのような者たちのことを信用なさるのですか」

　男は西の国の軍人だという。大きな天幕をひとりで使用していることから、それなりの地位の者なのだろう。天幕内は一面に分厚い絨毯が敷かれ、武器や日用品で雑然としていた。長い期間ここで生活しているように見える。

　おそらくアステート公国と西の国との境界線だ。その天幕群だろう。最悪な場所に連れてこられてしまった。

「この状況でそう返してくるような女を誰が信用するか」

　しかも鼻で笑われた。

「ステラ嬢はどこです」

　分厚い絨毯の上に座らされ、うしろ手を縄で縛られている。山賊たちの扱いそのままに、ステラ嬢とは引き離されてこの天幕に連れてこられたのである。

「案ずるな。部下たちには丁重にもてなせと言い含めてある」

　その言い方のどこに安心しろというのか。

「今すぐ彼女をここに連れてきてください」

「安心しろ。殺しはしない」

「彼女に恐ろしい思いなどさせないで。一国の軍人が敵国の宰相の娘を慰み者にしたとなれば、あなたたちの誇りは地に落ちるわ」

　声を聞く限り、この男はかなり潔癖のようである。神経質の気もある。イザベラの煽りでなんとか考えを改めてくれたらいいのだが。

「……下手な駆け引きはしなくていい。さっきのは冗談だ。給仕の女たちのテントに押し込んでいる」

　男は少し目を見張ってそう教えてくれたが、嘘ではないようだ。しかしそれはそれで心配である。目を覚まして給仕の女性たちに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせないだろうか。こんな敵地で不快を買えば、どんな仕打ちが待っているかわからない。

「おもしろい女だな。お前の夫の敵を前に、よくもそんな堂々としていられる」

「虚勢が得意なだけです」

　とはいえ、落ち着いていられるのはおそらくこの男の声のせいだ。こちらに無益な危害を加えるような男ではないと思われる。

（駄目ね。声でなにもかも判断してはいけないとミカエルにも言われているのに）

　どちらにしろ、取り乱すよりマシだろう。

「あなたは私をどうする気なの」

　男は国境を越えてアステート国内にいた。そこで山賊の馬車を見つけ、襲撃したというわけである。

　どうやら山賊たちは、西の国側にも不利益を与えていたようだ。

「歌え」

「はい？」

「エルゴルの姫は類まれな歌姫だと聞いている。暇つぶし程度になるだろ。歌え」

　男は頬杖をついてイザベラを見下ろしている。

「……私の歌はあの方だけのもの。ここでは歌えません」

　本当は、どんな場所であろうと歌えないのだが。

　イザベラのつれない返答に、男は気分を害した様子もなく、ふうん、と首をかしげた。

「操を立てているのか？　あの男のために？　まあたしかに、見た目は美しい男だが」

　そう言う男はフェルナードとは対照的である。西の国は全体的に色が深いとは聞いていたが、男の髪は濃い茶色で、肌も浅黒い。瞳もこの薄暗いテントの中では真っ黒に見える。黒い眉毛に、彫りの浅い顔のつくりをしていた。その分表情が読みづらく、なにを考えているかわからない。

「そこまでするくらいなら、あの男への土産になるかな」

　イザベラを見るでもなく、視線を宙にさまよわせて、男がぽつりとこぼした。

　その独白にイザベラは唇を噛む。

　こちらを盾にしたところで無意味だと思わせておけば、フェルナードの手を煩わせることもなかっただろうに。

「私が勝手にあの方を慕っているだけ。しょせん裏切りを償うためだけの存在です」

　イザベラが苦し紛れにそう言うと、男は不意を突かれたような顔をした。

　予想外の反応に思わず怯む。

「……お前、なにも知らないのか」

（なにを？）

　男は戸惑っているイザベラを横目にすっくと立ち上がると、ふふふと笑いだした。不気味である。

「じき、お前の大切なフェルナード王子がこの前線にやって来る。花嫁を捕らえていると鳥を飛ばしたからな。あいつが到着したら、大勢の兵の前であいつの恥ずかしい秘密を暴露してやる」

　その秘密とはなんだろう。激しく知りたい衝動に駆られる。

　だがイザベラがなにか言う前に、男は天幕から出ていってしまった。

　ちらりと見えた外は薄暗く、もうすぐ朝がくるのだろう。つい先ほどから小雨も降りだしている。

　ここが本当に前線だとしたら、アステートの城から馬を飛ばしたとしても二日はかかる。あの山賊たちに殴られて気絶している間、アステートの中心部からだいぶ離れていたらしい。

　助けが来る前にステラ嬢となんとか顔を合わせたいが、うしろ手で縛られているだけとはいえ、この姿で敵地の真ん中から逃げ出すには無理がある。

（下手に動くより、フェルナード王子を待っていたほうがいいわね）

　イザベラだけなら見捨てられたかもしれないが、ステラ嬢もいる。おそらく救助は必ず来るだろう。

（傷は痛んでいないかしら……）

　天幕を静かに叩く雨音にどうしても思い出して、途端に胸が苦しくなった。

（あの朝は、こんなことになるなんて思ってもみなかったのに）

　フェルナードから声を奪った傷跡の感触を思い出す。

　イザベラが知る、フェルナードの唯一の部分。

　無意識に己の首をなでるように手を置き、自然と祈っていた。

（……どうかあの人が、怪我をしませんように）

　祈りながら、陳腐な言葉だとおかしくなる。

　彼の無事を祈る歌を歌えないのが悔しい。

　今すぐに、彼に聴いてもらえないのが悲しい。

（歌えもしないのに、本当に馬鹿なイザベラ）

　こうして歌を聴いてほしいと思うのは、いつぶりだろう。

（歌えるかしら。あの人の前で）

　錆びていてもいい。

　この恋心を、歌に込めて贈りたい。

　無事にまた再会できるかどうかもわからないから。




　夜が完全に明けると、小雨はやみ、雲間から青空が見えてきたらしい。

　男がわざわざイザベラに教えてくれた。

「捕虜の身は暇で陰鬱だろう。外に出してやるわけにはいかないが、外の様子くらいなら語って聞かせてやれる」

　男が簡素な食事を取りながらそう口にする。

　あの後、朝食を持って戻ってきた男はイザベラの腰に縄を回し、天幕の太い柱にくくりつけると、手の縄をはずして食事ができるようにしてくれた。

「……捕虜になったことがおあり？」

　尋ねてみれば、こくりとうなずかれた。

　それは今も交戦中のアステートにだろうか。それとも。

　イザベラの心を読んだのか、男は小さく首を振った。

「我が国は多くの国と戦を構えている。主に強欲な王のせいだが、その欲はとどまるところを知らん。求めることをやめればそれこそ国は潤うのだがな。最近では民も兵も疲弊しきって、国自体の活力がない」

　男の眼差しには、はっきりとした憂いがあった。

　西の国は、他国から資源を奪う必要などない豊かな国だと学んだ通りであるらしい。

　けして必要とはいえない戦で、多くの仲間を失うのは、どれほどつらいことだろう。

「なまじ隣国のアステートが美しく豊かで、整備されすぎた国だったのがいけなかった。隣の芝は青いというが……我が王にはいっそう青く見えるらしい」

　王を諌める忠臣はいないのかと聞けば、鼻で笑われた。

「民たちが多くのものを失う傍かたわら、上の者は戦で得る蜜を長く吸ってきた。今さらそれを吸うなと言っても無駄なこと。王子が三人いるが、ひとりは女狂い、もうひとりは引きこもり、一番下は妾しょう腹ふくの子で、力がない。臣下にもこの状況を憂いている者もいるが、声を上げてまで現状を変えようとする者などおらん」

　あなたはどうなのですか、と口にするのを、イザベラはやめた。

　男が現状を憂いているのはわかったが、無責任にも国を変えるために危険をおかせとは言えない。

　国を丸ごと変革するには、その国だけの力ではまず難しい。信頼できる他国の強力な力添えがあれば希望もあるが、アステートだけではなくほかの国とも火種を抱えている西の国ではそれも難しいだろう。

「この際、我が国など他国に攻められ、滅んでもいいのだがな。民の犠牲を考えると、それも容認できん」

　捕虜のイザベラにとんでもないことを話してしまっているが、大丈夫なのだろうか。

　イザベラの表情からなにかを読み取ったのか、男は小さく笑った。

「話しすぎたな」

　その笑みが、なぜかフェルナードと重なる。

　多くの兵士と笑い合い、信頼し合い、死線をくぐってきた男の、ふと緩んだ瞬間の顔だった。

「……わたくしは無力ですが、少なくとも西の国にはあなたのような方がいると知れてよかった」

　ただ思いを伝えることしかできないイザベラは、じっと男を見てそう口にした。

　話し合いの席が設けられれば、フェルナードとこの男が協力し合えるのではないかと、叶わぬ夢を抱いてしまった。

　そうしてふたりが手を組めば、長年の西の国との諍いも、鎮火するのではないかと。

　西の国と協力体制が組めれば、それこそフェルナードの地位は磐石となり、西の国の民と兵は救われるかもしれない。多くの確執は残るだろう。けれど、ただひたすらに意味のない争いを続けるよりは、よほど必要な変化ではないかとも思う。

　女の浅知恵、甘い考えと言われればその通りだが、一瞬でも理想を夢見ずにはいられなかった。

　男の、民を国を思う心が、イザベラには痛いほどよくわかる。

「……ならばひとつ、聞いてもいいだろうか」

　イザベラの視線を受け、男がゆっくりと口を開いたときだった――。

「王子、付近をうろつく怪しい女を捕らえました」

　天幕の外からかけられた声に男は立ち上がると、「今行く」と短く応えた。

　目を丸くしているイザベラを見下ろすその顔には、小さな笑みが浮かべられている。

「話の続きはまた今度にしよう。今のうちに食事を済ませておくんだな」

　取り残されたイザベラは、言われた通りに食事を再開するしかできなかった。










指のない兵士




　食事を終えてしばらくすると、天幕を開けてひと組の男女が入ってきた。

　腰に長剣を差した兵士らしき男は、手にたらいを持っている。女のほうは動きやすい服に前かけをし、その手に布を持っていた。

　兵士の男は三十代、女のほうは大きな子どもがいてもおかしくない年齢に見えた。

「こんにちは」

　入ってきた男女に、柱にくくりつけられたまま挨拶をすると、硬い表情だったふたりは目を丸くしてイザベラを見てきた。

「彼ならいないわ」

　男に用だろうかと察しそう伝えたのだが、女は首を振る。

「その王子に頼まれたんですよ。あなたの傷の手あてと、体を拭くのを手伝うようにと」

　兵士が答える。どうやらたらいには温かな湯が入っているらしい。

「私に？　水は貴重なものではないの？　汚れなんて気にならないから、かまわなくて大丈夫よ」

　捕虜に対する待遇ではない。ここが前線なら、それなりの兵士たちが駐在しているはずである。それなのに設備の整った砦ではなく天幕で生活していることから、あくまで簡易的に設けられた拠点であって、井戸も掘っていないだろう。

「おかしなことを言う姫さんだねえ。うちのとこに来たわがままなお嬢ちゃんとは大違いだ」

「ステラ嬢のこと？」

　どうやら彼女は給仕の女性らしい。イザベラが身を乗り出して尋ねると、そんな名前だったかね、と返ってきた。

「彼女は無事？　怪我は？」

「あんたと比べたら綺麗なもんだよ。目が覚めた途端、身を清めたいから今すぐ湯浴みの用意をなさい、なんて命令してくるからみんなで驚いたもんさ」

　言いながらも、女はてきぱきとイザベラの体を調べ、肌についた汚れを手際よく拭っていく。

　どこにいたってぶれないステラ嬢である。

「私はアターシャ。この若いのはルサ。お姫さんの名前はなんだね」

　女は人好きのする笑顔でイザベラを見た。その笑顔が炭鉱夫の妻たちと重なり、イザベラも自然と笑みが浮かぶ。

「イザベラよ。よろしくアターシャ、ルサ」

　捕虜の立場でおかしなものだが、イザベラはいたってにこやかにそう告げた。

　それを受けて、ルサが噴き出す。

「本当に変わったお姫様ですね。捕まってる自覚あります？」

「あるけれど、捕虜の待遇としては破格なのも理解しているわ。わざわざ私のためにありがとう」

　湯を沸かすためには薪がいる。その薪だって、彼らが森に入り集めてきたものだろう。水だって同様だ。川が近くにあるにしろないにしろ、水を運ぶのは重労働である。

　そのどちらも捕虜のイザベラに割くというのは、イザベラの身分があったとしても、この前線ではかなりの好待遇であるとわかる。

　アステートの授業では西の国は強欲な国だと教えられたが、あくまで国を束ねる者がそうであって、国民にまでそれをあてはめるのは乱暴なのかもしれない。

　事実、王子と呼ばれたあの男は真に民を思っていた。

「なんだいなんだい。あのお嬢ちゃんにあんたの爪の垢を煎じて飲ませてやりたいくらいだね」

　アターシャがあきれた声を出す。ステラ嬢がいかにわがままを口にしているかよくわかる反応である。

「ステラ嬢はまだ小さな女の子なの。どうか許してあげて」

　一応、彼女も同じ国に住む身内のようなもの。保護者のような立場でお願いしておく。

「おやおや、イザベラ姫。あの年の娘は小さい女の子とは言わないね。周りがそんなふうに甘やかすから、あんなのができあがるのさ」

　ぐうの音も出ない。

「しかも聞けば、あんたを山賊に売っぱらったって言うじゃないか。被害者のあんたがそんなんじゃ、あの嬢ちゃんは一生あのままだよ。一度くらい痛い目を見せないとね」

　まさか痛い目を見せているのでは、とイザベラが不安げな顔をすると、アターシャはそれを笑い飛ばした。

「今までしてこなかっただろうことをさせてるだけさ。掃除洗濯、料理に身支度」

　民にとって普通のことでも、貴族令嬢であるステラ嬢には大変な労働だろう。大丈夫だろうか。

「文句を言いながらもがんばってるよ。やり方が全然なってなくて、あたしらの仕事が増えるだけだけどね」

　そう笑い飛ばすアターシャがまぶしい。

　アターシャによって簡単に体が清められると、次はルサがイザベラの体についた小さな傷の手あてをする。

「あなたに触れたなんて知れたら、俺殺されないかな」

　手際よく消毒していきながらそんなことをぼそりと言う。身分の差を気にするタイプらしい。

　ルサの右手には、中指と薬指、小指がなかった。

「……あなたたちの王子は、第三王子のエンデル王子？」

　西の国について学ぶ際、現王の息子たちの名も学んだ。

　そこでエンデル王子は、母親の身分が低いために王位継承権の枠からはずれた位置にいると教わったはずだ。しかし、こうして実際に前線に出て指揮をとっているとは聞かなかった。

「そうですよ。本来ならお城にいる人なんですけどね、城の連中とそりが合わなくてこんなところに出てきちゃったんです。アステートの軍神に比べたら凡庸かもしれないけど、あの人がいてくれたから俺らはこんなところで生き延びることができてる」

　口数の少ない男かと思えば、エンデルに関してはよくしゃべる。その言葉の端々に感謝と尊敬のようなものが混じっていて、イザベラはなぜか胸が苦しくなった。

　こんなふうに誰かを尊敬できるような人々が、フェルナード率いるアステートと戦っている。

　人間同士なのだからあたり前のことであるのに、そんな彼らが望まない戦いに身を投じているのがつらかった。

　兵は皆傷を負っている。実際の戦いに出て、無傷の者などまずいない。敵の刃は防げても、味方からの矢に撃たれる者だっている。

　大きな傷を負ったのは、なにかを失ったのは、フェルナードやアステートの兵たちだけではないのだ。

「……王子があなたを連れてきちゃったのも、考えがあってのことです。ちゃんと無事に帰す気はあるみたいなんで、もうしばらく辛抱してください」

　そんなことを言われてしまっては、ますますつらい。

「……あなたのほうがよほど変わってるわ。捕虜にそんな言葉をかけてくれるなんて」

　手が自由なら、その傷だらけの手を握ってこの気持ちを伝えられたのに。

　そんなことを言うイザベラを、ルサは目を丸くして見返した。

「本当に変わったお姫様ですね」




「お前の客だった」

　ルサとアターシャの入れ替わりに、男にそう言われて伴われてきたのはベルだった。

「ベル！」

「イザベラ姫！」

　あの茶会の日そのままの姿で、ずいぶんとくたびれてしまっている。お仕着せは土や草の汁で汚れ、いつも隙なく編まれていた髪は乱雑にひとまとめにされていた。

　イザベラは思わず駆け寄ろうとして柱にくくりつけられていることを思い出した。ベルの両手もうしろ手に縛られている。

「姫になんてことを！」

　ベルがすくみ上がるような視線で睨みつけるが、男は涼しい顔をしてそれを受け流している。

　いつもクールだったベルからは想像もできないほどの激しさだ。

「大したものだな。賊にさらわれたお前を追ってひとりでここまでたどり着いたらしい」

「え!?」

　男の言葉にイザベラが声を上げる。

　そんなイザベラを無視して、男はベルを冷たく一瞥した。

「フェルナードには報告済みか。俺たちの知らせより早く知っていたことになるな」

　男はそう独白すると、縛られたままのベルとイザベラを残し、足早に出ていってしまった。

「イザベラ姫！」

　男が出ていってすぐ、ベルはイザベラに駆け寄ってきた。近くに来れば、その顔に擦り傷や切り傷がうかがえる。

「ベル、なんて危ない真似を」

　ステラ嬢の策略とはいえ、ベルにこんな危険をおかさせてしまうとは。

　思わず涙ぐむイザベラだが、当の本人はまったく気にしていないようである。

「姫の責任ではありません。そもそも同じ屋敷内にいながら、賊に蛮行を許した私に落ち度がございます」

　敵地であろうとベルはベルのままである。

　イザベラを責めるどころか自分を責めている姿は、一介のメイドには見えない。

「ベル、まるで軍人のようだわ」

「軍人です」

　あまりの頼もしさに思わずそう漏らすと、あっさりとうなずかれてしまった。

「もとはフェルナード王子直属の部下でした。幼かった王子に剣を教えたのも私です。イザベラ姫の安全を守るため、王子からの勅命でメイドに扮しておりました」

　なんてことだ。

　呆気にとられているイザベラをよそに、ベルはうしろ手に縛られたままの腕を足の下を通して体の前に持ってきている。

　どうやったのだと立て続けに呆然としているイザベラをよそに、口の中から小さなかみそりを出して縄を切り始めた。

「ベル、すごいわ。まるでミカエルみたい」

「あの方が優れた軍人であるのは存じておりますが、一緒くたにされるのは些か心外です」

　言いながらも、頑丈そうに見えた縄はもう切れそうになっている。しかしベルは切れる寸前で止めると、今度はイザベラのうしろに回って柱にくくりつけられた縄にも切り込みを入れた。

「メイドだと思って油断したのか、口の中まで見られず済みました。少し力を入れれば簡単にはずせるようにしておきます。しばらくすれば王子も到着すると思われますので、その隙に逃げ出しましょう。それまではご辛抱を」

　言うと、ベルはまた足の下をくぐらせて腕をうしろに回し、もと通りにした。

「フェルナード王子が来るの？」

　ベルの流れるような技に感心しつつ、まさか本人が来るとは思ってもいなかったイザベラは素っ頓狂な声を上げた。ステラ嬢もいることだし、使者を寄越して交渉なりなんなりするのだろうと。

「あたり前です。ほかでもないあなたがさらわれたのですよ」

　ベルがいぶかしげな顔をする。

「……でも、あの方にはほかに好いている女性がいらっしゃると」

　王子の従者であるサムエルから直接聞いたのだ。ステラ嬢も言っていたので間違いない。

「私なんかのために危険をおかして、もしなにかあったりしたら」

　言いながら、フェルナードのぬくもりを思い出してぐっと胸が苦しくなった。

　助けに来てくれるのはうれしい。

　うれしいけれど、それを素直に喜べない自分もいる。

（私だけを思ってほしいなど――）

　なんて欲張りなのか。

「姫」

　うつむいたイザベラの顔を上げさせるように、ベルの強い声がその名を呼んだ。

「私は王子の教育を間違えました。一国の主となるべく強く在れと指導してきたつもりでしたが、己に素直になれない揚げ句、あなたを傷つけるような若造に育て上げてしまったこと、心からお詫びいたします」

　なぜか謝罪された。しかもそこはかとなくフェルナードが馬鹿にされている。

「ですが姫、あの方があなたを裏切ること、蔑ろにすることはけっしてありません。声を失い思いを簡単に伝える術をなくしてしまいましたが、あれには丁度よかったのです。きちんと考えて、思いを文字にすることを覚えましたから。不謹慎と言われようと、軍務に支障が出ると言われようと、あなたに関してだけは、はっきりとそう申し上げられます」

　なんだかベルがとんでもないことを言いだしている気がしたが、その眼差しが優しいのは彼女もまた、主であり教え子であるフェルナードを大切に思っているからだろう。

「ありがとう、ベル。私はフェルナード王子ともっと正面からお話すべきね」

　素直にうなずいたイザベラに、ベルも満足げにうなずいた。

「あのお方も姫くらい素直であればかわいげがあるんですがね」

　ベルはベルである。










顔の見えない戦い




　それが聞こえたのは、空が夕焼けに赤く染まる頃だった。

　薄暗くなった天幕の中で少し眠っていたイザベラを、ベルが小さな声で起こす。

　多くの馬のいななきと、男たちの怒号のようなものが天幕の向こうから聞こえてくる。

「おそらく、王子たちが到着したのかと。戦いになると思われます。私が合図したら、共に天幕の外へ」

　戦いになる――。

　その言葉に、イザベラは背筋がぞっとした。

　血が流れること。それはとても恐ろしいことだ。

　炭鉱夫たちが炭鉱に潜るたびに祈っていると、彼らの妻は言っていた。

　祈り、歌い、無事の帰還を祈るのだと。

　あの暗く恐ろしい穴の中へ潜っていく男たちと、戦いに身を投じる兵たちの姿が重なる。

「……戦いは、避けられないの」

　イザベラの静かな声に、ベルはこくりとうなずいた。

「西の国側の対応次第ですが、おそらく戦いになるかと。ステラ嬢ならともかく、あなたを連れ去ったとあっては王子を抑えられません」

　どういう意味だろうか、とイザベラが口を開きかけたとき、天幕のカーテンを乱暴に引いてエンデルが入ってきた。

　ベルがすかさず前に立ち塞がるが、歩みを止めない。

「どけ」

「姫に触れるな」

　一触即発の空気の中、エンデルは腰に差していた剣を抜いた。

　アステートのものと比べるとずいぶんと重そうで、エンデルが持つ剣にすら刃こぼれが見える。兵たちの剣などもっとひどいだろう。

（……西の国に、勝機はない）

　武器の質だけがすべてを左右するわけではないが、祖国で武器のための鉱物を輸出していたイザベラにとって、それがどれだけ大事かもわかっている。

　技術や覚悟、それらが及ばないところで差をつけてしまうものがあるのだ。

「イザベラ姫に危害は加えない。交渉の材料に使わせてもらうだけだ」

「ならば初めから打つ手を間違えた。姫を捕らえた時点で、我が王子の慈悲は消えうせている」

　エンデルとベルが睨み合っていると、外から金属音が響いてきた。

　なんの音かと考えるまでもない――イザベラは唇を噛んだ。

（……始まってしまった）

　エンデルも気づいている。落ち着いているようだった顔に、苛立ちが浮かぶ。

「お前と問答している暇はない。早く止めないと取り返しがつかなくなるぞ」

　エンデルの言う通りだった。

　剣と剣がぶつかり合う音、怒号、馬のいななき、女たちの悲鳴――それらは激しさを増していく。

「行きます」

　イザベラの放ったひと言に、ベルが驚いてうしろを振り返った。

　ベルが視線をはずしたにもかかわらず、エンデルはイザベラをじっと見つめている。

「無用の戦いです。兵たちを傷つけずに済むなら、私がまいります」

　アステートの兵にも、西の国の兵にも、給仕の女性たちにも、そしてステラ嬢にも、家族がある。

　イザベラは炭鉱の国の女だ。危険に身を投じる男たちの無事を願い、祈りを捧げることが使命である。

（今は祈るだけじゃない。私にもできることがある）

　腕のないアステートの兵士、指のない西の国の兵士。

　そのどちらも、イザベラに笑いかけてくれた。

　傲慢だと言われてもいい、欲深いと言われても、その笑顔をなくしたくない。

「感謝する」

　エンデルは深く頭を下げると、イザベラの縄を切り落とした。

　ずっと座ったままの状態からいきなり立ち上がるとふらついたが、ベルがすかさず支えてくれた。

「逃げる算段をしていたところ悪いな。お前も来い。イザベラ姫の盾となれ」

　そう言ってベルを一瞥すると、エンデルはさっと外套を翻す。

　簡単に背中を見せるエンデルに対し思うところがあったのか、ベルはもうなにも言わなかった。

　天幕の外に出ると、暗闇の中で人々が入り乱れ、誰が味方か敵かもわからない状態だった。

　つい先ほど夕暮れかと思っていたのに、辺りはもうすでに暗い。

　エンデルが舌打ちする。

「これでは、どこにフェルナードがいるかわからん」

　たしかに、焚いてあっただろう松明たいまつも地面に落ちてかろうじて燃えているだけだ。戦いに身を投じている人々の足もとを照らしても、顔までは判別できない。

　大声で叫んだところで同じだろう。怒号にかき消されるか、聞こえても戦いの最中に反応してもらえるとは思えない。

「私が探してまいります」

　ベルが前に進み出たが、それをエンデルが止めた。

「やめておけ。こんな混戦の中に身を投じたところで、傷を負うだけだぞ」

「それが仕事です」

「それでもだ」

　エンデルの言う通りだった。

　顔は見えないが、剣があちこちでひらめいているのがわかる。

　悲鳴も、肉を割く音も。

（王子、フェルナード王子――）

　胸の内でどれだけ呼んでも聞こえるわけがない。

　顔の見えない多くの兵士たちが、恐ろしかった。

　きっとイザベラの知る者たちもいるだろうに、それがわからない。

　ジェフもラフも、騎士棟でおしゃべりした兵士たちも、そしてきっとミカエルも。

　イザベラは胸でこぶしを握りしめ、震える唇をゆっくりと開いた。

『下手くそ！』

　フェルナードの顔が、今の成長したものから、あの日イザベラが歌を失った日のものへと変化していく。

　あの冷たい眼が怖かった。

　歌を必要とされていないことが悲しくて、つらかった。

　けれど。

『いつか――』

　あのデカンタに夕日が沈んだ夜。

　いつか、の続きを、イザベラは期待してもいいのだろうか。










天上の歌




　フェルナードは怒りが赴くままに剣を振るっていた。

　対峙する兵たちの顔は見えないが、その服装で味方か敵か判断はできる。落ちた松明の明かりを頼りに、押し寄せてくる西の国の兵たちを死なない程度に斬り倒していった。

　敵か味方かの判断はつくが、これではイザベラの所在が掴めない――。

　それがフェルナードを焦燥に駆らせる理由だった。

　迂闊だった。前々からステラ嬢には気をつけるようにと口にしてきたが、まさかイザベラを山賊に売り飛ばすとは。

　揚げ句、救出する前に西の国のエンデルにかすめ取られ、捕虜にされてしまったなどと――フェルナードが思って思ってやまない、イザベラをである。

　恋うて乞うて、やっと手に入れたというのに。

　こんなことなら、あんな娘など早々に始末しておけばよかったと、フェルナードの心中は後悔に荒れていた。あの時、イザベラがステラ嬢を許すと言わなければ、他国の修道院にでもぶち込むつもりだったのである。

　今では、そうしなかった自分が憎い――。

　感情は表にひとつも出ていないが、イザベラを奪われたその殺気たるや背後のミカエルでさえあきれるものである。

「王子、獣じみておりますな。少し抑えなければおひい様に怖がられますぞ」

　忠告したそばから敵を乱暴に斬り捨てて、肩越しにぎろりと睨みつけてきた。

　そんなフェルナードに、ミカエルは何度目かわからないため息をつく。

　その端で、ジェフとラフが剣を振るいながら、「王子久々に切れてるなー」とのんきに笑っている。




　約二年前、かのアステート公国から彼が単身訪れ、イザベラと婚姻を結びたいと言いだしたとき、ミカエルはエルゴル王と共に仰天したものである。

　イザベラがアステートから帰ってきてから歌えなくなったことは、親しい者の誰もが知ることだ。そんなアステートから訪れ、いぶかしげな王を前に頭まで下げてイザベラを乞うとはどういう了見だ、と一時期城では大騒ぎになった。当然、緘かん口こう令れいが敷しかれ、イザベラの知るところではなかったのだが。

　話を聞けば、慰問の際に聴いたイザベラの歌声に魅せられたのだという。まだ若くあった彼がそう真摯に語る様は嘘をついているようには思えなかったが、なにせ相手は大国の王位継承者である。なにか裏があるのではと考えたエルゴル王とミカエルを前に、フェルナードはさらに言い募った。

　どうしてもあの歌声が忘れられず、何度か一般市民の振りをしてエルゴルに入国していたこと。

　その際、街を闊歩するイザベラを偶然発見し、ずっと見つめていたこと。

　そのうち歌が歌えなくなっていることに気づいたが、それでもイザベラが欲しいと思ったことなどなど――。

　前述の〝何度か〟や〝ずっと〟には相当な数があてはまる。

　のちに炭鉱夫たちから聞いた話によると、少し前から変な男がイザベラをじっと監視していたという。とはいえその頻度はかなりのもので、最初は警戒していたがイザベラに接触する気配はないし、イザベラがなにか危ないことをやろうとした際には助けに入るか手を貸すかと不審な動きをしていること、なによりひたすら熱っぽい視線でイザベラを見つめているだけなので、まあ害はないだろうと判断し、一応炭鉱夫と妻たちで監視することで放置していたという。

　あまりにしょっちゅういるもんだから、無職の暇人かと思っていた――とは、ある炭鉱夫の妻の言だ。

　つまりイザベラを見初めてからずっと、忙しい執務や軍務の合間を縫って隣のアステートからエルゴルまでひたすら行き来し、イザベラを文字通り見つめていたということである。

　フェルナードの熱意はわかったが、そもそも国力に差がありすぎる。そのため、イザベラが納得してフェルナードに嫁いだとしても、周囲は納得しないだろうという旨を恋する青年を傷つけないように伝えたのだが、フェルナードはあきらめなかった。策があると言って、その準備に丸々二年かけてお膳立てをした。

　それがよもや、我が国を裏切り者に仕立て、どうあってもイザベラを手に入れる策だったとは。

　気づいたときには遅かった。

　けして馬鹿ではないエルゴルの王をうまくおだてた西の国の商人はフェルナードの息がかかったスパイで、気づいたときにはエルゴルはアステートを裏切っという状況が成り立っていたのである。

　ひたすら想っているイザベラの父親と母国に対してこの仕打ちである。そしてそんな仕打ちをしておきながら、裏切りの対価としてイザベラを所望したのだ。

　さすがアステートの軍神というべきか、出来としては素晴らしい計画である。

　必ずイザベラを手に入れられるようにと練られた策だ。

　両国間の国力を考えれば、償いという形で娶るのが周囲を納得させやすいだろうし、この状況ではエルゴル王も嫁入りを断ることができない。

　フェルナードはとんだ策士である。

　憔悴しきったエルゴル王に、フェルナードは深く頭を下げた。

　その頃には彼は声を失っていたので、その一礼がイザベラはもらい受ける、ということなのか、エルゴルを裏切り者に仕立て上げた事へ対する謝罪なのかはいまだにはっきりしない。

　エルゴル王も最後には、下手な男に嫁がせるよりは、ちょっと異常だけど娘を心底愛し欲しているらしい王子にくれたほうがイザベラも幸せになれるかもとの親心から首を縦に振った。

　王のその姿は、いたわしいことこの上なかった。

　だが、ミカエルはエルゴル王のようには納得はしなかった。イザベラはミカエルにとっても娘のようなものである。なにを隠そう、イザベラに一番最初に歌を歌って聞かせたのは自分だと密かに自負している。

　エルゴルの使者として立ったのも、己の目でイザベラとフェルナードを見極めるためだ。

　イザベラがフェルナードに惹かれていなければ、不遇な環境に置かれていれば、即刻エルゴルに連れ帰るつもりであった。

　道中いろいろあり計画通りにはいかなかったが、ミカエルのかわいいおひい様はこの王子に惹かれているらしい。腹心の部下であったベルをイザベラのそばに置いていたことも評価する。彼女は愛想はないが腕はたしかである。

　多少の不安要素はあったが――その不安要素のひとつが、このような事態を招いてしまったのだが――イザベラは概ね幸せそうであった。

　そしてそんな最中、山賊討伐に出かける直前にベルからイザベラが山賊にさらわれたと報告が入った。

　沸騰するかのごとく怒ったミカエルだったが、フェルナードのあまりの怒りように逆に冷静になってしまって冒頭に戻る。




「ステラ嬢は見あたりませんね」

「どこかの天幕にいるでしょうけど」

　双子が敵をなぎ倒しながらフェルナードに話しかけている。彼らはステラ嬢担当だ。

　フェルナードが双子を見て、ぱくぱくと唇を動かした。目が闇に慣れてきて、この距離ならなんとかお互いの顔が判別できる。

「いやいや王子、駄目ですよー。いくらなんでもこの乱闘に乗じて殺しておけとか怖すぎるでしょー」

　フェルナードの唇の動きを正確に読み取った双子が、肩をすくめている。

「それにそんなことしたら悲しむと思いますよ、イザベラ姫は」

　そういう御人だもんなあ、と双子はあくまでのんきである。

　フェルナードもイザベラの人柄を思い出したのか、それをして嫌われてはたまらないという結論に達したらしい。納得したようにまた前を向いた。

　西の国のこの駐屯地は、実際はアステートの国内になる。

　国境からじわじわと進入してきて、こんな場所に腰を落ち着けたのだ。

　あちらの陣営にやる気が認められず、最近は本当に小競り合い程度の戦いしかなかったが、もしかしたらこの騒ぎで決着がつくかもしれない。フェルナードもそれを見越して、人質救出とは思えない人員を割いている。

　そんなフェルナードが、斬りつけた敵を蹴り倒してすぐ、ぴたりと動きを止めた。

　まるで野生動物のように顔を上げ、なにかを聞き取ろうと耳を澄ましている。

　鬼神の如く剣を振るっていたフェルナードが動きを止めたことで、西の国の兵たちがいっせいにこちらへと向かってきた。

「王子！」

　ミカエルと双子が慌ててフェルナードを囲み、その身を守る。

「王子！　なにやってんですか！」

　攻めてくる敵を倒しながら、ジェフが叫ぶ。広々とした遮るものがなにもない場所での貴人を守りながらの戦闘は、この上なく不利である。

　しかしそれでも、フェルナードはじっと耳を澄ませたまま、なにかを探るように辺りを見渡している。

「ちょっと王子、ほんとなにして――」

　敵の剣を受けながらフェルナードに呼びかけたラフも、言葉を止めた。

　様子のおかしいふたりに、西の国も戸惑うように動きが鈍くなる。

　そしてそれは、ある一定方向から顕著になっていった。

　まるで石を投じた湖に、ゆっくりと波紋が広がるように。

　歌が聞こえる――。

　誰のものとも知れない声がした。

　周囲が動きを止め、声を潜め、音がなくなると、その歌声ははっきりと届くようになる。

　歌だ。

　まるで歌っている者の姿を想像することができないような、不思議な歌だった。

「おひい様……」

　ミカエルが、震える声でその名を呼ぶ。

　やわらかなシルクを思わせるような声は、震えながら人々のやわらかい部分に容赦なく入り込み、その動きを止めた。

　風も吹かない。鳥も虫も鳴かない。

　剣がぶつかり合う音も、怒号も、悲鳴もすべてのみ込んで、どこか悲しく胸を打つ旋律だけが、戦場を支配していた。

　この歌は、フェルナードと兵士たちに向けられた歌だ。

　敵も味方も関係ない、すべてに向けて歌われている。

　この場の状況も忘れて聴き惚れる者もいれば、静かに涙を流す者もいる。

　イザベラの歌はそういうものなのだ。

　うまい下手の評価の前に、いやが応にも人々を聴き入らせてしまう力を秘めている。

　イザベラの歌はこの世にあっていいものなのか、ミカエルはずっと疑問に思ってきた。

　もちろん、鼻歌のように気軽に歌えばさして人々に影響はないが、一度イザベラが本気で歌いだすと、周りのいっさいのものが停止してしまう事態になる。

　天使の歌と賞賛する者もいれば、裏で悪魔の歌だとささやく者もいた。

　それほどにイザベラの歌の影響力はすさまじかったのである。

　そしてイザベラが歌を失ったとき、ミカエルはやはり、と納得もしたのだ。人々の心をこんな形で掴んでしまうものが、欲深い人間の中にあっていいわけがなかったのだと。

　いつその天上の歌でイザベラが不幸になってしまうかと、ミカエルは恐れていた。

　しかし、こうしてあの歌声が再びイザベラに戻ってきたことを、喜べないはずがない。

　イザベラは歌が上手な姫だ。

　そしてイザベラは、歌姫である前に、ただ歌うことが大好きな女の子なのである。

　幼い頃、目を輝かせて歌を披露してくれたときのことを今でも覚えている。炭鉱夫やその妻たちと手拍子をしながら歌い合って笑っていたイザベラが、ミカエルにとっての宝物だった。

　歌を歌えなくなって一番苦しんだのは、当然イザベラだった。そしてそんなイザベラを見ていたミカエルも、ただただつらかったのである。

　そのイザベラの歌声に引き寄せられるように、フェルナードがふらふらと動きだした。

　剣は下ろされ、どこか呆然として、今襲われればいかにフェルナードといえどひとたまりもないだろう。

　だが、誰もそんな真似はしなかった。

　途切れることなく流れていく歌を、皆が皆、全身で聴いていた。

　そしてその中で、フェルナードこそが最もこの歌を望んでいた者になるだろう。




　まるで夢の中を歩いているようだった。

　いまここで殺されるなら本望だとすら思った。

　イザベラの歌の中で死ねるなら、どれだけ幸せだろうかと。

　けれど、その思いに反して、ただただイザベラを抱きしめたいとも思う。

　歌を歌うのは怖かっただろう。

　あの丘の上で、必死になって練習していたのを知っている。

　やはり夢か、と思った。

　乞うて乞うて乞うて、ずっと聴きたかった歌を、今聴くことができている。

　己のせいで彼女が失っていた歌を、フェルナードは今再び、聴いている。










エンデルの真意




　――声が出た。

　歌の始まりを、大きく跳ねる心臓を無視して口にしたとき、イザベラはそう思った。

　かすれた無様な声だったが、それでもイザベラは歌を歌っている。

（声が、出た）

　人々の前になると、途端に声が消えてしまっていたのに、今はちゃんと、声が出ている。

　初めはたどたどしかった歌も、咽喉がなじんでくれば昔のように伸びやかに声が出始めた。

　もともと、ひとりの時は歌えていたのである。イザベラの歌が失われたのは、心に原因がある。

　隣で、エンデルが驚きの顔でイザベラを見ている。

　ベルも同様に、イザベラの歌に驚いているようだった。

　歌はどこまでも届くものだ。

　阻むものがない限り、人々の耳を打つ。

（皆は止まってくれるかしら）

　心配ではあったが、それも杞憂に終わった。

　人々が驚きに動きを止め、そして戦意喪失して歌に聴き惚れる。

　やはり歌は偉大だ。

（どうか、この歌があの人にも届いていますように――）

　イザベラの眼では、フェルナードの姿など確認できない。

　どこか祈るような気持ちで歌い続けると、ふと目の前が開けた。立ち尽くしていた兵たちが道を開けるように左右に割れたのだ。

　え――と思う間もなく、黒い塊が飛び出してきた。翻ったマントから大きな手が伸びてきて、イザベラの体を勢いよく抱き寄せる。

（チョークの匂い――）

　すばやく剣を構えたエンデルに持っていた剣を振り下ろしながら、その黒い塊はイザベラをもう一度強く抱きしめた。

　果たしてそこには、フェルナードがいた。

　左腕でイザベラを守るように抱きしめ、右手ではエンデルを剣で押さえつけている。

　あの美しい横顔を険しくして、黒髪はバンドで留められている。左耳のフェルナードの瞳の色をしたピアスが、闇の中微かに輝いていた。

「……フェルナード王子」

　歌いだしよりずっとひどい声だった。

　蟻の声かと思うほど小さな声でその名を呼んだイザベラに、フェルナードがエンデルから視線をはずさないまま頬ずりする。

　その冷たい頬と、熱い腕の中で、イザベラは込み上げるなにかをこらえきれなかった。

　おとなしく抱かれていたイザベラが嗚咽を上げ始めると、フェルナードもさすがに視線を移した。

　イザベラの頬の上を、大粒の涙がぽろぽろぽろぽろと流れていく。

　フェルナードはそれを眺めながら、イザベラに目立った外傷がないことを確認すると、己の腕の中でイザベラが涙している事実に場違いな感動を抱いた。

「なんだ、本当にただの強がりだったのか」

　とうの昔に歌は途切れていたが、静寂を守っていた空気にエンデルの声が響く。

　フェルナードがエンデルを睨みつけると、エンデルはそれを鼻で笑って己が持っていた剣を地面に落とした。

「我が西の国の国境団はアステートに降伏する。戦闘は始まってしまったが、もう抵抗はしない。そちらも剣を下ろしてくれると助かる」

　エンデルが両手を上げて降伏すると、ほかの西の国の兵たちも皆武器を地面に落とした。それも己から離れた場所に、何箇所かにまとまるようにして放棄している。敵意はない、武器は拾わない、との意思表示だろう。

　初めから、そのつもりだったのかもしれない。

　その間にジェフとラフ、ミカエルが駆けつけた。

「おひい様……！」

　すぐさまイザベラに抱きつこうとしたミカエルに、邪魔しちゃ駄目ですよ、と双子が止めに入っている。

　ミカエルならともかく、双子にまで泣き顔を見られるのは恥ずかしくて、イザベラはそっとフェルナードの腕の中に顔を埋めた。

　それにいたく感動している様子のフェルナードに、エンデルが進み出る。

「その喉もとの傷で声を失ったと聞いた。謝罪はしない。私も生きるのに必死であった」

　それは、まさかの事実だった。

　フェルナードの咽喉の傷が、まさかエンデルによるものだとは。

　思わずイザベラもチョークの香りの胸から顔を上げて両者を見比べたが、ふたりとも涼しい顔をしている。

　フェルナードも戦場でのことは仕方ないものだと割りきっているのか、とくに気にした様子もなくこくりとうなずいただけで、その話は終わってしまった。

　エンデルは丸腰の状態で、ひどく真面目な顔をしており、周囲の西の国の兵たちも、皆が皆、緊張した面持ちを浮かべている。

「貴殿の大切なイザベラ姫をだしに使ったことは謝罪する。どうしても貴殿と、貴殿が率いる兵士たちに聞いてほしい話があった。――アステートの軍神、フェルナード王子、我々西の国の革命に、どうか手を貸してほしい」

　さすがに予想外の発言だったのか、フェルナードも反応できずにいる。

　エンデルの発言が聞こえて騒ぎだしたのはアステートの兵士たちだけで、西の国の兵士たちはじっとなにかを待っているようだった。

「我々は長い年月の間、戦いにすべてを投じてずいぶんと消耗した。けっして貧しくはなかった国も、今では民は餓え、上の者だけが私腹を肥やしている現状だ。王は民の嘆きには気づいておらぬ。国面積を増やすことだけしか見えていないのだ。この国境団への物資も、とうの昔に途絶えた。我々はなんとか自給自足しながら生きてきたが、もはや限界が見えている」

「ずいぶんと都合のいいこと言ってますね」

　エンデルの言葉を途中で遮ったのは、ジェフだった。

　いつも飄ひょう々ひょうとしているイメージの双子だったが、今はその面影はない。

　エンデルは真っ向からそれを受け取り、弁解は口にしなかった。

「……そうだな、都合のいいことを言っている自覚はある。今まで犠牲になってきた両国間の者たちには向ける顔もない」

　エンデルはそう言うと、再びフェルナードを見た。

「だが、だからといってこのまま王の望むまま戦を続けるわけにもいかぬ。私は兵を、民を、これ以上苦しめたくはない。西の国第三王子エンデルとしてお願い申す、どうか、私の話を聞いていただけないだろうか」

　多くの観衆の下、とんでもないことが語られている。

　エンデルは要するに、クーデターを起こすと言っているのだ。それも、アステート協力の下。

　フェルナードは少し考えた後、胸に抱いていたイザベラを見た。

　イザベラもじっと見つめ返す。

　意図はわからなかったが、まるで検分するようにイザベラを見ると、フェルナードは顔を上げて無言でジェフを呼んだ。

　フェルナードの口だけが動く。

　その動きを読みながら、イザベラはいくつかの単語を拾う。

『兵士たちの手あて』

『話し合いは後ほど』

　途中、なにを話しているのかわからないところはあったが、おそらく戦で傷ついた兵士たちの手あてをした後、話し合いの席に着くということだろう。

　そのことに、イザベラは少なからずほっとした。

　叶うなら、フェルナードにはエンデルの話を聞いてほしかったのだ。協力するかどうかは別として。

「わかりました。それを伝えればいいんですね」

　ジェフはすでにいつもの彼に戻っていて、部下の顔でフェルナードの指示に従った。

　エンデルにラフがフェルナードの言葉を伝えている間に、ラフは大きな声で「ステラ嬢ー！」と叫んでいる。見あたらないので、強硬手段に出たらしい。返事がないのが心配なところではあるが、ステラ嬢のことである。問題ないだろう。

「ありがとう。感謝する。まずはそこのお姫様を泣きやませてやれ。今回一番の功労者だ」

　ジェフといくつか言葉を交わした後、エンデルはフェルナードの顔を上げてそう言った。

　その言葉に、言われなくても、とフェルナードが睨み返している。すでに涙は止まっていたが、イザベラはフェルナードの胸に顔を押しつけられていてなにも言えなかった。

　それに、この状況でフェルナードとふたりきりになれるなら、ほかに望むことはない。

「私の天幕を使うといい。できれば、言葉と抱擁で慰めるだけにとどめてもらいたいが」

　それを横で聞いていたベルが、下品な、と容赦なく舌打ちした。










イザベラの告白




　天幕の中に入ると、ベッドではなく布と綿で作られた簡易のソファに誘導された。

　そこに座らされたイザベラの前にフェルナードが膝をつく。

　外は夜だが、部屋の中に置かれたいくつかの小さなランプのおかげでお互いの顔を見ることができる。

　ランプに照らされいつもより濃い芽吹いた新緑の瞳が、じっとイザベラを見つめていた。

『イザベラ』

　フェルナードの唇が、微かに動いたのをイザベラは見逃さなかった。

　音はなくとも、たしかに呼ばれた己の名前に体温が急上昇する。

『……無事でよかった』

　イザベラの膝に置かれた手にフェルナードの手が重ねられ、まるで祈るように、その甲に傅かしずかれた。

　いつも背筋を伸ばしている彼が、イザベラにすがるように頭を垂らしている姿はひどく憐れに見える。ともすればかわいらしく見えるその小さくなった肩にそっと手を伸ばして、イザベラはフェルナードの頭を抱きしめた。

　フェルナードの頭がびくりと跳ねたが、拒否はされない。

「……迎えに来てくれてありがとう」

　小さくささやくと、フェルナードの腕がイザベラの腰に回った。

　その大きくて長い手に抱きしめられると、イザベラはいつも、言葉にしがたい思いに駆られてしまう。

「怪我はない？」

　途中で止めることができたとはいえ、戦は始まっていた。その際に負傷していたっておかしくない。

　イザベラの問いに、フェルナードは小さく頭を振った。

　そうして名残惜しげにイザベラの胸から顔を上げると、ぐっと上体を伸ばしてイザベラの額に小さく口づけを落とす。

　冷たい空気の中、馬を駆って走ってきてくれた彼の唇は擦れていて、冷たかった。

　そうして赤くなったイザベラの横に腰掛けると、見慣れた持ち運び用の黒板を取り出した。

「やっぱり。さっきチョークの匂いがしたから、持ってきてるのかな、って思ったの」

　その黒板にはいい思い出しかないイザベラは、それが見れたことですっかり安心しきってしまった。

　うれしくて笑うと、フェルナードが眼を細める。

『怖い思いは？』

　いつものように美しい文字で書かれた言葉に、イザベラは頭を横に振る。

「山賊やエンデル王子に連れてこられたときは怖かったけど、エンデル王子にはよくしてもらったと思う。給仕のアターシャには体を綺麗に拭いてもらったし、小さな傷も手あてしてもらえたわ。あ、ステラ嬢のお世話もしてもらってた」

　山賊に連れていかれるより、よほどいい環境だっただろう。

　イザベラがそう言うと、フェルナードは安心したような、納得いかないような、不思議な表情を浮かべた。

「……どうしたの？」

　いつもの彼らしくない反応だ。

　フェルナードは迷ってイザベラから少し体を離すと、ためらいがちにチョークを動かした。

『エンデル王子とずいぶんと仲がよさそうだ』

　まさかの嫉妬だろうか。

　イザベラはドキドキしながら、フェルナードの手を握った。

「最初は怖かったけど、話してみたら普通の人だったから。戦ばかりの現状と王の命に苦悩して、民と兵を守りたいって言ってたわ。兵士の人たちにも慕われているみたいだった。その姿がね、フェルナード王子と重なったから。だから、あなたがエンデル王子の話を受け入れてくれてうれしかった」

　だからなんにもないのだ。

　イザベラが好きなのは――。

　一番、怖かったのは――。

「……あなたに会えないかもしれないことが、一番怖かった」

　その恐怖を、思い出すだけで心臓がじりじりと締めつけられるほどつらい。

　イザベラの言葉に、フェルナードの腕が再び伸びてくる。

　大きなソファの上で、ひとつになるくらいぎゅうと強く抱き合った。

　チョークと汗と、少しの血のにおいがする。

　フェルナードがつけている胸あてが硬くて痛かったが、そんなことどうでもよかった。

　抱きしめる腕がフェルナードのものだと思うだけで、イザベラは一番の幸せを感じることができる。

「……あのね」

　フェルナードの肩に顔を埋めながら、イザベラは小さな声を出した。

　その声にどこか不穏なものを感じたのか、フェルナードがゆっくりと腕を緩め、しばしふたりで見つめ合う。

　その瞳の揺らめきを見ていると、唇が固まって動かなくなってしまった。

　けれどベルにも言ったことを思い出す。

（私は、もっとちゃんと、王子と話をするべきだわ）

　意を決してイザベラは口を開いたが、その内容はフェルナードの心臓を限界まで冷たくした。

　フェルナードにはほかに想う人がいること、イザベラはその人を娶るまでの間に合わせの姫であること、王子の優しさに甘えていてはいけないと思っていること――。

　そのような内容のことを、イザベラは小さな声で話した。

　怖くてうつむきながら話していたので、フェルナードがどんな表情を浮かべているかなど気づいていない。お互いにとっての幸いである。

　ひと通り話し終わると、沈黙が降りた。

　天幕の外から、兵たちの声が聞こえる。

　その中にステラ嬢と思わしき金切り声が聞こえてきたが、イザベラは今だけは聞こえない振りをした。

（……どうしよう）

　伝えたいことはまだあるのだが、変なところで話を止めてしまった。

　うつむいていたせいでフェルナードがどんな顔をしていたかもわからない。それが怖くて、話の再開などとてもできそうになかった。

　イザベラが頭を必死に回転させていると、フェルナードのチョークが黒板の上をすべった。

『その話は誰から？』

「サムエルとステラ嬢です……」

　まるで責められているような気分である。思わず出会った当初のような敬語になってしまった。

　イザベラの返答を聞くと、フェルナードから舌打ちが漏れた。

　なにやら相当まずいことを口にしてしまったらしい。

「あ、あの、でも」

　イザベラは意を決してフェルナードを見上げた。

　彼がどんな顔でこの話を聞いているのか、確かめたかったからだ。

「……あの」

　言葉に詰まった。

　ひどい顔、と言えばいいのだろうか。

　悲しそうな、つらそうな、苦しそうな、痛々しいようなひどい顔だ。

　そう思ったら、イザベラのこわばっていた肩から力が抜けた。

「でもね、あなたを見ていたら、そうじゃないんじゃないかって思ったの。あなたの優しさには裏表がなくて、私を身代わりでも間に合わせでもなく、きちんとイザベラとして扱ってくれたから。咽喉の傷に触れさせてくれたことも、……キスにも、あなたの嘘なんて見あたらなかったと、思う。あなたは、想い人がいるのにほかの女性にそんなことを許すような人には、見えないから」

　ほんの短い時間の中で、イザベラなりに見つめてきた彼の人となりがそれだった。

　彼の瞳の中の熱に気づかないほど、イザベラは鈍くはないつもりだ。

「あなたを何度もあきらめようと思った。ほかに好きな人がいることが事実でも、思いに応えてもらえなくても、それでも私、あなたのために歌いたかったの」

　話しているうちに涙が出てきてしまった。

　その顔で泣き笑いを浮かべると、フェルナードの顔がますますひどくなる。

　剣だこのある手が伸びてきて、イザベラの頬をなでる。

　涙が滲む目尻を優しくなでられると、うれしくて自然と笑みがこぼれた。

「私、歌えないの。二年前から歌えなくなっていて、ずっとあなたに嘘をついていた」

　ごめんなさい――イザベラは、心の中で何度も謝った。

　許してもらえなくてもいい。

　それでも、もしフェルナードが聴いてくれるなら、聖歌でも炭鉱の歌でもなく、恋の歌を歌いたい。

　涙交じりの笑みを浮かべながらいじらしいことを言うイザベラに、フェルナードは撃沈寸前だった。

　もしかしたらこれが最後になるかもしれないと欲深くもその唇にそっとキスをすると、二年前の事の顛てん末まつを話す覚悟を決めた。










フェルナードの告白




　――些細なことだった。

　幼い頃から軍事と戦にどっぷりと漬かってきたフェルナードは、年齢のわりにどこか幼く、未成熟な部分があった。何事にも無感動で、己より体の大きなものに剣を振るうことにも躊躇しなかったし、戦場で雨のように矢が降る中、馬を駆ることも平気だった。

　人の機微に鈍い、とは教育係のベルによく言われていた言葉だ。

　あまり人や物事に左右されない、なんにも執着も見せない、感情の振り幅の少ない人間に育っていた。

　将であるならそれでいいだろうと、周囲も本人もとくに気にしていなかったのだが、容赦なく運命の日は訪れた。

　二年前のあの日。隣国のエルゴルからやって来た歌姫。

　第一印象は覚えていない。屈強な民が多い鉱山の国の姫というからには筋肉質な女かもしれないと思っていたが、それを裏切られた覚えはある。

　淡々と軍部のトップとして歌姫を迎え入れて、昨夜急ごしらえでつくった舞台へと案内した。戦で疲弊しているときになぜこんなものに人員を割かなくてはならないのかと、少し不愉快に思ったのを覚えている。

　歌姫を舞台に上げてしまえば、フェルナードの仕事は終わりだった。あとは兵士たちに混じって、適当に聴いて終わったらまた迎えに行けばいい。

　彼女が舞台に上がる前、せめてもの役割として些細な口上を述べた。それを真剣に聴いていた顔が印象的だったのを覚えている。

　舞台に上がった歌姫は、いつまで経っても歌わなかった。

　騎士棟の大広間に集めた兵士たちは、程度に差はあれどほぼ全員が怪我人である。

　かすり傷の者もいれば、手足を失った者もいる。眼をやられた者も少なくなく、観劇はできないとの理由で歌姫が呼ばれたのだ。耳だけなら、かろうじて全員使い物になった。片方しか聞こえない者もいたが。

　エルゴルの歌姫は、舞台に立ち尽くしたまま一人ひとりの兵たちの顔を、じっと見つめているようだった。

　その顔には、笑顔なのかなんなのかわからない複雑な表情が貼りつけられていて、あまり表情筋を動かさないフェルナードにはとても印象的だった。

　器用な女だ、と思ったような気もする。

　笑顔のようで笑顔ではなく、だからといって冷たくも見えない。

　なにかを語りかけるように広間の兵士たちを見つめ終わると、歌姫はゆっくりとまぶたを閉じた。

　その後のことは、正直あまりよく覚えていない。

　ただ、その圧倒的な歌声に、衝撃を受けた。

　それは物悲しくも美しい旋律で、広間の兵士たちの心臓を鷲掴みにした。

　フェルナードも例外ではなく、歌姫の容赦のない歌声にただひたすら圧倒されたのである。

　こんなものがこの世に存在するのかと、恐ろしくも思った。

　一曲目は静かな歌だった。すすり泣きをする者もいる。

　そうして歌は徐々に明るくなっていき、祈りの歌から鉱夫たちが好んで歌う民謡にまで及んだ。

　そこまでくると、兵士たちも盛り上がりを見せ、口笛を吹く者や舞台に上がって歌姫の手を取り、踊りだす者までいた。

　彼女もそれを心底うれしそうに受け入れて、けっしてうまくはないステップを踏んで兵たちを喜ばせた。

　フェルナードはそれを一番遠いところから見つめながら、心穏やかではない自分に疑問を抱いていた。

　あの歌声を、誰にも聴かせたくない――。

　初めてのことだった。感情の奔ほん流りゅうのようなものが、己の中に渦巻いている。

「……あ」

　歌姫が笑う。

　笑う口から、優しい歌が聞こえる。

　すでに舞台から下り、兵士たちと同じ目線に立ちながら、屈強で血生ぐさい男たちに埋もれるようにして歌っている。

　それがなぜか、とても許しがたい光景に見えたのだ。

　彼女は慰安という目的を完璧にこなしているというのに――フェルナードの心中は、〝おもしろくない〟に尽きる。

　彼女がほかの誰かへ笑いかけるのが気に食わなかった。

　彼女の歌がほかの人間にまで影響を与えているのが気に食わなかった。

　歌を捧げられるのも、笑みを向けられるのも、自分ひとりでいい――。

　唐突に浮かんだその考えに、一番戸惑ったのはフェルナードである。

　盛り上がる兵士たちの影で、フェルナードは密かに嫉妬していた。

　もやもやとした経験したことのない感情は、フェルナードの中でどんどん膨らんでいく。

　歌姫が歌うたび、それは大きくなった。

　歌姫が笑うたび、それは増えていった。

　そうしてそれが爆発したとき、フェルナードの口からその感情が飛び出した。

「下手くそ！」

　自分でもなにを叫んだのか理解できなかった。

　子どもじみた、いや子どもそのもののような稚拙な言葉を投げつけて、彼女の歌を中断させた。こんな言葉を吐き出したのも使ったのも初めてである。

　彼女は誰がそれを口にしたのか気づかなかったようだが、先ほどまで楽しそうに笑っていた顔が急に冷めて、青白くなった。

　しまった、とは思ったが、歌を中断できたことに喜びすら抱いて、フェルナードはますます己がわからなくなる。

　とはいえ、兵士たちは当然誰がその言葉を発したのか気づいている。

　あの無感動な王子がどうした、と側近の兵たちも驚きを隠せないでいた。だが、一番驚いていたのはフェルナードだった。

　そう叫ぶことで、彼女の歌を独り占めしたいと思ったのだ。

　彼女がほかに歌って聴かせるのが許せなかった。

　自分の言葉に彼女が支配されるなら、それはとても幸福なことのように思えたのだ。

　後に、歌姫に失礼なことを叫んだ馬鹿者として多くの者から仕置きを受けたのだが。

　歌姫は青白い顔を浮かべて、それでも歌い続けた。

　今にも涙を流しそうに震える声がひどく愛らしく、またも未知の感情に苛さいなまれたフェルナードは己がどれほどのことをしでかしたのか、この時はまだわかっていなかった。

　歌姫が帰った後も、フェルナードの感情は静かに渦巻いていた。

　フェルナードの稚拙な野次にも負けず、最後まで歌いきった歌姫を送り出す栄誉はほかの者に任せた。

　彼女を目の前にして、平静でいられる自信がなかったからである。

　歌姫の慰問が終わった後、多くの兵士たちに呼び出され、なぜあんな真似をしたのかと問い詰められた。

　幼い頃から軍部に携わっているフェルナードは、多くの兵士にとって愛想のない息子か弟のようなものなのである。

　正直、自分でも疑問だったので包み隠さず話すと、大半は呆気にとられた後爆笑し、一部は救いようがない、とつぶやき、あとの残りは赤面した。

　好きな子をいじめる子どもですね、とはベルの発言である。

　そうして皆から素振り一万本と騎士棟周辺の二十周の走り込み、一ヶ月の書類仕事を言い渡された。

　それらを淡々とこなしながら、フェルナードの頭の中はイザベラのことでいっぱいだった。

　名前も、素振り一万本の後にベルに教えてもらってやっと知ることができたのである。

（イザベラ、エルゴルのイザベラ姫）

　まるで暗号のように、フェルナードの頭の中でそれらは泳ぎ回っていた。

　一ヶ月が経ち、とうとう我慢できなくなってごく一部の者にだけ行き先を告げ、ひとりエルゴルへと向かった。

　この先にイザベラがいることを思えば、山脈の険しさなど苦にもならない。

　フェルナードは、一度の入国でそう長くは滞在できない身分である。

　エルゴルに単独で赴く際は、大量の仕事を終わらせてから出てくる。そうしたことを繰り返していたら、いつからかエルゴルの入国審査でも顔パスされるようになった。ついでに生温い視線まで感じるようになったが、害もなかったので気にも留めなかった。

　当然、フェルナードの視界に入らないところで護衛はついていたが、視界に入らなければないも同然である。フェルナードは堂々と不審者に徹して、イザベラを見つめ続けた。

　イザベラは姫というには身軽で、国民にとってとても身近な存在のようだった。

　街に入ってすぐその姿を見かけたのだから、アステートとエルゴルでは国の成り立ちから違うと気づかされる。

　エルゴルの王族は、国そのものだった。

　普段は城にいるが、必要があれば王自ら鉱山へと赴き、新しい坑道を開くときは現場の鉱夫たちと夜遅くまで話し合う。

　王である前に優秀な技術者だという王を、皆が信頼しているようだった。命に関わることゆえに、たまに白熱して王と国民が対等に口喧嘩を始めるのだから、どこまでもアステートとは違う。

　そしてそれは、娘のイザベラも同様だった。

　鉱山で発掘された銅の加工や鉱物の用途を話し合ったり、時には女たちの畑仕事を手伝い、鉱夫たちの食事の世話をする。その際、食事だって共にするし、鉱夫の妻たちが作ってきた手料理を平気で口に入れる。毎回毒見係が味見をしてから食事が出されるアステートとはやはり違う。

　王族であるはずのイザベラが、国民の家に頻繁に出入りして、長話をした時には泊まったりもする。

　鉱山を生業としている国民に、その身を削って尽くし、寄り添う。

　おそらく、ここまで顕著に王族の働きが国民に伝わっている国はほかに類を見ないだろう。

　イザベラを通じて、エルゴルという国にも興味が湧いてきた頃、フェルナードは気づいた。

　――イザベラが、まったく歌を歌わなくなっていることを。

　とはいえ、あそこまで影響力のある歌である。そう頻繁に歌うものでもないか、とフェルナードは深く考えもせず自己完結させた。

　それに、もはや歌などイザベラという存在への付属品でしかなかった。

　フェルナードの中でイザベラはとてつもなく大きな存在になっていて、独りよがりではあるが、イザベラを見つめすぎて知らぬことなどないまでになっている。

　肌の上に散る薄いそばかす一つひとつさえもいとおしい。

　そうして張り込み続けてどれほど経ったのか。

　たまたま城の庭に入り込み、王と執事長ミカエルの話を聞いて、背筋が凍った。

「やはり原因はそれか――」

　王の重い声に、ミカエルの言葉が続く。

「おひい様もやっと話してくださいました。アステート公国への慰問の際、兵のひとりに下手くそと叫ばれて以来、怖くて人前で歌うことができなくなってしまったそうです」

　それを聞いたときの衝撃たるや、言葉にできない。

　イザベラが歌えなくなった原因は、まごうことなく自分である。

「おひい様は、鉱夫たちの妻が歌う歌が一番と思われている節がございます。ゆえに、ご自身の歌が特別なものとは自覚していらっしゃらなかった。加えて一国の姫という身分が、素直に歌を褒められていると思うことを邪魔していたのでしょう」

　もともと、イザベラは少し自信のない女の子であったのだ。

　己の歌に天狗になることなく、いつも謙虚に歌ってきたイザベラだが、それは自信のなさからくるものである。

　それを聞いた後、茫然自失となったフェルナードはふらふらと街のはずれを訪れた。

　そこはイザベラがよく休憩する場所で、小さな草原と、それを眺めることができる小さな切り株がある。

　イザベラはそこにいた。まだ昼。いつもは忙しく走り回っている時間だろうに、その時はなぜか、イザベラはそこにいたのだ。

　切り株に座っているうしろ姿を見ながら、フェルナードは居たたまれない思いで立ち尽くした。

　今にも彼女から、あの優しい旋律が聞こえてくるのではと根気強く待っていたが、いつまで経ってもそれは叶わなかった。

　何度か歌おうと試みるような動きを見せたが、歌が聞こえてくることはなく、徐々にイザベラの頭が下がり、ついには肩を震わせて泣きだしてしまった。

　その衝撃たるや、さきほどの比ではない。

　その日はどうやってアステートに帰ったか覚えていない。




『その後の戦で、私は声を失った。私に傷を与えたのはたしかにエンデルだが、彼に恨みはない。あなたの歌声をいたずらに奪った私へ天罰が下ったとしか思えなかった』

　小さな黒板に語られる、長い話だった。

　何度も何度も消しては書いてを繰り返し、度々悩んでは、伝える言葉を書き直していた。

　イザベラはフェルナードの予想外の告白に、どう反応していいかわからない。

　あの声がフェルナードであったこと、彼が影ながら見守っていた女性は実はイザベラ自身であったこと、そして彼が、己の傷をイザベラから歌を奪った罰だと思っていること――。

「私にあんなことを言って罰を受けたから、後悔しているの？」

　意地悪な言い方だ、と思ったが、気づいたときにはすでに声に出していた。

　フェルナードはイザベラの瞳をじっと覗き込んで、チョークで言葉を紡ぐ。

『……世界から、私から、あなたの歌声を奪ってしまったことを』

　フェルナードは、悔いていた。

　イザベラの歌を声を聴くことができないと知ったときの、あの絶望にも似た思いが。

　そして歌えなくなったことに傷ついているイザベラを見たときの、胸をかきむしりたくなるような後悔が。

『あなたと過ごした時間は、私のこれまでの生涯の中で最も輝いている。あなたは、私の光だった』

　そう黒板に書いたフェルナードの耳が赤くなっている。

　イザベラは、どうしようもない気持ちが込み上げてくるのを感じていた。

　真っ赤な耳をさらしていることに気づかず、恥ずかしさでこちらを見れずにいるフェルナードの横顔をじっと見つめる。

　いとしさで、どうにかなりそうだった。

「……私、また歌えるようになったの」

　そう小さな声でささやいたイザベラに、フェルナードがそっと視線を向けてくる。

　まるで叱られるのを待つ犬のようではないか。

　ただただ強く素敵であったはずのフェルナードが、今はかわいく見えて仕方がない。

「今まで皆に聴いてほしくても歌えなかったから、これからその分が爆発するわ。どこでだって歌うし、誰にだって聴かせちゃうと思う。それでも、許してくれる？　妬いたりしない？」

　小首をかしげて尋ねてくるイザベラの愛らしさに内心で悶えながら、フェルナードはゆっくりとうなずいた。

「本当？」

　少し信用がならないので重ねて聞いてみると、『善処する』と返ってくる。

　それがおかしくて、イザベラは笑った。

「本当にどこでだって歌うわ。あなたの寝室に潜り込んで、眠るあなたを歌で起こしてしまうくらい」

　それがイザベラの返事だった。

　フェルナードの告白にはたしかに驚いたが、あの程度の罵倒で歌えなくなってしまったのはイザベラの弱さだ。

　もしかしたら、あの時無意識に気づいていたのかもしれない。あの罵倒が、フェルナードから発せられたものだと。

　あの時、ひと目見て恋をしてしまったフェルナードに歌を下手くそと言われてしまったことが、イザベラにとって衝撃だったのだ。

『許されるなら、寝室に潜り込むのではなくて』

　フェルナードのチョークが動く。

『共に朝を迎えてほしい』

　そうして今度こそ耳だけでなく首まで真っ赤になったフェルナードの横で、イザベラも沸騰した。

　少しして、がちがちに固まったままイザベラとフェルナードは天幕の外へ出ることにした。

　双子が天幕越しに野次馬さながらに、大きな声で野次を飛ばしてきたからである。

　主に「イザベラ姫、服ちゃんと着てます？」「それが怖くて中に入れませんよ～」である。

　それを聞いたほかの兵士たちの笑い声も聞こえて、相当居たたまれなかった。

　剣を抜きかけたフェルナードをなんとかなだめて、その頬にそっとキスをする。

　なんだか今は、彼への思いがあふれ返ってどんな大胆なこともできそうな気分だった。

　フェルナードが呆気にとられた後、ぎゅっと眼を閉じてイザベラから顔を離した。

　顔は真っ赤であるが、嫌だっただろうかと心配になったイザベラに、フェルナードの手が伸びる。ぎゅうと抱きしめられて、手をつながれた。

　フェルナードの唇が、ゆっくりと動く。

『いこう』

　言葉が短くゆっくりはっきりと紡いでもらえれば、イザベラでもその動きを読むことはたやすい。

　それにこくりとうなずいて、はたと気づく。

「やだ、ミカエルに聞いたの？　完璧に読めるようになるまで秘密にしててって言ったのに」

　イザベラがフェルナードについてメイドまがいのことをしていたのも、彼のために読唇術を習得したかったからだ。彼の語り方や発音を一度も聞いたことのないイザベラには難しいことだった。聞き慣れていれば、口の動きだけでまだ読みやすかっただろう、とミカエルや双子には言われていた。

『その気持ちだけで十分だ』

　フェルナードが、ひどく美しい笑みを浮かべてそんなことを言う。

　イザベラは卒倒しそうだった。










ベルの笑顔




　エンデルとの話し合いは、思いのほか早く終わった。

　フェルナードはエンデル側に協力すると決め、これからアステートも西の国も荒れるだろうことをその場にいる兵士たちに話した。

　すでに西の国は腐敗の一途をたどり、城の警備もかなり手薄になっているらしい。王の身辺警護には貴族の跡継ぎ以外の次子が引き抜かれ、形ばかりのものとなっているという。国民の不満はいつ爆発してもおかしくないほどたまっていて、けっして貧しくはなかったはずの西の国は、今や枯れ枝のごとくやせ細っている。

　エンデルは事前に、それらを危惧している貴族たち、反国王派の人間に声をかけ、そちらでの協力も取りつけているとフェルナードに話した。

　あとに残すはアステートの協力のみ、というところだったという。西の国で妾腹の王子、率先してクーデターを起こすのでは穏やかではない。味方にも限りがある。そこで、今まで長い間西の国に要らぬ戦を仕掛けられていたアステートに間に入ってもらおうと考えたそうだ。その考えたるや大胆すぎて感心するほどだが。

　エンデルが表に立っても、フェルナードが西の国の問題に首を突っ込んでも、どちらにせよ不穏分子は生まれてくるだろう。そうなったとき、大国アステート公国の監視の下に国を再建したほうがマシだろう、という結論に至ったそうだ。

　両国間の平和のため、ひいては周辺諸国の親和のために、アステートに先頭に立ってもらおうと画策していたわけである。

「そこにお前の宝物が飛び込んできたのだから、天は私に味方した」

　エンデルが機嫌よく言うと、フェルナードは不機嫌な顔を返す。

　けっして仲がよくは見えないのだが、悪くも見えないから不思議である。

　それは兵士たちにも言えることで、さすがにすぐに仲良くとまではいかないが、王の命に逆らえず苛酷な環境の下、戦をしてきた西の国の兵士たちに同情を禁じえないようである。

　妙に元気で敵味方の垣根のない給仕の女たちが潤滑油になり、両国の兵士間で会話をするまでにはなっていた。

　ステラ嬢は見つかったが、なぜかイザベラを見るとそわそわと視線を逸らしてはちらちらと見てくる、という謎の行動を取るようになっていた。

「これから忙しくなるが、お互いの国のために、どうかよろしく頼む」

　大真面目に頭を下げたエンデルに、西の国の兵士たちも倣い、深く頭を下げた。

　フェルナードがアステートの兵士たちを見渡すと、その多くがうなずいてみせる。なぜか話し合いに参加していたミカエルもうなずいている。

　それを受けて、フェルナードも力強くうなずいた。

「フェルナード王子は、どうしてエンデル王子の話にすぐ同意したのかしら」

　男たちの中でなにかしらの絆が生まれているのを、イザベラとベルは樽に腰掛けながら眺めていた。

「利害の一致でしょう。もともと、西の国との小競り合いにはアステート側の利などまったくなく、ただ土地を奪われるのを阻止するだけの戦でした。だからといって国ごとつぶしにかかるほどでもないので、長くその扱いに困っていたのです。王を挿すげ替えてしまえばまだ少しはマシになるだろうか、と先日そんな話をしたばかりでした。それをあちらの第三王子側から提案してくださったのです。乗らない手はないでしょう」

　しかも、あくまで世界の平和という名目の下に、西の国第三王子からの要請を受け、かの国内の紛争に介入する、という形を取れば、軋あつ轢れきは少なくて済む。

　さらにいえば、エンデルがイザベラを丁重に扱っていたことも西の国への協力へと多大な影響を与えている。もしエンデルがイザベラを軽んじていれば、フェルナードの協力は得られなかっただろうと、ベルは内心で思うにとどめた。

「もちろん、簡単なことではありませんがね。このまま不毛な戦いを我々の子どもたちに引き継いでいくよりは、マシな答えではないでしょうか」

　ベルの言葉は、とても一兵士の言葉とは思えなかった。

　アステートという国が、国の未来を、自分たちが去った後の国の形までも見据えてきたことがよくわかる。そんな思想の下に国に尽くしてきたフェルナードについてきたベルだからこその言葉だろう。

「そういえば、サムエルはどうして私にあんな嘘をついたのかしら」

　フェルナードには想い人がいる、というあれである。

　サムエルの様子を見るに、報われないイザベラに同情しているようで、嘘をついているようには見えなかった。

「ああ、彼は、本当にそう思っているからです」

　ベルは事もなげに言った。

「彼だけはフェルナード王子の真意を知りません。ミカエルから事前に、姫様は人の声で嘘を見抜ける、と伺っていましたので、なにも知らない新参者を側仕えに据えたのです」

「……それは、私にまだ隠していることがあるということかしら」

　イザベラから鋭い指摘があったが、ベルは動じることなく「ございません」と応じた。

「あったとしても、おそらく王子からお話がありましょう。どうかその時をお待ちください」

　まさかエルゴル王をはめていとしいイザベラを娶ったなど、フェルナードの許しもなくイザベラに話せるはずもない。下手をすれば結婚をする前に実家に帰られてしまうかもしれない。

「あら、待って。王子はミカエルに会ったことがあるの？　湖の時は、初対面にしか見えなかったわ」

「あの時は本当に森から出てきた熊か、腕の立つ変質者にしか見えなかったそうです」

　そもそも、面識があったとはいえエルゴルの城での王との謁見で、少しの時間立ち会っただけだ。ずいぶんと逞しい執事がいるな、くらいの認識しか、フェルナードにはなかった。

「では、結婚式を延期したのは？」

　イザベラが間に合わせの姫だからこそ、結婚式は延期されたと思っていたのだ。そうではなかったとしたら、理由はなんだろう。

　ベルはしばらく言い渋ったが、イザベラがじっと見つめると観念したように口を開いた。

「王子が突然、やはりきちんと愛し合ってから式を挙げたいと言いだしたからです。姫様の気持ちがないままに式を挙げて愛を誓っても、虚しいだけだと。詮索はしないでください。我々も、まさかあの王子がそんなことを言いだすとは思いもしなかったのです」

　最後に深い深いため息をついているベルには悪いが、フェルナードがそんなふうに思ってくれていることがうれしかった。

「私、王子に好きをもらってばかりね」

　これから、共にいる時間の中で、イザベラもフェルナードにたくさんの好きを返したいものである。

　エンデルとの話し合いを続けているフェルナードをいとおしそうに見つめるイザベラに、ベルは無表情で口を開いた。

「ご心配には及びません。イザベラ姫はお酒を飲まれるとかなり陽気になって、美声を出し惜しむことなく披露されておいででしたから。おそらく自国ではお酒を嗜まれなかったのでご存じなかったのでしょうが」

　突然投下された爆弾に、イザベラは間抜け面でベルを見る。

「フェルナード王子が姫を部屋に抱きかかえて運ぶ間、ずっと歌っておられましたゆえ。聴いているこちらが赤面してしまうような熱烈な恋歌でした。それを聴いている王子の緩みきったお顔をご覧に入れたいくらいです。……さらにはそれに触発されてか、我が城では近年稀に見るベビーラッシュだそうですよ」

　抑揚なく語られたその事実に、イザベラの悲鳴が上がった。

「どうぞ姫と王子も、彼らに負けぬよう早くお子様を見せてくださいませ」

　それが、初めて見るベルの晴れやかな笑顔であった。










幸福の夜




「嫌」

　イザベラは何度目かわからない言葉を紡いで、目の前のフェルナードをたいそう困らせていた。

　夜である。場所はアステート城にあるフェルナードの寝室。

　エンデルとの話し合いも終え、城に戻ってきてすでに一ヶ月が経っている。

　様々な誤解も解けて、晴れて思いが通じ合い、イザベラの恋心は爆発しそうなまでに膨らんでいた。

　フェルナードの顔を見れば自然と笑顔になり、少し話せばうれしくて仕方がない。

　時に舞い上がった揚げ句、余計なことまで話してしまう。少しやりすぎてしまう自分を反省しながらも、とにかく何時も話していたいし彼に触れていたい。

　けれどキスをする勇気も、手を握る勇気もないまま、彼の袖を掴むしかない。

　そんな毎日でも満足してしまうイザベラだったが、数日してから問題が起きた。

　――避けられている。

　それまで今まで以上に多くの時間を過ごしてきたふたりだったが、夜の晩酌もぱたりとやんで、フェルナードは城を空けることが増えた。エンデルを筆頭とする西の国との話し合いに向かっているとのことだが、それにしたって頻繁に城を空けている。

　しかもイザベラがフェルナードへ訪問のお伺いを立てると、返事は決まってノーである。

　理由は様々だった。仕事があるだとか政務が残っているだとか鍛錬だとかエンデルだとか。とくにエンデルはひどい。あまりに断りの理由に出てくる名前なので、しばらく聞きたくないほどになっている。

　回廊で会ってもちらりと視線を向けられるだけで、話をする時間も取ってもらえない。笑顔を交わし合うこともぐんと減った。

　試しに庭の東屋で恋歌を歌ってみたのだが、目的のフェルナードが夢に浮かされたように引き寄せられてきたかと思うとその他大勢の城勤めの者たちまで殺到してしまい、ふたりで語り合うどころではなくなった。

　とにかく、今のイザベラにはフェルナードとの時間が不足していた。

　贅沢は言わない。少し話すだけでいい。おはようとか、お疲れさまとか、ほんの少し言葉を交わせるだけでいい。それが無理なら、遠目で微笑み合うだけでいい。あの美しい顔を背けられ、一方的に背中を向けられるのは、なかなかにこたえるものがある。双子に話したら、「そんなん俺ら笑いかけてもらったこともねーっすよ」と爆笑された。




「この際、夜這いでもされては」

　フェルナードの不可解な行動にベルもあきれ果てたのか、そんなことまで言いだす始末である。

「妙案だわ」

　そしてそれに乗ったイザベラも大概であるが、彼女のフェルナード不足は深刻だった。




『イザベラ、頼むから聞き分けのよい子でいてくれ』

　フェルナードの指が、困り果てたようにチョークを動かすが、今のイザベラにそんなものは効かない。

　寝室、ベッドの横で、先ほどからふたりして仁王立ちして決着がつかないでいる。

「絶対に嫌」

　イザベラは何度目かわからない拒絶を口にしたが、その声が段々と弱くなっていくことに、本人ではなくフェルナードは気づいていた。

『あなたはわかっていない。未婚の女性が、こんな夜更けに男の部屋にやって来るものではない』

　だからこそ、なんとかイザベラを傷つけずに帰そうと思うのだが、生来人の機微には疎い男である。この時のこの台詞は、珍しくイザベラを怒らせることに成功した。

「……未婚の女性？　結婚するはずだったのに、式を延期したのはあなただわ」

　すっと冷えたイザベラの空気に、フェルナードが目を見張る。

　さらにはその通りであるので、フェルナードには弁解の余地もない。

「一緒に寝て、朝共に起きて、あなたに歌を聴いてもらいたいだけなの」

　毎日とは言わない。言わないから、一度でかまわないから、どうか叶えてほしい。そうすれば、またしばらくは彼が不足しても耐えられる。

（あなたをちょうだいとは言わない。あなたからくれる時をじっと待とうと決めたのだもの）

　イザベラにとってのそういった経験は、あのフェルナードとの一夜だけである。だからよくわかっていないながらも、あれがもらえれば、きっとイザベラは満たされるのだろうとなんとなくわかっていた。

　けれどここ最近、フェルナードから距離を置くということは、なにか理由があるのだろう。政治的な理由か、彼個人の理由からかはわからないが、フェルナードに触れ合う気がないのはたしかだ。

　だからせめて、共に眠り、目覚め、歌を聴いてほしい。

「……寂しいだけなの。だから、どうか」

　口にするごとに勇気が抜け出していって、とうとうイザベラはうつむいた。

　毛足の長い絨毯に、室内用の靴を履いた自分の足、おそらくもう眠るつもりだっただろうフェルナードの裸足が見えて、そればかりをじっと見つめた。

　ベルに選んでもらった夜用のドレスをぎゅっと握りしめ、フェルナードの答えを待った。

　小さく灯された蝋燭の明かりが頼りなく、ゆらゆらとふたりの影を揺らめかせている。

　すると、舌打ちが聞こえた。

　さっとイザベラの体から血の気が引いて、くらりと目眩めまいがする。

　怒らせたんだと思い、顔を上げられないイザベラの腰に太い腕が回る。

　状況を把握する間もなく、簡単に持ち上げられて、イザベラはベッドの上へと放り投げられていた。

　やわらかでひんやりとしたシーツの感触を背中に感じる。

　目の前には、フェルナードの深い緑の双そう眸ぼうがあった。

『あなたは――』

　声を紡がない唇が、いまいましそうにそう動いたのを見逃さなかった。

　咄嗟に「ごめんなさい」と謝ろうとした唇を塞がれて、イザベラはなにもかもがどうでもよくなった。

　ぐ、と大きな手のひらに肩を覆われる。逃がさないように、留めるように押さえられたそこが、燃えるように熱かった。

　怒らせてしまっただろうか。

　あきれられてしまっただろうか。

　イザベラは、もうどちらでもよかった。

　彼がこうして触れてくれるなら、なんだって――。

『あなたは』

　しかし、その口づけも長くは続かなかった。

　イザベラの半身を起き上がらせたフェルナードは、いつもの黒板にものすごい速さで文字を書いている。

『あなたはわかっていない。私がどれだけあなたを恋い慕い、どれだけ欲しているか』

　いつもより乱暴に書かれた文字には、熱烈な思いが込められている。

『あなたと寄り添って、ただ眠るだけで済むはずがない。私はあなたを抱きたいのだ。式も挙げていないのに、あなたを私の物にしたくてたまらない。せめて式が済むまではと、自制のために距離を置いていたというのに――』

　フェルナードの顔が、気まずそうに背けられている。

　赤裸々に語られている彼の言葉が、文字が、イザベラの瞳から胸に入り込んで、冷えきった体をぽかぽかと温める。

『わかったなら、どうか部屋へ戻るように――』

「嫌」

　イザベラは、何度目かわからないその言葉を、今度こそはっきりと、自信を持って口にした。

　驚いたフェルナードの顔が目の前にある。こんな表情、初めて見たかもしれない。

　それがうれしい。今はきっと、なにもかもがうれしい。

「部屋に戻すくらいならあなたの物にして。私があなたのことをどれほど愛しているか、知ってほしいから」

　こんな大胆なことを言うなんて、自分でも想像もしていなかった。

　緊張を伴って激しく脈打つ心臓を無視して、イザベラはフェルナードの喉に手を伸ばす。

　いつもと同じ詰襟の、けれどいつもよりやわらかな生地をした夜の服。

　その隙間からそっと手を差し込み、その傷痕を見つめる。

「だから、教えてほしいの。あなたの愛を、私に」

　くぼんだそこをそっとなでて、フェルナードの瞳を見た。

　薄闇の中での彼の瞳は、雨に濡れた深い森のようだ。

　あの湖を囲む、深く美しい森に似ている。

　その森の奥を覗かせてほしい。そして許されるなら、そこに触れて、その中に立ち入らせてほしい。

　彼の、深い森の腕かいなに抱いてほしい。

　イザベラは傷痕から手を下ろすと、次にはチョークで少し白くなった指先に優しく触れ、そっと口づける。

　なにもかもがいとおしいという感情は、とても不思議なものだった。

　生まれたばかりの赤ん坊を抱いたときのような、やわらかな風に髪をさらわれたときのような。

　どうしたら伝わるだろう。

　どうしたら、この気持ちを伝えることができるだろう。

「……あなたが好き。あなたのために、朝を告げる鳥になりたい」

（この歌声であなたが目覚めてくれたなら、それはどれだけの至福だろう）

　フェルナードの指先がぎゅっと丸まって、イザベラの手を包み込んだ。

　見つめた先で、どこまでも真摯な眼差しをくれるフェルナードに、イザベラはふわりと微笑む。

　まるでそれが、初めから決められた合図だったかのように、フェルナードとイザベラは寄り添い、唇を重ねる。

　お互いの息が上がる頃、フェルナードの手は、まるでうごめく蛇のようだった。

　イザベラの肌の上を無遠慮に散歩する、熱い蛇。

　その蛇に翻弄されて、小鳥はたださえずるしかできない。

「フェルナード王子……」

　返事も睦むつ言ごともない夜だった。

　声をなくしたフェルナードは、ただその身の熱だけでイザベラを深い場所へと導いていく。

　裸で抱き合い体温を分かち合うことで、人肌の心地よさを知った。

　イザベラは鍛えられた筋肉がとても熱いことに、触れて初めて気づいた。

　フェルナードからの言葉は当然なかったが、イザベラは寂しくなんてなかった。

　彼の呼吸が、鼓動が、眼差しが、すべてをイザベラに伝えてくれていた。

　それでももう熱が上がりきると、それどころでなく翻弄されて、イザベラは息も絶え絶え深い森へと落ちていく。

『イザベラ』

　そうして暗い森へと落ちていく中、彼が紡ぐ音のない声だけが、イザベラの道しるべだった。




　――翌朝。

　朝を告げる鳥になるというイザベラの願いは叶わなかった。

『おはよう』

　イザベラが目覚めると、すでにフェルナードが起きており、とろけるような笑顔で朝の挨拶を告げられた。

　ふたりは裸である。昨夜交わったままの、なんとも気だるげな姿で、ふたりはシーツの中でくっついていた。

「……おはよう」

　フェルナードの輝く笑顔を直視できなくて、イザベラはシーツを顔まで引き上げてもごもごとなんとか挨拶を返した。

　聞けば、早くに目覚めてからイザベラの寝顔をずっと眺めていたという。

　初めて眠るだけではない夜を過ごし、疲労しきってよだれまで垂らしていた寝顔を、イザベラが起きるまでずっと眺めていたと。

　それはもう、とろけんばかりの笑顔でそんなことを伝えてくるのである。

　恥ずかしさに悶絶したイザベラだったが、それでもこの朝の幸せを噛みしめずにはいられなかった。

　横になったまま見つめ合って、そうしてフェルナードの唇が額に落ちる。

　幸福の真っただ中にいることを、イザベラは自覚した。

「でも次は、必ず私があなたを歌で起こすわ」

　果たしてこの先、それがいつ叶うかはフェルナードの手加減次第である。

　いってしまえば、相当長い間、そんな朝はやってこない。

　大国アステート公国の王子は、己の腕に飛び込んできた美しい歌声の小鳥がいとおしくていとおしくて、眠る間も惜しんで彼女を見つめ続けている。










それから、これから




「どうにかしてくれ」

　エンデルが大真面目な顔で迫ってくる。

　そのうしろで、ベルが不機嫌を隠そうともせずエンデルの後頭部を睨みつけていた。

　アステート公国と西の国第三王子エンデルの協定が秘密裏に結ばれてから、そろそろ二年になる。

　着実に変化はあるようで、アステート以外にも戦を仕掛けていた西の国は、そのいくつかから撤退し、少しずつ軍部の縮小が行われているという。

　王にばれずによくやる、とはベルの言葉で、エンデルはその通りに事を運んでいた。

　エンデル曰く、『最近は戦を仕掛けるだけ仕掛けて、そのまま現場に放置だったからな。定期的な報告も行われていないし、時々無茶な命令が届くくらいだ。それだって命じるだけ命じて、結果報告を求めることもない。私に賛同してくれた者たちの協力あってこそだ。王が自分で命令したことも忘れているような戦場のところは、なんとか悟られずに撤退させることができた』とのことらしい。

　情報が命なのだという。城なぞ牢獄と同じ。王の耳に入る情報さえ操作できれば、あとはエンデルとフェルナードの考えた計画通りに進むらしい。普通はそう簡単にはいかないが、すでに機能していなかった王城などそんなものらしい。

　すでに王子ふたりは様々な理由をつけて、西の国から避暑地へとばらばらに連れ出し、そこで監視の下過ごしてもらっているらしい。王が討たれれば、ふたりの穏やかな時間も終わりだそうだ。

　エンデルのクーデターは蟻の歩みより静かに、しかし確実に実行に移されていた。

　それは、エンデルが相当切れ者であったこと、フェルナードの協力、なぜか『アステートの平和が、おひい様の幸せにつながりますゆえ』と頻繁に軍議に参加しているミカエルの助けがあってのことだった。

　ちなみにサムエルだが、彼は事の子細を知らされるやいなやイザベラのもとへ謝罪に訪れ、手のひらを返したように優しくなった。

　もともと、フェルナードを尊敬している一部下として振る舞っていただけで、フェルナードの最愛がイザベラなら態度を改める必要がある、と律儀に言い放ち、その通りに動いてくれている。

　ちなみに最近では、小回りの利く彼に目をつけたエンデルにいいように使われているのだが、サムエルはサムエルでやり甲斐があるのか、文句も言わず動き回っている。




　そしてここ最近うるさいのは、エンデルである。同じ話題を持ち出してきては、イザベラを巻き込もうとしてくる。

「私はあの筋肉執事より、ベルがいい」

　アステートと西の国との情報をつなぐ者を、ミカエルからベルに変更しろとうるさいのである。

　初めはベルに正面からお伺いを立てたそうだが、「嫌です」とばっさり切られて今度は違う方向から攻め始めた。

　エンデルはベルがお気に入りなのだ。できればフェルナードからもらい受けたいと考えているらしいが、フェルナードはベルに一任しているので助け舟は出ない。

　エンデルの希望は叶いそうになかった。

　フェルナードは頼りにならず、ベルにも断られた、となると、一応現主となるイザベラにその矛先が向けられるようになったのである。

「無理ですよ……」

　向けられたところでそう言うしかないのだが。

「そこをなんとか説得してくれ。あなたが相手なら、彼女も強く出られないだろう」

　それはそうなのだが、エンデルの背後のベルから無言の圧力をかけられていてはどうしようもない。そもそも、本人を目の前にしてするような話だろうか。

「君は最近とても幸せらしいと聞く。その幸せを私に少しでも分け与えようとは思わないのか」

　エンデルはそんなおかしなことまで言いだした。

　さらには賄賂のつもりなのか、彼の手のひらに収まるほどの小さな箱をイザベラに差し出す。

　白と見まごうほどの薄い水色に、白い光沢のあるリボンがかけられていた。

「懐妊したと聞いた。おめでとう」

　あの流れからまさかのこれである。ベルもそれは予想外だったのか、目を丸くした。

「我が国では、赤子が生まれるとその子へ靴下を贈る習慣があるのだ。どうか使ってくれるとうれしい」

　少し膨らんできたイザベラのお腹を、眼を細めて見つめながらエンデルは微笑んだ。

　この男、自国でも異様に女にもてるとミカエルが言っていた。彼の人脈はだいたいが女性から始まり、その夫、その父親、叔父――とつながっているらしい。爛ただれた関係ではなく、彼自身は潔癖なものだが、なぜか女性たちがエンデルに尽くしてやりたいと率先して協力してくれるらしい。その片鱗を垣間見た気がした。

　ベルも額を押さえながら苦悩している。

　彼女が、エンデルのこれにやられかけていることはイザベラだけが知っていた。

「だから急にこちらに来ると言いだしたのね。あと少しで大詰めだというのに、なにを考えているんだってフェルナードが怒っていたわ」

「君たちの結婚式には、国の関係上参列できなかったからな。これくらいは許されるだろう」

　その結婚式の際には、匿名で美しい花を贈ってくれた。〝永遠の幸福〟が花言葉の、幸せの花だという。

　嫌みもなくこんなことをするので、恋愛においてはフェルナード王子の百歩先を行ってますね、と双子に言われているエンデルである。

「ところでフェルナードは？」

　付き合いも長くなると、年の近い王子たちの仲も深まったようで、友人同士の気安さで尋ねられる。

「もうすぐ帰ってくると思いますが……」

　イザベラが答えてすぐに、馬のいななきが外から聞こえてきた。

　窓を覗き込むと、フェルナードと双子たちが湖にかけられている桟橋をこちらに渡ってきている。

　エンデルが訪れる際は、必ず湖の城で密会が行われる。西の国の第三王子がアステートの城に出入りするなど、まずもって無理だからである。

　王には話を通してあるらしく、この城は結婚祝いにとフェルナード王子に引き継がれることとなった。好きに使え、とのことらしい。ちなみにアステート王は、フェルナードの恋心も、さらにはそれによる暴走すべてを知っていて、あえて放置していた喰えない王である。

　イザベラも、妊娠がわかってからはこちらで過ごしている。

　恋仲になり、夫婦になり、事あるごとにフェルナードに恋の歌を歌っていたイザベラだが、それが原因で城ではイザベラの歌を所望する声が後を絶たず、なかなか落ち着けない環境となっていた。

　城をあげての年間行事案に、イザベラ姫の聖歌の会などという、イザベラの歌をひたすら聴き続ける催しの案が提出されたと聞いたときは、さすがのフェルナードも苦言を呈した。




　しばらくすると扉がノックされ、フェルナードと双子が顔を出した。

　今日は帰りが早いと、言葉通りである。

「おかえりなさい」

　式を挙げ、正式な夫婦になった後も、イザベラはフェルナードを見るとうれしくなって駆け出してしまう。

　それを慌てて受け止めに走るのがフェルナードである。

　イザベラの妊娠がわかったとき、恐ろしいまでに過保護になったミカエルを見ていたせいで、彼もまた過保護になってしまった。

　ちなみにミカエルは、あまりの過保護ぶりに逆にイザベラのストレスになるとベルに言われ、しばらくエルゴルに戻っている。エルゴルにいても西の国の情報を運んでくるなど、すっかりアステートの軍部内に食い込んでいる筋肉執事であった。

『ただいま』

　走ってきたイザベラを優しく抱きとめて、フェルナードがゆっくりと唇を動かす。

　その芽吹いた新緑の瞳が今にも溶け出しそうに甘くて、優しくて、イザベラはその頬にキスを送る。

「相変わらずの熱愛だな。見ていて酒が欲しくなる」

「同感ですね」

　エンデルと双子のつぶやきも、今のイザベラとフェルナードには気にならなかった。

「エンデル王子が贈り物をくださったんです」

　小さな箱を見せると、フェルナードが顔を上げてエンデルに礼を言う。

　エンデルの多才ぶりには驚くが、彼は読唇術もすぐに習得してフェルナードと会話できるようになっていた。

「礼には及ばん。私が好きでしていることだからな」

　両国間の平和のためというより、もはや友人同士の付き合いになりつつあるふたりである。

　いつかそうなればいい、とイザベラは思った。

　エンデルも人目をはばかることなくアステートを訪れ、そしていつか、イザベラもフェルナードと共に西の国を訪れてみたいと。

「あ、そういえばイザベラ姫～、ステラ嬢から手紙を預かってきましたよ」

　ジェフが懐から花模様の愛らしい手紙を取り出す。

　差出人はなく、すでに何通ももらっている手紙だが、皆が皆、ステラ嬢からだと知っていた。

　ちなみにステラ嬢本人は、自分が書いていることが知られているとは気づいていない。

　初めは、城にあるイザベラの部屋の前にぽつりと置かれていた。

　警備が厳重なはずの城で、差出人不明の手紙は読まれることなく処分される。だが、見つけたのがイザベラ本人であったため、中身も読まずに捨てるのは忍びないとベルが開けて中身を検分することで許してもらったのである。

　それは、熱烈なラブレターであった。

　フェルナードではなく、歌姫イザベラに宛てたものである。

　ずいぶんと熱心に、イザベラの歌について書き綴られていた。

　神が天から遣わした歌を司る天使だとか、人々を浄化する祝福の歌だとか、その声さえあれば生きていける、私が唯一無二の信者だとか。

　あまりに熱烈なのでフェルナードが書いた物ではないかとベルが疑ったが、そもそもフェルナードは花模様の便箋などひとつも持っておらず、筆跡も違うことからその容疑はすぐに晴れた。

　とりあえずファンレターとしてありがたく受け取ったのだが、それからもその手紙は届いた。頻度はまちまちだが、皆同じ筆跡で、内容もひたすらに熱烈である。

　さすがにちょっと怖い。イザベラがそう思い出した頃、意外な客が訪れた。

　アステート宰相、ロセ・ファン伯爵である。

　彼とは、エンデル王子の天幕から城へと帰還したときに話したきりだ。

　イザベラを陥れようとした娘の罪への謝罪と、共に救出してくれたことへの感謝だった。

　その際、娘の処遇はいかなものであろうと受け入れる、と口にしたので、イザベラはとくにステラ嬢を罰するつもりはないこと、恨んでもいないことを伝えると、床に頭をこすりつけて感謝された。

　とはいえ、今回のことは反逆罪と取られても仕方のないことである。まったくの処罰なしというわけにもいかず、フェルナードと相談して、自宅謹慎及び社交界への出入りを五年間禁じること、ロセ・ファンの監視を徹底することを処罰とした。

　さすがに甘いとフェルナードに叱られたが、イザベラはそれでよかった。

　そんなロセ・ファンの訪問にいったいどうしたのかと驚いたイザベラだが、話を聞くとステラ嬢がとんでもないことになっていた。

　ロセ・ファン曰く、ステラ嬢があの日以来、イザベラの歌の熱烈な虜になってしまったとのことだった。さらに、情熱的すぎる手紙を書いたのはステラ嬢で、娘に頼まれるたび、イザベラの目につくような場所に手紙を置いていたという。

　さすがに自分が犯した罪の重さは理解したらしく、自分からだと知られれば読んでもらえないかもしれないと差出人を書かずに、ひたすらに書きためていたらしい。

　初めは差し出すこともなくひたすらイザベラの歌への思いを綴っていたのだが、思い極まりすぎて体調を崩す始末。

　床の中で、イザベラに手紙を読んでもらいたいと涙を流す娘をさすがに憐れに思ったロセ・ファンが、手紙の届け役となったわけである。

　娘のためなら本当になんでもする人だな、がイザベラの感想である。

　迷惑ならやめさせる、と頭を下げて謝ってきたロセ・ファンに、差出人の正体がわかれば怖くない、とまたもフェルナードとベルを怒らせるようなことを言って、イザベラはそれ以来、ステラ嬢の手紙を受け取るようになった。

「二年も経とうとしてるのに、相変わらず熱烈ですねえ」

「直接歌を聴いたら失神しちゃうんじゃないですか」

　双子の言は大袈裟であるが、ステラ嬢の書く手紙にはそれだけの情熱が込められていた。

『イザベラ』

　手紙を開けていたイザベラの手を、フェルナードがそっと握った。

　気づけば、エンデルとベルがいなくなっている。エンデルも多忙な身で、短い滞在時間である。それでもベルを口説くために時間を割くのだから、相当な本気がうかがえる。

『庭に出よう』

　ゆっくりと動く唇に、もちろん、とイザベラが微笑み返す。

　主人が庭に出るならば、と双子は馬の世話をしに行った。

　イザベラが滞在するようになって、湖の城は一気に活気づいた。厨房はいつもいい匂いに包まれているし、警護の兵士たちもいるので、使用人用の部屋もほぼ埋まっている。

　昼間はイザベラがフェルナードから贈られたピアノを弾きながら歌を歌ったりするので、この湖の城で働きたいと申し出る者は後を絶たない。

　外の空気は冷たいから、とあの大きな外套でイザベラを包んで、フェルナードはゆっくりと庭を横切った。

　あの小雨が降る日、初めてふたりが触れ合った東屋へとイザベラを導いていく。

　あの時は枯れ葉や蔦で覆われていたここも、常にやわらかなクッションが置かれ、整備の行き届いた場所になっている。

　東屋の向こうに広がる湖は広大で、まだ日の高い今は太陽の光が湖面に反射してきらきらと輝いている。

　冷たい空気に冴えわたる空と湖は、いつだって美しくイザベラを迎えてくれた。

「なあに、どうしたの？」

　常になくかしこまった様子のフェルナードに、イザベラが首をかしげる。

　そんなイザベラに、フェルナードは薄く微笑みを返し、ふたりの間で使い慣れた黒板が取り出された。

『初めてここを訪れたとき、この城について話をしたのを覚えているだろうか』

　もちろん覚えている。この場所が、アステートの始まりの場所だといわれていること、歌声の美しい鳥をこの城に閉じ込めて、一生愛でた神話が残っていること。

『あなたはまるでその鳥のようだと思った。私の祖が生涯かけて愛でるほど美しい歌声を持った、いとしい小鳥。……祖の血に抗あらがえず、私はあなたを閉じ込めてしまうのではないかと』

　じっと芽吹いた新緑の瞳が向けられる。この瞳にこうして見つめられたのも、もはや数えきれない。

『あなたを縛りつけてしまうのではないかと、少し恐ろしい。子ができて、あなたからますます自由を奪ってしまっているのではないかと』

　フェルナードは、時々こんなふうになる。

　まるでイザベラに罪の告白をしているような顔で、裁きを待つようにイザベラの手にすがって。

　イザベラには言えないうしろ暗い秘密があるのだろうか。それとも、イザベラの思いを確かめたいのだろうか。

　そのたび、イザベラは微笑んで、小さな声で歌うように思いを紡ぐ。

「ねえ、聞いて。私、あなたが大好きなの。あなたの妻になれて、あなたの子の母親になれて、本当にうれしいの。閉じ込められたなんて考えたことない。私は、自分からあなたに飛び込んだのよ、――ねえお願い、一生かけて愛してって」

　すがるように握られていた手を、少し膨らんできたお腹に導く。

　その手から、最近やっとこわばりが解けたことにイザベラは気づいていた。

　初めは恐る恐るだった。

　ずっと戦の中に身を置き、軍神とたたえられてきた血だらけの手で、赤ん坊に触るのは怖い、と。

　フェルナードがそう言うならあまり無理に触らせないほうがいいかもしれないと、イザベラも触って触ってとねだることをやめた。とはいえ、毎日のようにちらちらとお腹を気にするので最近では必ず彼にお腹をなでてもらいながら眠ることにしている。

　フェルナードの瞳が少し揺らめく。

　彼がこんな顔を見せるのも、イザベラにだけだと知っている。

　その事実がいとしくて切なくて、イザベラの胸はいつも張り裂けそうになる。

　イザベラはその咽喉の傷にそっと唇を寄せた。

　声は出なくとも、いつも多くの愛を伝えてくれる、大切な彼の傷。

「この子が生まれてきたらきっと証明してくれるわ。私があなたに愛されて、どれだけ幸せか」

　子どもが生まれれば、子守唄ばかり歌うことになるかもしれない。

　けれど恋の歌も変わらず歌っていたいとも思う。

　このイザベラにだけは臆病になってしまう人が、いつかイザベラの愛の上であぐらをかけるようになるまで、いつまでも恋を歌おう。




　そうして彼に、この想いのすべてが届けばいいと、イザベラは祈るようにフェルナードの唇に口づけた。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、森モトです。この度は『最愛の調べ～寡黙な王太子と身代わり花嫁～』をお手に取っていただきありがとうございます。

　まさか二冊目を出せるとは思ってもみなかったのですが、内容が歌えない歌姫と声が出せない王子などというこんがらがったものになったことにも驚いております。

　前作の『AEVE ENDING』から育児を挟んでの今回の出版になりましたが、子どもを産んでから執筆する時間も減り、なかなか感覚を取り戻すのに苦労しました。以前はすらすら出てきた文章も、立ち止まっては考え、悩み、調べて、を繰り返して書きました。「ああ、私今小説書いてる」とじーんとしながら、夜中にひたすらカチャカチャカチャカチャ。自分に酔って若干キーボードを大げさに打っていたのでうるさかったと思います（たまにいませんか、そういう人）。




　フェルナードとイザベラのラブラブを書くために、枯れ切ってしまった恋の感覚を必死で思い出したりもしました。ラブラブとは……と真剣に考えた夜もあります。そこからまったく筆が進まなかったのが笑えるところなのですが、なんとかふたりに甘い時間を過ごしてもらうことができたと思います。

　よく作家さんが言っている『難産』。言いたいだけじゃありません。本当にイザベラは難産でした。ですがそれでも、なんとか形となり、私の大好きな皆様にイザベラが好きだと言っていただき、他の出版物と同様に国立国会図書館に納入されること（私の萌えポイントです）になり、なんだか堪らない気持ちになります。

　こうして森モトの二冊目を本という形にして皆様にお届けできたので、またいつか森モトの三冊目を手に取っていただくという野望もできました。その野望に向けて、日々なんとかこなしつつ私の世界を書き続けようと思います。

　私がしがない惑星で執筆を始めてから関わってきたすべての皆様、出版社の皆様、そして私の大切な子どもたち、家族に感謝の気持ちを込めて。

　私がイザベラならこの気持ちを歌にして捧げるのですが、音痴であることが残念です。

　どうか楽しんでいただけますように。ありがとうございます。





森もりモト
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